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「……疲つかれた……」

　長時間、電車の中で立ちっぱなしでいたせいで棒のようになった足を引き摺ずりながら自宅を目指していた麻あさ倉くら伊い吹ぶきは、パティスリー・アプリコットと書かれた看板を目にして、やっと肩かたの力を抜ぬくことができた。

　パティスリー・アプリコットは、両親が始め、いまは兄の佳よし久ひさが経営する洋よう菓が子し店だ。そこの二階を自宅として使っている。その二階の窓から明かりが見えないということは、まだ佳久は下で仕事をしているのだろう。

　それにしても、今日は災難だった。大学の講義を終えたあと、いつものようにまっすぐ帰宅しようとしたら、沿線での事故のせいで電車が止まってしまっていたのだ。

　一いつ旦たんは友人の家に泊とまってくると兄に連れん絡らくしたのだが、当てにしていた友人が深夜までバイトだと云いうので、結局は違ちがう路線とバスを乗り継ついで帰ってきた。

　運休の影えい響きようは他ほかの路線にも出ており、バスに乗るのも長ちよう蛇だの列で、混こみ合った車内に漂ただよう苛いら立だった空気に心身共々疲れきってしまった。

　こんな日は熱い風ふ呂ろに入って、早く眠ねむりたい。

　すでにシャッターの下りた建物の裏に回り、裏口から入った伊吹は事務室から明かりが漏もれているのに気づいた。そこから、話し声が聞こえてくる。そのうちの一つは佳久の声だ。

（……ということは、また真さな田ださんが来てるのかな）

　たまにはきちんと挨あい拶さつをしておかなくては。そう思って、二階に上がる前に事務室に顔を出すことにした。

　ドアが閉まりきっていないらしく、近づくと二人の声がはっきりと聞こえてくる。

「新作、評判いいみたいじゃないか」

「そうなんだ。隼はや人とがアドバイスくれたお陰かげだよ」

「俺は食べて感想を云っただけだ。お客様が気に入ってくれたのは、佳久の腕うでとセンスがいいからだろ」

「……おだてても何も出ないぞ」

「俺に褒ほめられたくらいで照れなくたっていいだろう」

　軽かろやかな笑い声が聞こえてくる。やはり、話し相手は真田隼人のようだ。

　真田は松まつ嶋しま屋や百貨店の社員だ。詳くわしくは知らないのだが、かなり上の役職に就ついているらしい。伊吹たちが彼に初めて会ったのは、このパティスリー・アプリコットに仕事の話をしに来店したときだった。

　初めは偏へん見けんから真田を毛け嫌ぎらいしていた佳久も、彼の誠実さを知るようになり、心を開いていったようだった。

　丼どんぶり勘かん定じようとしか云いようのなかった帳ちよう簿ぼのつけ方を佳久に教えてくれたのも彼だ。いまではすっかり気の置けない友人関係を築いており、新商品の試食を頼たのんだり、経営上の相談に乗ってもらったりしている。

　よく店に顔を出してくれているらしいのだが、伊吹が顔を合わせるのは久しぶりのことだ。

　緊きん張ちようしながら事務室に入ろうとした伊吹は、中から聞こえてきた会話に、ドアノブにかけようとした手が止まった。

「……こら、何してんだよ」

「いいだろう、少しくらい。こうして顔を見るのは久しぶりなんだから」

　何となく雰ふん囲い気きがおかしい気がする。どうも、仕事の話をしているようには聞こえない。思いきって中に入ってしまえばいいのに、何故なぜか足が動かなくなってしまった。

「伊吹が帰ってきたらどうすんだ！」

「弟なら、夕方くらいに電車が動かないから友達の家に泊まってくるって連絡が来てたじゃないか」

「お前、人の電話聞いてたのか!?」

「聞こえたんだよ。だいたい、あんな大きな声で話してたら、客にだって聞こえてる」

「だからって……ちょっ、まだ片づけも終わってないんだぞ」

　こんなふうに佳久の困り果てて弱った声を耳にするのは珍めずらしい。どんな相手にも嫌いやなことは嫌とはっきり云う性格なのだが。

「あ、こら！　やめろって、隼人…！」

「一週間ぶりなんだから、ちょっとくらい触さわらせろ。店番もしてやったんだから、ご褒ほう美びくれたっていいだろう？」

「ご褒美って、お前はいくつだ！」

「佳久は俺に会えなくて淋さびしくなかったのか？」

「バカなこと云うなっ。……淋しかったに決まってんだろ」

　二人の姿はこちらからは見えないけれど、甘い雰囲気になっていくのがわかる。どう考えても、『そういう』状じよう況きようになっているとしか思えなかった。

（ええと、これってその、そういうことだよな…？　ど、どうしたら……）

　このまま気づかれないよう、二階に上がるのが一番いい。しかし、伊吹は佳久の甘い声に動どう揺ようし、ドアの前で微び動どうだにできなくなってしまった。

「なら、いいだろ？　片づけなら、あとで手伝うから」

「ろくなことできない素人しろうとのくせに」

　詰なじるような言葉なのに、甘えるような響ひびきがあった。それきり声が聞こえなくなり、その代わりに二人ぶんの息いき遣づかいが伝わってくる。

「これ、脱ぬがしていいか？」

「ん……お前も上着くらい脱げって……」

「珍しく積極的だな」

「うるさいな」

　今度は佳久から口づけたようだった。

　衣きぬ擦ずれの音と、濡ぬれた吐と息いき。説明されなくても、中で何が行われているかわからないほど、伊吹も子供ではない。

　しかし、佳久も真田も男だ。同性同士でも恋れん愛あいができることは頭でわかっていても、身内のことになるとすぐには納なつ得とくできなかった。

「あ、ン……っ」

「──ッ！」

　色気を帯びた佳久の声に、全身の血液が沸ふつ騰とうする。羞しゆう恥ちに困こん惑わく、様々な感情が入り交じり、いまの気持ちを表す言葉が思いつかない。

　心臓がうるさく鳴り、握にぎりしめた手にはじっとりと汗あせが浮ういてきている。中ちゆう途と半はん端ぱな体勢のまま固まっていたら、いきなり背後から口を押さえられた。

「!?」

「しっ、静かに。邪じや魔ましちゃ悪いだろ」

　驚おどろきの声を上げようとした口を大きな手で塞ふさがれ、引っ張って行かれる。

（ひ、弘ひろ嗣つぐ!?）

　何事かと思い焦あせったけれど、自分の口を塞いだのは従弟いとこの瀧たき沢さわ弘嗣だった。音を立てないよう、外に連れ出される。

「もう声出しても大だい丈じよう夫ぶだ」

　店の前まで来て、やっと口から手を離はなしてもらえた。伊吹は大きく息を吸い込み、戸と惑まどいをぶつけるように詰きつ問もんする。

「弘嗣！　お前、何でいるんだ!?」　>>>♥

「今日、店番だったから。忘れ物を取りにきたんだよ。質問はあとだ。とりあえず、こっちに来い」

「は？　何で……」

　佳久と真田のあんな場面に出くわしたのは弘嗣も同じはずなのに、不思議と少しも動揺していない。当たり前のように受け止めている様子に訝いぶかしく思う。

（もしかして、こいつは知ってたのか……？）

　態度を見る限り、以前から佳久と真田の関係を知っていたとしか思えない。続けられた言葉は、伊吹の疑念を確信に変えた。

「明日は店休みなんだし、二人きりにさせてやれよ。顔出すなんて、野や暮ぼなことすんな」

「……ッ」

　自分の手を摑つかんでずんずんと引っ張って行く弘嗣の言葉に、さっきの二人の様子を思い出してしまう。何だかそれが佳久に申し訳ない気がして、できるだけ考えないようにと自分に云いい聞かせた。

（それにしたって、何で平気な顔してんだよ！）

　この場合、見て見ぬふりが一番いいだろう。しかし、年下の弘嗣にそうするよう諭さとされたことは釈しやく然ぜんとしない。

「伊吹、今日は泊とまりじゃなかったのか？」

「ほ…他ほかの路線が動いてたから帰ってきたんだよ」

「ったく、大人しく泊まってくりゃいいのに」

「そんなこと云われたって……」

「別に責めてるわけじゃない。間が悪かったって云ってるんだ」

「…………」

　何故、自分が後ろめたい気持ちにならなければいけないのか。けれど、云い返す言葉も出てこない。

　何にせよ、あのまま立ち尽つくしていたら佳久に見つかり、お互たがいに気まずい気分を味わうことになっただろう。外に連れ出してくれた弘嗣には感謝しておくべきかもしれない。

（……そういや、弘嗣とまともに会話するなんて久々かも）

　店に手伝いに来てくれているときも、一言二言交かわす程度だ。弘嗣は、幼い頃ころは人ひと懐なつこかったのだが、思春期に入ってからはずっとそんな調子だった。

「じゃあ、行くぞ」

「へ？　行くって、どこ行くんだよ」

「ウチだ」

　弘嗣は短くそう云って、顎あごで何かを指し示した。弘嗣の視線の先には、見たことのないバイクが停とめられている。

「それ、お前のか…？」

「ああ」

「免めん許きよいつ取ったんだよ！」

「いつだっていいだろ。ほら、これ。バイクは体冷えるから着ておけ」

　弘嗣は着ていたジャンパーを無造作に脱ぐと、ヘルメットと一いつ緒しよに手て渡わたしてくる。サイズが大きいため、いま着ているジャケットの上からも着られそうだけれど、そうすると弘嗣が着るものがなくなってしまう。

「でも、これお前の上着だろ？　お前はどうすんだよ」

「俺は慣れてるし、鍛きたえてあるから平気だ。前もちゃんと閉めて、ヘルメットもちゃんと被かぶっとけよ。伊吹は体冷やすとすぐ風邪かぜ引くだろ」

「もうそんなに柔やわじゃない！」

「いいから、云うことを聞け」

　とりつく島もない態度で云われ、押し黙だまる。

（……何なんだよ、年下のくせに偉えらそうに）

　気き遣づかってくれるのはありがたいけれど、もう少し云い方というものがあるだろう。

　弘嗣の云うことを拒こばんだところで、いまさら店にも戻もどれないし、他に行くあてもない。伊吹は渋しぶ々しぶといった体ていで少し大きめの上着に袖そでを通し、バイクの後ろに跨またがった。










　弘嗣の家には十分ほどで到とう着ちやくした。伊吹にとって、この家は見慣れたというより、むしろ懐かしい。というのも、佳久が海外にパティシエ修しゆ業ぎように行っていた間は、ずっと居い候そうろうとしてこの家に置いてもらっていたためだ。

　しかし、弘嗣より先に家に入るのも躊躇ためらわれ、手持ち無ぶ沙さ汰ただった伊吹はバイクにカバーをかけるのを手伝いながら話しかける。

「……これ、ありがとな」

　厚手のジャンパーを着ていても吹ふきつけてくる風は冷たくて、弘嗣の云っていた通り、すっかり体が冷えてしまった。

　後ろに乗っていた伊吹でさえ寒かったくらいなのだから、前で運転する弘嗣はもっと辛つらかっただろう。

「あ？　ああ、別に。伊吹は大丈夫だったか？」

「う、うん。全然平気」

「って顔じゃねぇな。やっぱり冷たい。先に風ふ呂ろ入って温まれよ」

「だ、大丈夫だって！　それより、このバイク、叔父おじさんに買ってもらったのか？」

　思わず頰ほおに触ふれた弘嗣の手から逃にげる。ついこの間まで、目も合わせようとしなかった弘嗣の気き遣づかいが落ち着かず、強ごう引いんに話題を逸そらした。

「夏休みにバイトして自分で買った」

「そ、そうか……」

　しかし、会話が続かない。

　元々、弘嗣とはあまり会話が弾はずまないのだが、このまま顔色を窺うかがっていては訊ききたいことも訊けない。伊吹は思いきって、胸にわだかまっていた疑問を切り出した。

「なぁ、弘嗣。お前は兄さんたちのこと、知ってたのか？」

「薄うす々うすはな」

「……ッ！　いつから───」

　さらりとした返事に息を吞のみ、勢い込んで問い詰つめようとしたけれど、弘嗣に制止される。

「その話はあとでゆっくりしてやる。こんなとこじゃ風邪引くだろ。先に風呂だ」

「ちょっ…待てよ！」

　伊吹はさっさと玄げん関かんに向かう弘嗣を慌あわてて追いかけた。

「ただいま」

「ちょっと、弘嗣！　いま何時だと思ってるの！」

　弘嗣が玄関のドアを開けると、待ち構えたように叔母おばが奥から出てきた。

「女じゃねぇんだから別にいいだろ。それより、伊吹連れてきた」

　伊吹は、怖こわい顔をして説教をしかけた叔母の前に押し出された。気まずさに苦笑いするしかない。

「お久しぶりです、叔母さん」

　叔母は直前まで鬼おにのような顔をしていたのに、伊吹を見つけた瞬しゆん間かん、満面の笑えみを浮うかべた。

「やだ、伊吹ちゃんが来るなら早く連れん絡らくしてよ！　腕うでを振ふるったのに！」

「仕方ないだろ。たまたま帰りに拾ってきたんだから」

「拾っ……」

　弘嗣の物云いに顔が引き攣つる。まるで、落とし物のような扱あつかいだ。しかし、嬉き々きとして話しかけてくる叔母を前に、弘嗣に文句を云いっている余よ裕ゆうはなかった。

「伊吹ちゃん、元気にしてた？　少し瘦やせたんじゃない？　叔母さん、淋さびしかったわ……最近、全然来てくれないんですもの」

「すみません、ちょっと忙いそがしくて」

　前回、足を運んだのは半年くらい前のことだ。忙しいのも本当だけれど、いつまでも世話になるのも悪い気がして何となく足が遠とお退のいていた。

「ご飯はもう食べたの？　お腹なか空すいてない？　一人ぶんなら用意できるわよ」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。外で食べて来ましたから」

「じゃあ果物切ってあげるわね。美味おいしい柿かきをもらったのよ」

「あ、ありがとうございます───弘嗣？」

　しどろもどろに質問に答えていると、弘嗣は伊吹を残して黙って奥へと消えた。どこに行ったのか気になったけれど、叔母にリビングに引っ張っていかれる。

　勧すすめられるがままに食しよく卓たくにつくと、叔母は大きな柿と包丁を手に、向かいに腰こしを下ろした。器用な手つきでするすると皮を剝むきながら話しかけてくる。

「最近、お店のほうはどう？」

「順調みたいです。そろそろスタッフを入れるつもりだって云ってました。十二月は兄の友人が手伝いに来てくれるみたいです。俺じゃ簡単な手伝いしかできませんから」

「それはよかったわねぇ！　佳くんも一人じゃ大変ですものね。今度はお休みの日に佳くんと一緒に遊びに来てね。弘嗣はすっかり喋しやべらなくなっちゃってつまらないし、伊吹ちゃんみたいにお買い物にもつき合ってくれないし……」

「あはは……」

　休みなく捲まくし立てられ、相変わらずの様子に苦笑する。

　亡なくなった母の妹である叔母はお喋り好きの明るい性格で、実じつ年ねん齢れいよりも若々しく見える。母親代わりというよりは、歳としの離はなれた姉のような感覚だ。

　単身赴ふ任にんをしていていまは不在の叔父も、我が子のように伊吹たちのことを可愛かわいがってくれている。この人たちには一生かかっても返せないくらいの恩がある。だからこそ、これ以上の迷めい惑わくはかけたくないのだ。

「それにしても、伊吹ちゃんは杏きよう子こ姉さんによく似てきたわね。そうやって笑ってると、本当にそっくりねぇ」

「そうなんですか？　俺、母さんのことはあんまりよく覚えてないからな」

　母の杏子は伊吹が幼い頃に亡くなったため、はっきりとした記き憶おくがない。

　全然淋しくなかったと云ったら噓うそになるけれど、そのぶん、父と佳久、それに叔母たちが可愛がってくれたから辛いと思ったことは一度もなかった。

「佳くんも顔は似てるけど、伊吹ちゃんは性格もそっくりよ」

　思い出は少なくても、母に似ていると云われるのは嬉うれしい。自分でも写真を見る限り、顔の造りは母譲ゆずりだと思う。

　小作りだけれどはっきりとした目鼻立ちや、顎あごのラインなど共通項こうが多い。写真の中の母は、どれを見ても優やさしく微笑ほほえんでいた。

「性格ってどんなところが似てるんですか？」

「真ま面じ目めで優しくて気配り屋さんで、ヘンなところが頑がん固こなところ」

「え、俺頑固ですか？」

「あら、自覚ないの？　こうと決めたら、絶対に譲らないじゃない」

「す、すみません……」

　それは自分だけでなく佳久も同じだと思うが、どちらにしろ母譲りなのかもしれない。

　ふと、叔母が何か思い出したようで、あっと小さな声を上げた。

「そういえば伊吹ちゃん、やっぱりいまは大学とお店で忙しいかしら…？」

「どうかしましたか？」

　問い返すと、叔母は深いため息をついた。

「弘嗣のことなんだけどね、このところ成績がよくないのよ。来年受験でしょう？　もし時間があるなら勉強を見てもらえないかと思って。ほら、見てこの成績！」

　見せられた成績表に、伊吹は驚おどろきを隠かくせなかった。

　全体的に下がっているけれど、とくに酷ひどいのは数学と古文だ。元々、弘嗣は成績はいいほうで、赤点ギリギリなんてことはいままで一度たりとてなかったはずだ。

「本当にどうしたんですか？　高校に入ってから授業についていけてないとか？」

「一学期までは全然問題なかったんだけど、夏休み明けの実力テストからこの調子なのよ。あーあ、こんなことならバイクの免めん許きよなんか取らせるんじゃなかったわ」

「あいつ、何か悩なやみごとでもあるんですか？」

「そのへんのことも含ふくめて、伊吹ちゃんに家庭教師をお願いしたいのよ！　あ、もちろんバイト代なら出すから、ね？」

　叔母は両手を顔の前で合わせて頼たのんでくる。難しい年とし頃ごろの息子むすこの動向を、伊吹を通して探さぐりたいのだろう。縋すがるような眼まな差ざしを向けられ、伊吹は苦笑した。

「やだな、叔母さんからバイト代なんてもらえませんよ。俺でよければかまいません。でも、あいつは何て云うか…」

　思春期に入ってからずっと、弘嗣には避さけられているのだが、自分に勉強を見られるのを煩わずらわしく思わないだろうか。

（今日は珍めずらしく向こうから絡からんできてたけど）

　それもただの気まぐれかもしれない。だが、そんな伊吹の心配を叔母は明るく一いつ蹴しゆうした。

「大丈夫よ、伊吹ちゃんがいいって云い出したのは弘嗣だもの」

「え、本当に弘嗣がそう云ったんですか…？」

「ええ、塾じゆくに行くか家庭教師に見てもらうかしなさいって云ったら、伊吹ちゃんだったらいいって」

　弘嗣は自分を敬遠しているのだとばかり思っていた伊吹は、叔母の言葉に驚く。

（本当にどうしちゃったんだ…？）

　居い候そうろうする前もこの家に預けられることが多かった伊吹と弘嗣は本当の兄弟のように育った。

　幼い頃ころは懐なついてくれていたのだが、何故なぜか小学生の頃から反はん抗こうするようになり、中学に上がった頃にはあまり口を利きいてくれなくなってしまったのだ。

　顔を合わせても言葉を交かわすのは最低限のことだけ。淋しくは思いつつも、思春期だから仕方ないと自分を納なつ得とくさせていた。

　それなのに、わざわざ家庭教師に自分を指名してくるなんて信じられない。

「何曜日が都合がいいかしら？　お店がお休みの日のほうがいいわよね」

「あ…そうですね……。でも、平日の夜ならいつでも大丈夫です」

　詳くわしい話をしようとしたところに、弘嗣が戻もどってきた。

「伊吹、風ふ呂ろ沸わいたから入れ。明日も大学あんだろ？」

「あ、うん」

「寝ねるのは俺の部屋でいいよな？　布ふ団とん、客間から持ってったから。いま伊吹の部屋、物置になってるから使えないんだ。あ、これ着き替がえ」

「う、うん、ありがと……」

　渡わたされたのは、置いたままになっていた自分のパジャマや下着だ。姿が見えないと思っていたら、伊吹が泊とまるための仕し度たくをしていてくれたらしい。

「ちょっと、弘嗣。お母さん、伊吹ちゃんと話してるのに」

　久々に家に来た伊吹を引き止めようとする叔母おばをよそに、弘嗣は淡たん々たんと返してくる。

「話なんて明日でいいだろ。伊吹だって疲つかれてるんだから」

「あっ、もう！」

　不満げな叔母を残し、弘嗣に引っ張っていかれる。

「おい、弘嗣───」

「俺まだ入ってないから、お湯抜ぬくなよ」

　そっけなく云うと、弘嗣は自室がある二階へと上がっていってしまった。マイペースと云えば聞こえはいいが、少し自分勝手すぎやしないか。

「……何なんだよ、もう……」

　伊吹は弘嗣の消えた階段を見上げながら、口の中でぼやいた。










　躊躇ためらいがちに弘嗣の部屋のドアをノックし、どうぞと聞こえてくるのを待ってから顔を覗のぞかせる。

「ええと、その、お先に……」

　机に向かっていた弘嗣が広げていたテキストを閉じてから振ふり返る。どうやら、勉強していたらしい。本人も成績が下がったことを気にしているのかもしれない。

「何突つっ立ってんの。てきとうに座ったら？」

「あ、うん」

　迷った末、弘嗣のベッドの縁ふちに腰こしを下ろした。少なくとも三年は暮らした家だというのに、何となく緊きん張ちようしてしまう。

　机の上を片づけ、スタンドライトを消した弘嗣はクローゼットから着替えを取り出しながら云ってきた。

「先寝てていいから。布団が寝にくいならベッド使ってくれていいし」

　そして、伊吹の返事を待つことなく部屋を出ていった。

「…………」

　とりつく島もないというのはこういうことを云うのだろう。呼び止める間もなく、行ってしまった。

（やっぱり、俺と話するの嫌いやなのかな……）

　多感な時期に居候することになり、少なからず思うところもあっただろうことはわかるけれど、あまり素っ気ない態度ばかり取られているのも辛つらい。

　それでも、色々と気き遣づかってくれるのだから、文句は云いえないけれど。

　風ふ呂ろにも新しく湯を張ってくれていて、伊吹の好きな入にゆう浴よく剤ざいも入れてあった。疲れ果てていたから湯船に浸つかれるのはありがたかったし、自分の好みを覚えていてくれたのかということも嬉しかった。

　自分に対してどういう想おもいを抱いだいているのかわからないが、複雑な年頃なのだと思うしかないだろう。

「とにかく、兄さんたちのこと訊きかないと……」

　先に寝てていいと云われたけれど、そういうわけにもいかない。

　弘嗣が風呂から上がってくるまでの間、気を紛まぎらわせるために雑誌でも読んでいようと思い、何気なく部屋を見回した。

　数年前に兄が帰国して、この家を出ていったときとほとんど変わっていない。当時はコミックスばかり並んでいた本ほん棚だなに、いまは参考書などが並んでいる。

　さっきも勉強していたし、成績が下がる要因などないように思える。やはり、何か悩みでもあるのかもしれない。

「あれ…？」

　奥に隠すように押し込まれた本に気づき、手を伸のばしてみる。引っ張り出したそれは、初心者向けの洋よう菓が子しの作り方の本だった。

　店番に来てもらっているときに、簡単な手伝いも頼んでいるとは佳久から聞いているけれど、自ら本を買い求めるほど菓子作りに興味を持っているとは知らなかった。

　実際に作ってみたのか、小麦粉らしき白い粉がついている。

（悩みって、これが関係してるとか…？）

　高校二年にもなれば将来について考え始めてもいい頃だ。

　当たり前のように大学を受験するものだとばかり思っていたけれど、佳久のように専門学校へ行きたいと思っているかもしれない。

「やっぱ、兄さんの影えい響きようなのかなぁ」

　伊吹にはそっけない態度を取るくせに、佳久に対しては常に礼れい儀ぎ正しい。きっと、佳久には尊敬の念を抱いているのだろう。

「ちっちゃいときは、俺に懐いてたのになぁ……」

　叔母の家に遊びに行くたびに嬉うれしそうな顔をして、大事にしていた宝物をいくつもくれた。

　泣いて駄だ々だを捏こねて叔母の手を煩わせているようなときでも、伊吹が云い聞かせれば素す直なおに従った。

　幼よう稚ち園えんでの一番好きな人というテーマのお絵かきでは、伊吹のことを描かいてきたと叔母たちを残念がらせていた。そのくらい、昔の弘嗣は伊吹にべったりだったのだ。

　でもそれは、歳としが近かったからというだけかもしれない。きっと、一番初めにできた友達、そんな感覚だったのだろう。

「あの頃は可愛かわいかったのに」

　小さくて柔やわらかくて、いつでもにこにことしていて。いまとは大おお違ちがいだ。

　そんなふうに思い出に浸ひたっていたら、階段を上がってくる足音が聞こえてきた。

　勝手に本棚を見ていたことが後ろめたく、慌あわてて手にしていた本を元の位置に戻す。そして、急いでさっきと同じ場所に座り直した。

「お、おかえり」

　部屋に入ってきた弘嗣の姿に、何故かドキリと心臓が跳はねた。湯上がりで暑いのか、スウェットのズボンしか身に着けていない。

（いつの間にこんなにでかくなったんだか）

　この家で生活していた頃までは同じくらいの身長だったのに、いまではすっかり背も伸び、肩かた幅はばもがっちりとした逞たくましい体つきになっている。

　小学生のときに始めた空手はもうやっていないそうだけれど、一度鍛きたえた体は造り自体が違ちがうのだろう。胸むな板いたも厚く、細身で頼たよりない伊吹の体とは雲泥の差がある。

　顔つきも一気に大人びた気がする。丸みを帯びていた頰ほおはシャープになり、切れ長の目は一層鋭するどさを増している。

　声も心なしかまた少し低くなったのではないだろうか。少し長めの前まえ髪がみを鬱うつ陶とうしそうに頭を振って横にやる癖くせは変わっていないようだけれど。

「何だ、まだ起きてたのか。寝てていいって云ったろ」

　弘嗣はウーロン茶のペットボトルを手に、学習机の椅い子すにどかりと座った。

「……そういうわけにはいかないだろ」

「何で？」

「だから……っ」

　訊きたいのは、兄と真田のこと。しかし、何と切り出せばいいかわからない。

　言葉を探して、口を開きかけては閉じる。そんなことを繰くり返していたら、弘嗣が先に話を振ってくれた。

「佳よし兄にいと真田さんのこと訊きたいの？」

「そ、そうだ。……いつからなんだ？　その───」

「つき合い始めたのはってこと？」

　躊躇って口にできなかったことを明確な言葉にされると、重い胸の内が一層苦しくなる。

「さあ？　俺が気づいたのは一ひと月つき前くらいだけど、もっと前からできてたみたいだな。いつからだったか忘れたけど、名前の呼び方が変わったんだよな。それで確信した。伊吹、気がつかなかった？」

「あ……」

　弘嗣の指し摘てきに、佳久の些さ細さいな変化を思い出す。

　はっきりとした時期は覚えていないけれど、佳久が真田の話をするときに一いつ瞬しゆん「隼人」と云いかけたあと、「真田」と云い直したことがある。

　そのときはとくに気に留めなかったけれど、呼こ称しようの変化というのは大きな意味を含ふくんでいるように思える。

　真田と顔を合わせる機会が少ないと云っても、全然気づかないなんて我ながら鈍にぶすぎる。初めは真田を毛け嫌ぎらいしていた佳久が、いつの間にか気を許すようになっていたことを喜んではいたものの、恋こい人びと同士になっているとは思いもしなかった。

「いつからつき合ってようがいいだろう。それとも、伊吹は佳兄が取られたみたいで淋さびしい？」

「そ、そういうわけじゃないけど……」

　佳久だってもう大人なのだから、恋人がいてもおかしくはない。仕事一筋の佳久を横で見守りながら、体を気遣ってくれる恋人が早くできればいいと思っていたくらいだ。

　だが、同性の恋人ができることは想定していなかった。だからきっと、こんなにも混乱しているのだろう。

「男同士で気持ち悪いって思う？」

「え…？　あ、いや、気持ち悪いとは……」

　弘嗣の問いに答えながら、はたと気づく。男同士ということに嫌けん悪お感は抱いていない。あるのはただ困こん惑わくばかりだ。

「ま、そうだよな。……なあ、伊吹。もう佳兄のことは諦あきらめろよ」

「は？　何云ってんだ、お前」

　弘嗣は突とつ然ぜん、わけのわからないことを云ってきた。怪け訝げんな顔で訊き返したけれど、弘嗣のその顔は真しん剣けんなままだった。

「佳兄のこと、ずっと好きだったんだろ？」

「そりゃ、好きに決まってるだろ。家族なんだから」

　幼い頃ころから自分の面めん倒どうを見てくれていたのは、佳久だ。

　仕事で忙いそがしい父の代わりに授業参観に来てくれたり、両親が亡なくなったあとも、専門学校とバイトに明け暮れながら、自分を一いつ生しよう懸けん命めい育ててくれた。

　そんな人が大事でないわけがない。

「そうじゃなくて、こういうことをしたいって思ってたんだろ？」

「え？」

　弘嗣はおもむろに立ち上がると、何故なぜかドアに鍵かぎをかけてから伊吹のほうへ歩み寄ってきた。

　そして、長い手が伸びてきたかと思うと、首の後ろに添そえられ顔を引き寄せられる。いきなりのことに反応する間もなく、唇くちびるが塞ふさがれた。

「────」

　見開いた目を何度瞬またたいてみても、視界に映るのは弘嗣の顔のアップだ。真っ白になった頭の中の霧きりが徐じよ々じよに晴れていくに従って、事実を認にん識しきする。

　弘嗣にキスされている。それが現実だとわかった瞬しゆん間かん、我に返り、力いっぱい弘嗣を突つき飛ばした。

「何して……っ」

　後ろに飛び退のき、濡ぬれた唇を手の甲こうで拭ぬぐう。

「何ってキスだよ。キスくらいしたことあるだろ？」

「……ッ」

　問いかけに、ますます顔が熱くなる。

　いままで勉強と家の手伝いで手て一いつ杯ぱいで彼女どころか、恋こいすらしたことがない。当然、キスだって初めてだ。

　考えていることが顔に出てしまったのか、弘嗣は驚おどろいたように軽く目を瞠みはり、残念そうな呟つぶやきを漏もらす。

「初めてだったんだ。しまったな、もっと味わっておけばよかった」

「ふざけんな…っ！」

　殴なぐろうとした拳こぶしを受け止められ、揶や揄ゆするように問いかけられる。

「さっきので興奮しなかった？　伊吹だって男なんだからさ」

　迫せまってくる弘嗣の言葉に、甘えたような兄の声や意味深な衣きぬ擦ずれの音を思い出し、羞しゆう恥ちで顔が熱くなる。下腹部のあたりで疼うずき始めた感覚を必死に意識しないようにする。

　そういったことに全く興味がなかったわけではない。これまで、縁えん遠どおかっただけだ。

　疲つかれているせいで理性が上手うまく働かないのか、下腹部がどんどん熱くなっていく。腰こしの奥が疼くような感覚に、伊吹は四し肢しを強こわ張ばらせた。

「ほら、もう硬かたくなってきてる」

「あ…っ、触さわるなバカ！」

　パジャマの上から触ふれてこようとする弘嗣から逃のがれようとベッドの上を後あと退ずさったけれど、すぐに壁かべ際ぎわに追い詰つめられてしまう。

　佳久たちの行こう為いに刺し激げきされたせいなのか、弘嗣にキスされたせいなのか、自分でもわからない。けれど、確かにそこは興奮し、芯しんを持ち始めていた。

「キスもまだってことは、誰だれかに触られたこともないってことだよな」

「余計なお世話だ！　や…め……っ」

「イカせてやるよ。自分でするより気持ちいいと思うぜ」

「いい、するな、バカ、や、だ……や……」

　薄うすい布地のせいで、弘嗣の指の動きが生々しく伝わってくる。何度もやめるように訴うつたえているけれど、自分の反応が後ろめたいせいもあって強く云いえない。

　迫ってくる弘嗣の剝むき出しの上半身もいまは正視できず、魔ま法ほうにかかったみたいに体が云うことを聞いてくれなかった。

　伊吹はただひたすらに羞恥と困惑に歯は嚙がみする。

「何でこんなことするんだ…っ」

　もしかしたら、図ずう々ずうしく家に居座っていた自分のことがずっと嫌きらいだったのかもしれない。だからきっと、いつもそっけない態度を取られていたのだ。

　そう考えれば、弘嗣の行動の意味がわかるような気がする。弘嗣が反はん抗こうするようになったのは、伊吹がこの家に度たび々たび預けられるようになった頃からだ。

　けれど、こんな嫌いやがらせをされるほど嫌われていたと思うとショックだった。

（俺は、本当の弟みたいに思ってきたのに……）

　瞳ひとみの奥が熱くなるのを歯を食い縛しばって耐たえる。

「……そんなに俺が嫌いなのか？」

　涙なみだぐみながらそう問うと、弘嗣は指の動きを止めた。

「嫌い？　まさか。その逆だよ、俺はずっとあんたが好きだった。けど、あんたは佳兄しか見えてなかっただろ」

「噓うそだ…！　何かって云うと俺に嫌がらせばっかりしてたじゃないか」

「ガキは好きな子を苛いじめるもんだろ？」

「何云って───」

「佳兄には勝てないと思って隠かくしてたけど、もうこれ以上は無理だ」

「む、無理って……」

　いつになく真剣な眼まな差ざしの弘嗣に戸と惑まどうしかない。動どう揺ようし泳がせていた視線も、いつの間にか自分の顔が映る黒い瞳に見入っていた。

「佳兄にはあの人がいるんだ。もう諦めろよ」

「は…？　お前、何かヘンな誤解してないか？　俺は別に、そんなふうに兄さんを好きだったわけじゃ……」

　これまでの弘嗣の行動と発言から鑑かんがみるに、伊吹は佳久に片かた想おもいをしていたと思い込んでいるようだ。

「ごまかさなくてもいい。佳兄が好きだから、さっきのでショック受けたんだろ？」

「そりゃ、ショックは受けたけど。……とにかく、落ち着いて話をしよう、な？」

「落ち着いて？　ここをこんなにしてるのに？」

「やっ……」

　股こ間かんをぐっと握にぎられ、体がびくんっと跳はねる。否いや応おうなく体温が上じよう昇しようし、全身にじっとりと汗あせが浮ういてくる。

「俺に任せておけ。気持ちよくしてやる」

「いい！　するな！　ちょ、待っ…───ん！」

　熱っぽい囁ささやきと共に、再びキスされる。指が食い込むほど強く肩かたを摑つかまれ、体を動かせない。圧あつ倒とう的な力の差に愕がく然ぜんとする。

「んぅ、んんん……っ」　>>>♥

　唇を執しつ拗ように貪むさぼられる。慣れない行為に息苦しくなり、口を開いた瞬間、熱い舌が捩ねじ込まれた。口こう腔こうを舌で搔かき回される感かん触しよくに戸惑うしかない。

（何で、こんなこと───）

　弘嗣が考えていることが、全くわからなかった。好きだと云われたけれど、それも俄にわかには信じられない。

　ただ確かなのは、自分がいまキスをされているという事実だけだ。

　拒こばみたくても弘嗣の体はびくともしないし、舌同士が擦すれ合うたびに頭の芯が痺しびれて体の力が抜ぬけていく。伊吹は陶とう酔すいしかける意識を必死に理性で引き止めた。

「んく、んん、んー…っ」

　せめて、口の中から弘嗣の舌を押し出そうとしたけれど、逆に搦からめ捕とられてしまった。舌先を甘嚙みされ、吸い上げられると背筋がぞくぞくと震ふるえる。

　弘嗣の口づけは、乏とぼしい知識で伊吹がイメージしていたものとは全く違ちがうものだった。こんなふうに激しくて嵐あらしのようなものだとは考えたこともなかった。

　抵てい抗こうが無む駄だだとわかると、体に力が入らなくなってしまう。

　決して受け入れたわけではない───そんなふうに自分に云い聞かせていたら、やがて名残なごり惜おしそうにしながら弘嗣の唇が離はなれていった。

　唇が解けたことにほっとする。唾だ液えきで濡れた唇を手の甲で拭い、伊吹の前から退こうとしない弘嗣を睨にらみつけた。

「悪い冗じよう談だんはやめろ」

「冗談？」

「そうじゃなかったら何なんだ？　どういうつもりでこんなことするんだ」

　肩で息をしながら、どうにかして弘嗣の目を覚まさせようと語りかけた。

　叱しかりつけても逆効果だと思い、静かに云い聞かせようとしたけれど、弘嗣は逆に理解できないと云わんばかりの顔をする。

「理由なんて一つしかないだろ。俺は伊吹がずっと好きだったんだ」

「何云って……」

「ずっと、伊吹にキスしたかった。触りたかった。頭の中で何回伊吹を犯おかしたかわからない」

「なっ……」

「もう我が慢まんできない。いますぐ伊吹が欲しい」

　淡たん々たんと告げられた言葉に不安を覚えるのは、弘嗣が本気で云っているからだろう。どんなに伊吹が云い聞かせたところで、押し止めることは難しそうだ。

　急に焦あせりを感じ、再びじたばたと暴れ出す。

「勝手なこと云うな！　弘嗣、離せッ、離せよ……っ」

「伊吹、でかい声出すと母さんに聞こえる」

　脅おどしめいた言葉に思わず怯ひるんでしまった。その瞬しゆん間かん、腕うでを引っ張られ、ベッドに組み敷しかれてしまう。覆おおい被かぶさってくる弘嗣の余よ裕ゆうのない表情に目を奪うばわれる。

　見み蕩とれかけた伊吹が我に返ったのは、パジャマの裾すそから弘嗣の手が忍しのび込んできたからだ。

「やめ……っ、弘嗣、本気で怒おこるぞ！」

「いいよ。伊吹が抱だけるなら、殺されてもいい」

「お前───」

　物ぶつ騒そうな言葉にぎょっとする。動揺する伊吹をよそに、弘嗣は脇わき腹ばらを撫なで回し、首筋に顔を埋うずめてきた。

　薄い胸を探さぐられながら、耳みみ朶たぶに歯を立てられる。憤いきどおりをぶつけそこねたせいで、弘嗣の行こう為いをやめさせるタイミングも失ってしまった。

　指先で胸の先の小さな粒つぶを摘つままれ、押し潰つぶすように捏こね回される。感じるのは痛みばかりだったけれど、パジャマを捲まくり上げられ直じかに舐なめられたその瞬間、甘い痺れが走った。

「あ、や…め、や……っあ」

「ここ、感じるんだ？」

「違っ……んん…ッ」

　口で否定しても、鼻から抜ける声は偽いつわれない。舌で転がされ、微かすかに尖とがったそこを吸い上げられるたびに体の奥がずくりと疼うずく。

「違わないだろ。んな可愛かわいい声出しといて」

「そっ……」

　自分の体の反応が信じられない。だが、弘嗣はそこばかりしつこく弄いじってくる。

　本当に本気で怒れば、弘嗣だってやめてくれると思う。それなのに、何故なぜか伊吹は拒みきれないでいた。

「やめ……ぅん、く……っ」

「もうここまで来たら、やめてもやめなくても一いつ緒しよだろ」

「あ…ッ!?」

　あちこち撫で回していた手が太ふと腿ももを撫で上げてきたかと思うと、熱が集まりつつあった中心部に触ふれた。

「伊吹だって、これをどうにかして欲しいんじゃないか？」

「誰だれが……っちょ、やめ、ん…ッ」

　ぐっと強く握り込まれ、腰こしがびくんと跳ねる。弘嗣の手の中で、自身が嵩かさを増した。すでに意志の力ではどうしようもない状態になってしまっている。

「嚙かまれたくなかったら大人しくしてろよ」

「何す───、……!?」

　パジャマのズボンも下着も簡単に引き下ろされてしまい、声にならない悲鳴を上げた。刺し激げき的な行為に昂たかぶったそこは、痛いくらい張り詰つめている。

　死にそうなほどの羞しゆう恥ちに体温がさらに上がった気がする。せめて閉じようとした足を割り開かれ、弘嗣はその間に体を屈かがめてきた。

「弘嗣、よせ、頼たのむからやめ……やぁ…っ」

　弘嗣は伊吹の昂ぶりを根本から舐め上げたかと思うと、その先せん端たんを口に含ふくんだ。根本の膨ふくらみを指で弄もてあそばれながら、先端の窪くぼみを舌先で抉えぐられる。

（噓だろ、何でこんなこと───）

　キスすら初めてだったのだから、そんなところを人に触れられたことがあるはずもない。それなのに、いきなり口に含まれ、恥はずかしさで死にそうになった。

　しかし、絡からみつく舌の感触は喩たとえようもないくらい気持ちいい。羞恥も屈くつ辱じよくも凌りよう駕がするほどの快感に、伊吹はただ喘あえぐしかなかった。

「あ、も、や……っあ！」　>>>♥

　後ろの狭はざ間まを探るように動いていた指が、ぐっと中に押し込まれた。弘嗣は伊吹の屹きつ立りつを舌であやしながら、埋め込んだ指を中で動かしてくる。

　予想だにしなかった場所を弄られていることに、そして、むず痒がゆいような感覚が生まれてくることに困こん惑わくするしかない。

「や…あ！　ぁ…っん」

　内ない壁へきの一部を指で押されると、勝手に高い声が上がり、腰もびくびくと勝手に跳ねてしまう。伊吹は自分の体を支配する未知の感覚に泣きたくなった。

　早く全すべてが終わって欲しい。そう願うと同時に、もっとと求めるもう一人の自分がいる。

　矛む盾じゆんする心を持て余して意識を手放しかけたそのとき、自身を強く吸い上げられた。

「───…ッ」

　一いつ瞬しゆん、目の前が真っ白になり、我に返ったときには、下腹部がびくびくと打ち震えていた。

　顔を上げた弘嗣は口の端はしについた白はく濁だくを平然とした様子で舌で拭ぬぐう。一方的にイカされたという事実に呆ぼう然ぜんとなる。強すぎるショックに、もう何も考えたくなかった。

（……噓うそ、だろ……）

　悪い夢だと思いたい。せめて、このまま眠ねむってしまえば、いまだけは現実から目を逸そらすことができるのに。しかし、そんな伊吹の思いは簡単に裏切られた。

　弛し緩かんする体を投げ出してぐったりしていたら、足を押し開かれ、腰を摑つかまれ引き寄せられた。

「なっ…!?」

　腰を足で挟はさむような体勢に面めん食くらっていると、弘嗣は自らのスウェットを押し下げ、勃たち上がった自身を取り出した。

　そして、まだ熱を持つ伊吹の昂ぶりと合わせるようにして握にぎり込んでくる。

「やっ…───」

「まだつき合ってもらわないとな」

　性器を触れ合わされていることに嫌けん悪お感を抱くどころか、触れ合うそれから伝わってくる脈動に煽あおられ、伊吹の体は一層昂ぶった。

　伊吹は再び熱くなっていく自らの体に狼狽うろたえる。

「……噓……」

「やっぱり伊吹も乗り気なんだ」

　笑えみを浮うかべた口元から発せられる言葉に首を振ふる。

「違ちがっ、これは違う…！」

「何がどう違うんだよ。ここはまだ、し足りないって云いってるけど」

「あ……っ」

　弘嗣は二人ぶんの屹立を大きく手を動かして擦こすり始めた。じわじわと溢あふれてくる体液で弘嗣の指はぬめりを帯び、動きが滑なめらかになっていく。

　舌の絡む感かん触しよくも堪たまらなかったけれど、的確な指での愛あい撫ぶも体の中の狂くるおしい熱を煽り立てる。触れ合い、擦れ合う弘嗣の昂ぶりの熱さも伊吹の昂こう揚ようを誘さそった。

「ぁあっ、やめ、頼むから……っ、ぁ、ん…！」

　休みなく与あたえられる快感に抗あらがうことは難しい。身み動じろぐことすら刺激になってしまいそうで、引き攣つった爪つま先さきでベッドカバーを搔かくことしかできなかった。

　ただ翻ほん弄ろうされるしかない伊吹の耳元に、弘嗣は意地の悪い囁ささやきを落としてくる。

「じゃあ、やめて欲しいのに濡ぬらしてんだ？」

「云う…な……っあ！」

　屈辱に唇くちびるを嚙むと、潤うるんだ先端を爪つめで引っ搔かれた。そこはとくに敏びん感かんなようで、些さ細さいな刺激でも下腹部がひくひくと痙けい攣れんしてしまう。

「ひ、ぁ、や…め……っ」

　どうにかして弘嗣の手を剝はがそうとしたけれど、指先に力が入らない。そうこうしているうちに、弘嗣に手を摑まれ、自身と一緒に握り込まれた。

「!?」

「伊吹も手伝って」

「や、離はなし……───」

「わかるか？　俺も伊吹と同じだって」

「……あ……」

　指で触れたそれは、熱く、凶きよう暴ぼうに猛たけっていた。直に伝わってくる生々しい感触に息を吞のんだ直後、強ごう引いんに伊吹の手ごと動かされる。

「やだ、噓、ぁあ、あ、あ……っ」

　触れているのは自らの指。それなのに予測できない動きで扱しごかれているだけで、信じられないくらいに感じてしまう。

　くちゅくちゅという濡れた音にも耳を塞ふさぎたくなる。もう一度弘嗣の手をどけようと試みたものの、熱に浮かされた体が云うことを聞くわけがない。

「も、出る、いっちゃ……も、離せ……ッ」

「俺もイキそう。伊吹の手でイカせて」

　弘嗣は熱っぽくそう云って、包み込んだ伊吹の手ごと大きく動かしてくる。限界が近かったせいで、あっという間に追い詰められた。

「も、だめ、や…ぁああッ」

「く……っ」

　二人ぶんの体液が、二人の指と汗あせばんだ伊吹の体を汚よごす。伊吹は荒あらく息を吐はきながら、その光景を呆然と見つめた。

　快感の余よ韻いんに全身を支配され、意識さえふわふわとしている。現実感も薄うすくなり、本当に夢なのではないかという気さえしてきた。

「……好きだよ、伊吹」

　弘嗣は体を寄せ、そう囁く。そのまま口づけてきたのは、返事は求めていないということだろう。もう何も考えられず、されるがまま、キスを受け入れ目ま蓋ぶたを下ろす。

　夜の終わりはまだ先のようだった。
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「…………」

　明け方に目を覚ました伊吹は、隣となりで深い眠りについている弘嗣を横目に頭を抱かかえていた。

　昨晩、弘嗣にいいようにされた体は腹立たしいほどにすっきりとしていたけれど、伊吹の胸を支配しているのは深い後こう悔かいだ。

　だが、過ぎてしまったことをなかったことにはできないし、記き憶おくを消してしまうことも不可能だ。

（……俺はどうしたらいいんだ……）

　夢だといいと思った昨夜の記憶は、必要以上に鮮せん明めいだった。パジャマは身に着けているけれど、昨日着たものとは違うものだ。伊吹が眠りに落ちたあと、弘嗣が着せたのだろう。

　状じよう況きようが状況だったにしろ、拒こばみきれなかった自分が信じられない。

　もしかしたら、そうした行こう為いへの好こう奇き心も少しはあったかもしれない。だとしても、簡単に越こえていい一線ではなかった。

　むしろ、年長者として弘嗣の暴走を諭さとさなければいけない立場にあったのに、あんなことをしてしまうなんて───。

　いくら熱に浮かされていたのだとしても、許されることではない。

（穴に埋うまりたい……）

　それこそ、幼い頃ころは一いつ緒しよに風ふ呂ろに入ったこともある。赤ん坊ぼうだった頃を知っている相手に好き放題にされ、痴ち態たいを見せ、何度もイカされたことが恥ずかしくて堪らなかった。

「俺、育て方間ま違ちがえたのかな……」

　膝ひざを抱えて、ため息混じりに呟つぶやく。

　弘嗣だって、冗じよう談だんであんなことをしてきたわけではないだろう。いくらやりたい盛りの高校生だとは云え、ただの欲求不満で男の自分に手を出すとは思えない。

　何よりもわからないのは、嫌悪感一つ抱いだくことなく好きにさせてしまった自分自身だ。不快感を覚えるどころか、むしろ気持ちいいくらいだった。

　けど、それは自分がああいった行為に慣れていなかったせいだ。そうとしか考えられない。

（そもそも、何であいつはあんなに手慣れてたんだ…？）

　初めてのことに戸と惑まどう伊吹に対して、本能故ゆえの衝しよう動どうがあったとしても、弘嗣は何をするのも手て際ぎわがよかった。もしかしたら、すでに他ほかの誰だれかと経験があったのかもしれない。そう思うと、何故なぜか胸にざらりとした苦いものを感じた。

　───俺は伊吹がずっと好きだったんだ。

　どういう気持ちであの言葉を云ったのかわからないけれど、弘嗣もまだ若いのだから、何か気の迷いがあってもおかしくはない。

　どうにかして、軌き道どう修正してやらなくては。

（だけど、どうやって……）

　頭ごなしに叱しかると、弘嗣は意固地になるタイプだ。かといって、云い聞かせる程度では何の効果もないだろう。

　解決策が思いつかず、苛いら立だちに髪かみを搔き回していたら、弘嗣の身動ぐ気配がした。

「……伊吹？」

　弘嗣は眠ねむそうな目を指で擦りながら、伊吹に向かって微笑ほほえみかけてくる。不覚にも、その眩まぶしそうな表情にドキリとしてしまった。

　その自分の反応に狼狽うろたえていたら、腕うでを摑つかまれて引っ張られた。

「まだ早いんだ、もう少し寝ねとけよ……いって！」

　そう云って自分の横に寝かせようとしてくる弘嗣の頭に拳こぶしを落とした。ゴン、と鈍にぶい音がする。あんなことのあった翌朝だというのに平然としている様子に、無む性しように腹が立ったのだ。

「～～～っ、……伊吹っ、朝から手て荒あらいことすんなよ」

「うるさい。お前、昨日自分が何したかわかってんのか!?」

　叔母おばに聞こえないよう、ひそめた声で頭を押さえて呻うめいている弘嗣を叱り飛ばす。頭ごなしではいけないと思っていたのに、いざとなると頭に血が上ってしまった。

「それは……ごめん、伊吹……」

「謝らなきゃいけないようなことしたって自覚はあるみたいだな」

「強引なことして悪かったと思ってる。けど、俺は本気だ。伊吹が好きだ。だから、伊吹が欲しかった」

「だ、だからって、お前なぁ！　俺は男で、お前は従弟いとこなんだぞ？」

　倫りん理り的に禁じられた関係ではないけれど、障害としてはかなり大きなものだ。普ふ通つうであることを望むのなら、足を踏ふみ入れるべき領域ではない。

「それが何？　俺が伊吹を好きだって気持ちとどんな関係があるわけ？」

「そ、それは───」

「信じてないだろう？　俺の気持ち。せいぜい、一時的なものだろって思ってない？」

「……っ」

　図星を指され、言葉に詰つまる。そんな伊吹に、弘嗣はさらに語りかけてきた。

「俺もずっと逃にげてたからな。すぐに信じてもらえるとは思ってない。信じてもらえるまで態度で示す」

「その方法があんなことなのか!?」

「……昨日はごめん。マジで悪かった」

　一いつ瞬しゆん、真しん摯しな眼まな差ざしに狼狽える。心が揺ゆれ、怒いかりが緩ゆるみかけたけれど、続けられたのは反省のない言葉だった。

「だけど、後悔はしてない。伊吹が抱けるなら、殺されてもいいって云いったろ」

「な……っ」

　弘嗣の言葉に誇こ張ちようはないようだった。ざわりと鳥とり肌はだが立った二の腕を無意識にさする。

　二人の間に満ちていた張り詰めた空気を破ったのは、昨夜の行為を思い出させるようなやや軽い問いかけだった。

「それに、伊吹だって気持ちよさそうにしてたよな？」

「死ね！」

　カッと頭に血が上るのと同時に手が出た。

「いって～～～！」

「一人で反省してろ！」

　伊吹は弘嗣の頭にもう一度ゴツンと拳を落とすと、着き替がえ始めた。その様子に、弘嗣がベッドの上で体を起こす。

「おい伊吹、こんな時間にどこ行くんだよ？」

「家に帰るんだ」

「じゃあ、送ってくから」

　弘嗣は慌あわただしく起き上がり、着替えようとする。

「ついてくるな！　しばらく正座して反省してろ!!」

　伊吹は弘嗣に脱ぬいだパジャマを投げつけると、憤いきどおりながら部屋を出た。

（もう一発殴なぐってやればよかった）

　弘嗣への憤りはあれど、叔母に迷めい惑わくはかけられない。弘嗣が追いかけてきていないことを確かく認にんし、そっと玄げん関かんから外へ出る。

　明け方の凜りんとした空気の中、感情をぶつけるように地面を踏む。そうやって歩いているうちに、少しずつ気持ちが落ち着いてきた。

　ふつふつと煮にえたぎる怒りが引いていくに従って、代わりに大きくなってきたのは羞しゆう恥ち心しんだ。

「本当にあいつは何考えてるんだ……っ」

　好きだの何だの云っていたけれど、それが本当なら物事には順序というものがあるはずだ。いきなり手を出してくるなんて、短たん絡らく的すぎる。

　相手が弘嗣でなければ、二度と顔を合わせないという選せん択たく肢しもあったのに。

（弘嗣じゃなかったら……？）

　その仮定を反はん芻すうし、根本的なことに思い至る。

　もし、あんなことをしてきたのが弘嗣以外の人間だったら、怒りや羞恥ではなく絶望していたかもしれない。おそらく、死にたいほどの屈くつ辱じよくを感じずにはいられなかっただろう。

「じゃあ、何で……」

　改めて自問してみたけれど、どんなに考えてもその答えはわからなかった。










「……あれ？」

　駅の改札を抜ぬけようとして、カバンの中に定期がないことに気づいた。駅以外で出した覚えはないから、きっとどこかに落としてしまったのだろう。

　伊吹は仕方なく切きつ符ぷを買い、大学へと向かった。

（多分、瀧沢の家だな……）

　いまからでは講義に間に合わなくなってしまう。帰りがけに寄るしかない。弘嗣と顔を合わせずにすむといいのだが。

　いまは冷静に向き合えそうにない。弘嗣の顔を見たら、また手が出てしまいそうだ。

　早朝、頭を冷やすために弘嗣の家から自宅まで歩いて帰ったのだが、頭が冷えるどころかますます自己嫌けん悪おに陥おちいるばかりだった。

　そんな最悪な気分で帰宅した伊吹は、そこでもう一つの懸けん案あんを思い出した。佳久たちのことだ。真田のところに行っているのかもしれないと思うと複雑な気分だったけれど、正直いまは自分のことで手て一いつ杯ぱいで、佳久のことで悩なやんでいる余よ裕ゆうはなかった。

　二人が───佳久が幸せそうにしていたのだから、思い悩む必要などない。

　昨日はパニックに陥り狼狽えるしかなかったけれど、落ち着いてみると、自分が口を挟はさむ問題ではないと思えるようになった。

　しっかり者の佳久が誑たぶらかされているなんてことはないだろうし、真田も信しん頼らいできる人間だ。不満があるとすれば、佳久から真田とつき合っていることを話してもらえなかったことだ。

「話してくれるまで黙だまってたほうがいいのかな……」

　ずっと考えごとをしていたせいか、気がついたら大学に着いていた。カバンの中から眼鏡めがねを取り出し、掲けい示じ板ばんへと向かう。

　大学にいる間は余計なことを考えず、勉学に励はげまなくては。そうでなくては、学費を出してくれている佳久に申し訳ない。

　校舎の角を曲がろうとした瞬しゆん間かん、柔やわらかな壁かべのようなものにぶつかった。

「むぐ…っ」

「おわっ」

　そのまま、撥はね飛ばされるように尻しり餅もちをつき、その弾はずみで掲示板を見るためにかけた眼鏡を落としてしまう。

　ぼんやりとしたせいで、前からやってきた人に気がつけなかった。ぶつかった相手が手を差し伸のべてくれる。

「悪い、大だい丈じよう夫ぶか？」

　見上げると、長身で茶ちや髪ぱつの学生が伊吹を見下ろしていた。甘く華はなやかな顔立ちが、申し訳なさそうにしている。

「あ、いえ、こちらこそ……」

　伊吹は差し出された手を握にぎった。しかし、その男が足を踏み出した瞬間、がしゃと音がした。二人で下を見ると、彼の足の下で眼鏡が潰つぶれていた。

「……あ……」

「うわ、ごめん！」

　無む惨ざんな姿になった眼鏡に伊吹は呆ぼう然ぜんとする。曲がったなどというレベルではなく、レンズは割れ、フレームの蔓つるの部分は本体から離はなれていた。これはもう確実に修復不可能だ。

「弁べん償しようする！　これ、いくらした？」

　ぶつかった学生は、いきなり財さい布ふを出してきた。

「いえ、いいですよ。こっちもぼーっとしてたんで」

「そういうわけにはいかないだろ。黒板が見えないと困るんじゃないか？」

「ずいぶん前に作ったものだし、なくても全然見えないってわけじゃないから。それにそろそろ作り直そうと思ってたし」

　眼鏡がないと講義のときに黒板が少し見にくいけれど、普ふ段だんの生活には困らない程度の視力なのだ。しかし、彼は強ごう引いんに約束を取りつけようとしてくる。

「なら、ちょうどよかった。一いつ緒しよに買いに行こう。こんな黒くろ縁ぶちより、似合うの選んでやる。いつが都合いい？」

「本当にいいですから！　本当に俺も悪いんだし……」

「遠えん慮りよしなくていいのに」

「いや、遠慮してるわけじゃないですし！」

「そうか…？　じゃあ、メシくらい奢おごらせてよ。そのくらいならいいだろ？」

　残念そうな顔をしたあと、気を取り直したかのように訊たずねてくる。彼は諦あきらめが悪いらしい。

「う、うん」

「今日は仕事なんだよな……。明日は？」

「昼なら時間作れるかもしれないけど……」

「じゃあ、昼メシ一緒に食おうぜ。名前と学部は？　携けい帯たいの番号とメアドも教えてよ」

「あ、ちょっと待って」

　ルーズリーフを取り出し、名前と学部、それから携帯電話の番号とメールアドレスを書き留め、それを手て渡わたす。

「へえ、伊吹っていうのか、いい名前だな。あとで俺の番号とメアドを送っとく。それと、敬語は使わなくていいよ、同じ学年みたいだし。んじゃ、また明日」

「ちょっ、待っ…！　君の名前も教えてくれないと！」

　慌てて去ろうとする男を呼び止めた。相手の素す性じようがわからなければ、待ち合わせは難しい。せめて、名前くらいは知っておきたい。

「俺のこと知らない？」

「う、うん…」

　伊吹が頷うなずくと、彼は宇宙人に遭そう遇ぐうしたかのような顔をした。

「俺は神じん宮ぐう司じ諒りよう。一応、モデルしてるんだけど、聞いたことないか？」

「う…ごめん……」

　彼の反応と容姿からすると、きっと有名人なんだろう。だが、伊吹は噂うわさ話ばなしなどに疎うとく、生あい憎にく聞いたことがなかった。

　気分を害するかと思ったが、意外にも楽しげだった。　>>>♥

「いや、そういう反応は新しん鮮せんだ」

「は？」

「じゃ、また明日」

　神宮司は華やかな笑え顔がおを浮うかべて軽く手を挙げてみせると、踵きびすを返して颯さつ爽そうと去っていった。

「ヘンなやつ……」

　まっすぐに伸びた背中を呆然と見送っていたら、後ろから誰だれかに肩かたを叩たたかれた。

「麻倉、おはよ」

「あ、おはよう」

　声をかけてきたのは、同じ講義を取っている友人たちだった。

「こんなとこで何してんだ？　早く行かないと講義始まるぞ」

「あ、うん、そうだな」

　友人に急せかされ、急ぎ足で教室へと向かう。

　ふと思い立って、友人たちに神宮司のことを訊ねてみることにした。彼の云いっていることが本当なら、何かしら知っているかもしれない。

「なぁ、神宮司ってやつ知ってる？」

「神宮司？　そりゃ知ってるよ、有名人だからな」

　二人は伊吹の問いに呆あきれたような顔をした。

「何？　神宮司がどうかしたのか？」

「いや、その、さっきちょっとぶつかって……」

　昼食に誘さそわれたことを云うと、ややこしくなりそうだったから黙っておくことにした。

「父親が俳優で、母親が歌手だったっけ？　何だっけ、名前……ど忘れしちゃった」

「そうそう、いわゆる二世タレントっていうの？」

　とにかく、神宮司はかなりの有名人のようだ。

　そんな人物が伊吹に興味を持ったのは、きっと世間知らずぶりが珍めずらしかったからに違ちがいない。面おも白しろがられてるのだと思うといい気分はしなかったけれど、約束は約束だ。

（ま、食事に一回つき合うくらいどうってことないか）

　伊吹は気を取り直し、時間の迫せまる講義に間に合うよう、教室へと急いだ。










「はー……さすがに疲つかれたな」

　伊吹は板書や講義の内容を書き留めたノートを整理したあと、独りごちながら指で目ま蓋ぶたの上をマッサージし、強こわ張ばった肩を解ほぐすために腕うでを回した。

　今日は一日中ぼやける視界を少しでもクリアにするため、黒板を睨にらみつけていたので、疲れてしまった。

　普段はあまり肩かた凝こりなどしない質たちなのだが、今日は鉛なまりが肩の上に載のっているかのようだ。普段はかけていないのだから、なくても問題ないと思っていた眼鏡がいまは恋こいしい。

　時間が取れるときに、新しいものを作りに行かなくては。

（定期も弘嗣んとこに取りに行かなきゃなんないしな……）

　弘嗣のことを考えると憂ゆう鬱うつになる。顔を合わせるのも気まずい上に、あの告白をどう扱あつかうか決めかねていた。

　講義を終えたあとぐったりしていると、ゼミの教授、美みま作さかが声をかけてきた。

「麻倉くん、このあと僕の部屋に来るように」

「は、はい」

　美作からの呼び出しに、戸と惑まどいながらも頷く。

（何だろう？　俺、何かまずいことでもやったかな）

　講義中に睨みつけていたのがいけなかったのかもしれない。反省しながら教授の研究室に向かった。

　美作延のぶ彦ひこは経済の専門家で、たくさんの著書があり、テレビにコメンテーターとして出演することもある。女子にとくに人気があり、ゼミの倍率がすごいことになっていると知ったのは、そのゼミに所属するようになってからだ。

　眠ねむ気けを誘う小難しい経済学も、彼の巧たくみな話術にかかると不思議と聞き入ってしまう。

　実じつ年ねん齢れいは三十五、六歳らしいのだが、そんな年ねん齢れいを感じさせない若々しい外見も人気の要因の一つだろう。

　学者の割に逞たくましい体つきをしており、顔立ちも歌か舞ぶ伎き俳優のように涼すずしげだ。テレビに出ていても、隣となりに並ぶアナウンサーやタレントに見み劣おとりしない。

（それにしても、本当に何を云われるんだろう……）

　真ま面じ目めな姿勢を評価してくれているのか、目をかけてくれているようだが、こんなふうに呼び出されるのは初めてだ。

　先週提出したレポートの内容がよくなかったのか、それとも、やはり今日の受講態度が気になったのか。

　不安に思いながら歩いていたら、あっという間に美作の研究室に着いてしまった。

「失礼します、麻倉です」

　伊吹はドアをノックして、恐おそる恐る名乗る。どうぞ、と聞こえるのを待ってから、中に足を踏ふみ入れた。

　美作はデスクに向かったまま、こちらに背を向けている。しばらく重たい沈ちん黙もくが続いたあと、ゆっくりと椅い子すが回った。

「───麻倉くん。今日はやけに僕のほうを睨みつけてきていたけれど、何か文句でもあるのかい？」

「す、すみません、そんなつもりはなかったんです！　今日は眼鏡めがねがなかったので……」

　しどろもどろに云い訳をする。まさか、そんなことで怒おこられるとは思ってもみなかった。どう云えばわかってもらえるだろうと狼狽うろたえていたら、美作はすぐに小さく吹ふき出した。

「冗じよう談だんだよ。そんなかしこまらなくてもいい」

「へ？」

　どうやら、伊吹はからかわれたようだ。さっきまで怖こわい顔をしていた美作は、いまは表情を緩ゆるめている。

（び、びっくりした……）

　講義ではよく冗談を云う人だけれど、一対一で云われるとは思ってもみなかった。

　どう反応していいのかわからず目を瞬またたいていると、美作はさっきとは打って変わって優やさしく語りかけてくる。

「でも、今日はどうしたんだ？　やけに疲れた顔をしているようだが」

「あ…ええと、家の手伝いが忙いそがしくて」

　何があったかを云うわけにはいかず、てきとうな理由で口を濁にごす。

「そういえば、君の家は洋よう菓が子し店だったね。じゃあ、今日も手伝いで忙しいかな？」

「いえ、ちょっとくらいなら……あの、僕に何かご用ですか？」

「もし時間があるなら、食事につき合ってくれないかな？」

「は……？」

　予想だにしていなかった誘いに、伊吹は目を瞠みはった。驚おどろきを隠かくせない伊吹をよそに、美作は滑なめらかに続ける。

「実は約束していた相手にキャンセルされてしまってね。一人も淋さびしいし、もちろんご馳ち走そうするよ」

「え、でも……」

「この間のレポートも興味深い内容だったから、その話もしたいんだ。君となら、有意義な意見交こう換かんができると思う」

　熱心に誘われて、困ってしまった。

　断るのは失礼に当たるかもしれないけれど、学生の一人である立場で食事を奢おごってもらうのは気が引ける。

「ご厚こう意いは嬉うれしいんですけど、遠えん慮りよしておきます。僕はただの一学生ですし、他ほかの方を誘って下さい」

　伊吹が固辞すると、美作は肩かたを竦すくめて苦く笑しようした。

「やれやれ、君にははっきり云わないとわからないかな？」

「え？」

「いままでもアプローチしてたんだが、残念ながら気づいてはもらえてなかったようだね。ちょっと回りくどすぎたかな」

「え？　え？」

　さっきから疑ぎ問もん符ふばかり口にしている。伊吹が理解できずに目を瞬いていると、美作は静かな口調で告げてきた。

「僕は君が好きだ。僕とつき合ってくれないか？」

「は……？」

　美作の言葉に、頭の中が真っ白になった。

「つき合うと云ってもどこかに一いつ緒しよに行ってくれって云いってるわけじゃないよ。僕と交際して欲しいんだ」

（好きって、交際って……ええええええ!?）

　伊吹は心の中で叫さけんでいた。

　パニックに陥おちいって内心でおろおろと狼狽える。何と返せばいいのかわからずに視線を泳がせていた伊吹には、タイミングよく鳴った携けい帯たい電話の着信音が救いに思えた。

「で、電話みたいですね！」

　わざとらしく携帯を取り出して確かく認にんするふりをして、出任せを云った。

「すみません、用事があったのを忘れてました！　今日は失礼します…っ」

　伊吹は苦しい云い訳をして、研究室を飛び出した。急いでいるふりをしなくてはと思い、校舎の外まで一息に走る。そして、掲けい示じ板ばんの前まで来てやっと、足を止めた。

（び、びっくりした……）

　弘嗣の告白も驚いたけれど、美作からもつき合ってくれと云われるとは。

　誰だれかから好意を向けられることは喜ばしいことなのだろうが、こうも立て続けに、しかも同性からとなると困こん惑わくしてしまう。

　あまりのことに逃にげ出してきてしまったけれど、問題を先送りしただけだ。しかし、いまは弘嗣の対応で手て一いつ杯ぱいだ。美作のことまで考えている余よ裕ゆうはない。

「でも、助かった……って、誰からだったんだろう？」

　伊吹は、はたと携帯電話の存在を思い出した。手に握にぎりしめていたそれを慌あわてて開いて、着信履り歴れきを確認する。

「弘嗣───」

　よりによって、弘嗣からだったとは。こちらも、できればしばらく顔を合わせたくない人物だ。かけ直すか迷っていると、再び着信音が鳴り響ひびいた。

　本音を云えばいまは出たくなかったけれど、無視をしたところで何度もかかってくるだけの話だ。伊吹は諦あきらめのため息をつき、不機き嫌げんな声で電話に出た。

「……何か用か？」

『伊吹、まだ怒ってる？』

　少し困ったような声が聞こえてくる。そのしょんぼりとした様子に、少しだけ怒りが小さくなる。

「そんなの自分で考えろ。用がないなら切るぞ」

　携帯を耳から離はなしかけたら、慌てて呼び止められた。

『ちょっと待てよ。伊吹、ウチに定期忘れただろ？　ないと困るんじゃないか？』

「あ…ああ、帰りに取りに行こうと思ってたところだ」

『わざわざウチに来なくてもいい。さっき、佳兄に預けてきたから』

「え？　持ってってくれたのか？」

『用があったから、ついでだ。あと、佳兄に連れん絡らくしとけよ。あれから連絡入れてないんだろ？　心配してたぞ』

「お前、まさか昨日のこと───」

　弘嗣の言葉にはっとする。

　定期を忘れたということは、昨夜弘嗣の家に行ったことが知られたということだ。

　事務室で真田と二人でいるところを伊吹に見られていたと知ったら、佳久はきっと気に病やむだろう。帰宅したことは、隠しておくつもりだったのに……。

『大だい丈じよう夫ぶだ、昨日伊吹が帰ってきてたことは云ってない。帰りに会って、相談があったから俺が家に連れていったって云っておいた』

「そ、そうか…」

　弘嗣は一応気を回してくれたようだ。安あん堵どしつつも、何となく感謝するのも腑ふに落ちない。

　怒っている態度を取っていたのに、いつの間にか弘嗣のペースに持ち込まれ、有う耶や無む耶やにされてしまった。

『佳兄、全然気づいてないみたいだったから大丈夫だ。真田さんのほうはどうかわかんないけどな』

「え…ッ!?」

　ほっとしかけたところに爆ばく弾だん発言を落とされ、心臓が跳はね上がる。どういう意味なのか追つい及きゆうしたかったけれど、上手うまく口が動かない。

『悪い、もう切らないと。説教なら明日聞くから。じゃ、またな』

「あ、明日？　おい！　ちょっと待てよ…っ」

　訊きき返したけれど、弘嗣の耳に届かなかったのか、答えを聞く前に通話は切れてしまった。耳元ではツーツーという音が規則正しく繰くり返されている。

「あいつ、どういうつもりだ……？」

　その問いに答えが返ってくるわけもなく、伊吹の呟つぶやきは茜あかね色いろに染まった夕方の空気に溶とけていった。
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　一階の厨ちゆう房ぼうは佳久の砦とりでだが、二階にあるこのキッチンは伊吹が主だ。

　パティシエはしょっちゅう甘いものを食べていて太りやすそうなイメージがあるけれど、実際はそのハードワークから、なかなか肉がつかない。そんな兄のために毎日食事を作っているため、いまでは手持ちのレシピも多くなった。

　いつものように朝ご飯を用意していると、人が上がって来る気配がした。

「もうすぐご飯が炊たき上がるから待ってて」

　一仕事終えてきた佳久だと思って声をかけたけれど、返ってきた声にぎょっとした。

「俺のぶんもよろしく。目玉二つで」

「ひ、弘嗣!?」

　心臓が飛び出してしまいそうなほど驚いて振ふり返ると、すぐ後ろにエプロンを身に着けた弘嗣が立っていた。

「おはよう、伊吹」

「何でお前がここにいるんだ…っ」

　仰のけ反るように見上げながら、声を荒あららげる。そんな伊吹に対し、弘嗣は淡たん々たんと返してくる。

「今日休みだから。昨日、店番頼たのまれたんだ。ついでに仕込みも手伝ってた」

「そんな暇ひまあるなら勉強してろよ。成績下がったって叔母おばさん心配してたぞ？」

　ついキツい口調になってしまうのは、動どう揺ようを隠かくすためだ。意識して、ドキドキしているなどとは知られたくない。

「してるって。お客さんいない間は単語帳見てようかと思って」

　ほら、と云って、弘嗣はエプロンのポケットから単語帳を取り出した。物的証しよう拠こを見せられ、押し黙だまる。

　それをポーズだけだろうと決めつければ、やる気を削そいでしまうかもしれない。ここは褒ほめておくべきところだろう。

「偉えらいじゃないか。その調子でがんばれよ」

「伊吹がカテキョしてくれるんだから、がんばるに決まってるだろ」

「はあ!?　誰がそんなことするって云った！」

　思わず声がひっくり返ってしまった。

「母さんが、伊吹がＯＫしてくれたって云ってたけど」

「あ……」

　そういえば、あの夜そんなことを云われたけれど、そのあとの出来事のほうが衝しよう撃げき的で、すっかり頭の中から飛んでしまっていた。

　どんなに気乗りしなくても、一度約束してしまったことを反ほ故ごにはできない。気軽に返事をしてしまったあのときの自分を恨うらみたい。

「伊吹がバイト代いらないって云いうから、その代わりに店を手伝うことになったんだ。それにウチに来てもらうより、俺がこっちに来たほうが時間も無む駄だにならないだろ。伊吹が帰ってくるまで店の手伝いしてればいいし」

　一方的に予定を立てていく弘嗣を睨ねめつける。

「何考えてんだ、お前……」

「何って、伊吹のこと。昨日は逃げられたからな」

「あれは…っ」

　なかったことにしたい記き憶おくを呼び戻される。

「悪いけど、これから真ま面じ目めに口説くから。伊吹も真面目に考えて」

　逆に釘くぎを刺さされてしまった。云われっぱなしが悔くやしくて、

「色ボケしてるから成績落ちたんじゃないか？　学生の本分は勉強だろう。寝ね言ごとは次のテストをどうにかしてから云え」

「じゃあ、期末でいい成績取ったら、俺とつき合ってくれんの？」

　真顔で問われ、頭が痛くなる。

「……何でそこにこだわるんだ」

　学校は共学だから周りに女の子がいないわけでもないし、そこそこ見み栄ばえはいいからその気になれば彼女くらいできそうなものなのに、わざわざ自分にこだわる理由がわからない。

「お前なぁ───」

　説教しようとしたけれど、考え直す。

　弘嗣の云いぶんは理解できないけれど、このやる気を削ぐよりは利用したほうが勉強がはかどるかもしれない。

「いや、そうだな。一つだけならお前の云うことを聞いてやってもいいよ」

「マジで!?」

「ただし、全教科九十五点以上、学年でトップが取れたらだ」

　絶対に無理だろうと思われる条件を出す。弘嗣は不満を云うかと思ったけれど、上じよう機き嫌げんで返されて面めん食くらってしまった。それどころか、逆に念を押してきた。

「わかった。約束だからな」

「あ、ああ」

　中間試験で壊かい滅めつ的な点数を取っていたくせに、この自信たっぷりの態度は何なんだ。

　全教科九十五点以上で学年トップなど、つけ焼き刃ばの勉強で取れるわけがない。伊吹の出した条件をクリアすることなど万が一にもないと思っていても、弘嗣の表情に不安が込み上げてくる。

（こんな約束、まずかったかな……）

　いっそ、満点を取れと云っておけばよかっただろうか。しかし、いまから前言を翻ひるがえすとなると、約束を果たすことに不安を覚えていると見み抜ぬかれてしまう。

「じ、自信があるみたいだな」

「別に。可能性があるんだから、前向きに努力するだけだろ」

「……まあ、がんばれよ」

　内心でびくついていると思われたくなくて、余よ裕ゆうのある態度を取る。上手くいったかどうかはわからないけれど。

「ほら、弘嗣。いつまでも突つっ立ってないで、これ持ってけ」

　できあがった目玉焼きが載のった皿を押しつけ、無む理り矢や理り話題を変える。

「はいはい。あ、そうだ、伊吹も今日は店番だろ？」

　弘嗣は率そつ先せんしてご飯をよそい、手伝いながら話しかけてきた。

「ああ。でも、約束してるから、昼はちょっと出かける」

「どこ行くんだ？」

「昼食べにいくだけだよ。二、三時間で戻もどるから、店よろしくな」

「誰だれと」

　急に詰きつ問もん口調で責められ、たじろいでしまう。

「だ、大学の友達だよ」

　神宮司が友達と云えるかどうかはわからないけれど、詳しよう細さいを云えばまたヘンに追つい及きゆうされるに決まってる。余計なことは黙っておくに限る。

　神宮司との待ち合わせは昨日の夜、メールで決めた。

　あまり長い時間は出ていられないと云ったら、伊吹の地元の駅で落ち合い、数駅行ったところにある繁はん華か街がいで食事をすることになった。伊吹としては地元の喫きつ茶さ店てんやファストフードなどでよかったのだが、神宮司には何かこだわりがあるらしい。

「本当にただの友達なんだな？」

「本当だよ……って、何でお前にそんなこと訊きかれなきゃいけないんだ！」

「伊吹はお人ひと好よしだからな、悪い虫がつくかもしれないだろ。早く帰ってこいよ」

「あのなぁ…っ」

　どの口でほざいているのだと云ってやろうとしたそのとき、朝食を食べに佳久が二階に上がってきた。

「お前ら、何やってんだ？」

「あ、いや、何でもない、おはよう、兄さん」

　引き攣つった顔にどうにか笑えみを浮うかべて振ふり返る。佳久はとくに気にした様子もなく、食しよく卓たくの席についた。

「あー、腹減った」

「そうだ、兄さん。俺、聞いてなかったんだけど」

　味み噌そ汁しるを佳久の前に置きながら切り出した。弘嗣に来るなとは云えないけれど、一言佳久に文句を云っておきたい。

「ん？　ああ、弘嗣のことか。しばらくの間、また来てもらうって云ってなかったっけ？」

「だから、聞いてないってば！」

「これからの時期、忙いそがしくなるから頼んだんだ。これで伊吹も少し楽になるだろ。でも、弘嗣。お前、本当にバイト代いらないのか？」

　佳久の申し訳なさそうな問いかけに、弘嗣は優等生の笑みで返す。

「伊吹に家庭教師してもらうお返しだから。それに、毎回佳兄のケーキ食えるだけでありがたいし」

　弘嗣は昔から佳久には愛あい想そがいい。自分には見せないようなよそ行きの笑顔も向ける。

（この猫ねこかぶりめ…！）

　どうして、こうも態度が違ちがうのか。伊吹も年上だというのに、兄として敬おうとは思いもしないようだ。

　伊吹のことを好きだと云っているくせに、佳久に対する態度のほうが丁てい寧ねいなのが腑ふに落ちない。同じように扱あつかって欲しいわけではないが、言葉と態度に矛む盾じゆんがあるように思えるのだ。

「…………」

　楽しげに会話をする二人に何故なぜか切ない気分になりながら、伊吹は黙だまって朝食の席についた。










「弘嗣、ちょっと手伝って欲しいんだけど、いまいいか？」

　補ほ充じゆう用ようの商品を作っていた佳久が、申し訳なさそうに奥から顔を出した。弘嗣は返事をする前に、こちらに視線を向ける。行っても大だい丈じよう夫ぶかと訊いているのだろう。

　いま店先にはショーケースを覗のぞいている客が一人だけだから、しばらくは伊吹一人で充分対応できる。

「ここは俺一人で大丈夫だから、行ってこいよ」

「わかった。客が増えてきたら呼んで」

　商品を選び終えた客から注文を聞き、紙の箱に保ほ冷れい剤ざいと共に詰つめる。

「お待たせしました。お気をつけてお持ち帰り下さい」

　賞味期限が書かれたシールを貼はって紙かみ袋ぶくろに入れて手て渡わたすと、客の女性は嬉うれしそうな顔をして受け取った。

「ありがとう」

「ありがとうございました。またいらして下さいね」

　彼女の姿が見えなくなるまで見送り、カウンターの中を確かく認にんする。客がいないうちに少なくなった資材を補充したり、曇くもったショーケースを磨みがいたりしなくてはならない。

　見てみると、紙ナプキンや紙箱が残り少なくなっていた。

「よっ…と」

　背せ伸のびをして上の戸と棚だなに手を伸のばす。裏にある踏ふみ台に乗ればすぐ届く高さなのだが、いまは他ほかの荷物が置いてあり、それを片づけるのが億おつ劫くうだったのだ。

（も、もうちょっとなんだけど……）

　指先は触ふれているのだから、引っ張り出せるはずだ。あと数センチ身長があれば楽に届いたのだろうが、いまはそんなことを云いっても仕方ない。

　爪つま先さきだった足を震ふるわせながら必死になっていると、後ろからひょいと手が伸びてきた。そして、目的のものをいとも簡単に取り出した。

「取りたいのってこれか？」

「う、うん。ありがと……」

　折りたたまれた状態の紙箱の束を手渡され、もごもごと礼を云う。心臓が急にドキドキしてきたのは、いきなりのことで驚おどろいたからだ。

　決して、近い場所に弘嗣の顔があったせいじゃない。

「すぐそこにいるんだから、俺を呼べばいいだろ。棚の中身が落ちてきたり、転んだりしたらどうすんだ」

「自分でも届くと思ったんだよ。お前、兄さんの手伝いしてたんじゃないのか？」

「セロファンが足りなくなったからストックを取りにきたんだ」

「だったら、さっさと戻れよ」

　これまでなら弘嗣の親切を素す直なおに受け取れたのに、いまはどうしても突き放したような態度になってしまう。意識しすぎているせいだと思うけれど、自分ではどうしようもなかった。

　これでは、いままでと立場が逆だ。何となく理り不ふ尽じんなものを感じてしまう。

（……ん？）

　顔を背そむけて黙り込んでいた伊吹は、ふと強い視線を感じた。他の誰でもなく弘嗣が、穴が空きそうなほど凝ぎよう視ししてきている。

「……何だよ」

「いや？　もしかして、少しは意識してくれてるのかなって思っただけ」

「だっ、誰がそんなことするか！」

　図星を指され、顔が熱くなる。

「だったら、何でそんな顔してんの？」

「……っ」

　指の背で頰ほおを撫なでられ、ぞくりとする。その震えは嫌けん悪おからくるものではなく、あの夜の感覚に似た、甘いものだった。　>>>♥

　視線だけでおずおずと見上げたら、引き結ばれた唇くちびるが目に入った。この唇が伊吹に触れ、初めての口づけを奪うばっていったのだと思うと、体の奥が疼うずきそうになる。

　鼓こ動どうはどんどん速くなっていき、顔がさらに熱くなっていく。

　余計なことは考えまいと彷徨さまよわせていた視線が弘嗣の切なげな眼まな差ざしとかち合い、それきり目が逸そらせなくなってしまった。

（どうしよう……どうしたらいいんだ……）

　伊吹は狼狽うろたえながら自問する。身み動じろぎどころか、言葉を発することもできない。自分でも理解不能な自らの反応を反はん芻すうし、ただ混乱するしかなかった。

「伊吹───」

「弘嗣ー？　何してんだ？　見つからないのか？」

　弘嗣が何かを云いかけた瞬しゆん間かん、佳久の声が聞こえ、お互たがいに我に返った。伊吹は気まずさから目を逸らす。

「ごめん、佳兄、ちょっと待ってて。いま捜さがしてる」

「早くしてくれよ」

「わかってる！」

　弘嗣は何だかんだと云い訳をして、その場を退いてくれない。

　いたたまれなさに再び視線を彷徨わせていたら、壁かべにかかった時計が目に入った。神宮司との待ち合わせ時間が迫せまっているのをいいことに、それを云い訳に使って身を翻ひるがえす。

「あ、俺、そ、そろそろ出かける準備しないと」

　たどたどしくそう告げると、弘嗣はふっと纏まとう空気を和やわらげた。

「まあ、いいや。続きはまた今度な」

「続き!?」

　背中を向けていた伊吹は、弘嗣の言葉に振り返った。弘嗣はニヤリと口元に不敵な笑えみを浮かべている。

「次は逃にがさないから」

「し、知るかそんなの！　いいから早く戻もどれよ！」

「はいはい」

　弘嗣はセロファンの入った箱を手に厨ちゆう房ぼうに戻っていった。

　一人になれたことにほっとする。

（……いまの俺、何かヘンだったよな……）

　まるで、自分が自分でなかったみたいだった。伊吹は、自分の中にあるもやもやとしたものを振ふり払はらおうと、ぶんぶんと頭を大きく振る。

　最近の自分がおかしいのは、必要以上に弘嗣を意識しているせいだ。

　弘嗣はただの従弟いとこであって、この間のことはただのアクシデントにすぎない───そうやって自分に云い聞かせても、そう簡単に感情を制せい御ぎよすることはできなかった。

　一番いいのは、弘嗣の熱病が早く冷めてくれることだ。期末試験が終われば、家庭教師をすることもなくなる。少しずつ距きよ離りを取るようにすれば、いつか興味も他へと移るだろう。

　それまでのことを考えると気が重いけれど、できるだけ波風を立てないようにするには耐たえるしかない。

「そうだ、伊吹」

「うわッ」

　考えごとに没ぼつ頭とうしていた伊吹は、突とつ然ぜん背後から声をかけられ、心臓が破は裂れつしてしまいそうなほど驚いた。

「今日は何時に戻ってくるんだ？」

「しつこいな、お前は。三時前には帰ってくる」

　夕方の忙いそがしくなる時間には戻ってくるつもりだ。エプロンを外して二階へ上がろうとしたら、店のドアが開いた。慌あわてて紐ひもを結び直し、ショーケースの向こうに笑顔を向ける。

「いらっしゃいませ。……って、神宮司!?」

「待ちきれなくて迎むかえにきた」

「何でウチがわかったんだ？」

「女の子に訊いたら、麻倉んちがケーキ屋やってるって教えてもらった。すげー美味うまいんだってな。買ってきたいとこだけど、今日はメシ食いにいくから、また今度にするよ」

　神宮司と話をしてると、弘嗣が何故なぜか険しい顔で訊きいてきた。

「この人誰だれ？」

「友達だけど…」

「今日、出かけるってこいつと？」

「う、うん」

　どうやら神宮司のほうも弘嗣が気に食わないようで、睨にらみ返している。理由はわからないけれど、お互いあまりいい印象を抱いだいていないようだった。

「お前こそ何なの？」

「あ、その、こいつは俺の従弟なんだ。礼れい儀ぎ知らずでごめん。そんなことより、腹減ったから早く行こう？」

　弘嗣に余計なことを云われないよう、神宮司を急せかす。

「店は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「うん。いま行くから、外で待ってて」

「わかった」

　神宮司を店の外に出し、自分は二階の自宅へとカバンや上着を取りに行く。すると、険しい顔で弘嗣が追いかけてきた。

「伊吹、あいつって本当に友達なのか？」

「そうだよ。けど、お前には関係ないだろ？　っていうか、お前店空けるなよ。兄さん、いま手が離はなせないんだから」

「出かけるのやめとけよ。あいつ、絶対に伊吹に気がある。そういう目で伊吹を見てた」

「バカ、何云ってんだ。そんなわけないだろ。そんなに遅おそくはならないだろうから、店番よろしく。追いかけてきたりしたら怒おこるからな」

「伊吹…！」

　弘嗣の戯たわ言ごとを聞き流し、厨房に顔を出して佳久に声をかける。

「兄さん、ちょっと出かけてくる。できるだけ早く戻ってくるね」

「おう、気をつけてな」

　佳久はいつものように笑顔で送り出してくれた。

「伊吹!!」

　呼び止めてくる弘嗣の必死な声を無視して、バタバタと慌ただしく店をあとにする。

　視界の端はしに映った弘嗣は何か云いいたげな顔をしていたけれど、さすがに店番を放ほうってまで追いかけてくることはなかった。










「ごめんな、何かバタバタしてて」

　駅のホームへ続く階段を上がりながら、伊吹は神宮司に謝った。突然の来訪だったとは云え、客に家庭内のごたごたを見せてしまったようで恥はずかしい。

「いいって。勝手に迎えに行った俺も悪かったんだし。でも、本当に店抜ぬけてよかったのか？」

「混こむ時間はだいたい決まってるから、ちょっと出かけるくらいは大丈夫。今日は従弟も店番に入ってくれてるし」

　そう云いながら後ろを振り返ってみる。云いつけ通り、弘嗣は追いかけてはこなかったようでほっとした。

「スタッフは何人いるんだ？」

「通常は兄と俺だけだよ」

「マジで？　それじゃ大変だろ」

「うん、まあね。あ、でも、忙しいときは手伝いに来てくれる人もいるんだ。さすがに商品作りのほうは、材料量ったりするくらいしか手伝えないからさ」

　繁はん忙ぼう期には佳久の専門学校時代の友人が助すけっ人とに来てくれる。その人はもう家庭に入り、パティシエとしては働いていないため、都合をつけて駆かけつけてくれるのだ。

　最近は弘嗣も頼たよりにされているようで、伊吹よりも弘嗣のほうが呼ばれる頻ひん度どが高い。

（やっぱりあいつ、パティシエになりたいのかな……）

　部屋にお菓か子し作りの本があったし、男子高生の割に手て際ぎわがいいところを見ると、自宅などで練習をしているのかもしれない。

「忙しいのって、クリスマスとかバレンタインとか？」

「そうそう、十二月は本当に大変なんだ」

「じゃあ、余よ裕ゆうがあるのはいまのうちってことか。よかった」

「え？　何が？」

　意味がわからず訊き返す。

「十二月だったら、麻倉がデートの誘さそい受けてくれなかったかもしれないだろ」

「デ、デートって……ただ、食事に行くだけだろ？」

　伊吹は神宮司の言葉に思わず後あと退ずさった。

「デートってそういうもんじゃん？」

「でも、男同士だし……」

　冗じよう談だんを云っているのかもしれないと引き攣つった笑いを浮うかべたけれど、神宮司は真ま面じ目めに云っているようだった。

「あれ？　麻倉って恋れん愛あいに偏へん見けんあるほう？」

「え、あ、偏見って云うほどのものはないと思うけど、よくわかんないし……」

「人を好きになるのに、歳としとか性別とか人種とか、そういうのって関係ないと思うんだよね。好みの見た目もあるけど、外見って内面がもろに出ると思うし。モデルやってるやつなんてそれなりな美形ばっかだけど、中身がないやつはやっぱ華はながないしね」

「え、えーと…？」

　神宮司の云いたいことは何となくわかるけれど、それを何故自分に語るのかがわからない。伊吹が首を傾かしげていると、神宮司は思わせぶりに微笑ほほえみ、無む理り矢や理り結論づける。

「とにかく、恋こいに境界はないってこと」

「はあ……」

　よくわからないながらも、伊吹は頷うなずいておいた。深く追つい及きゆうしたところで余計混乱するだけな気がする。

（いままで、こういうタイプって友達にいなかったからな…）

　苦手だとまでは云わないが、少々対応に困る。学部も違ちがうから、共通の話題を振ふるのも難しく、会話は途と切ぎれてしまった。

　駅のホームで電車を待っていたら、神宮司が後ろ髪がみをつんと引っ張ってきた。

「な、何？」

「髪、後ろちょっと撥はねてる」

「え、どこ？」

　手で触さわってみると、確かに一ひと房ふさぴょこんと撥ねている。朝からずっとこうだったかと思うと恥ずかしい。

（兄さんも弘嗣も教えてくれればいいのに）

　内心でむくれていると、神宮司はカバンから小さな丸いケースを取り出した。

「ワックス持ってるから、直してやるよ」

「え、いいよ、わざわざそんな……」

「いいから後ろ向けって」

　どうも、神宮司のこの強ごう引いんさには抗あらがいがたい。慣れた手つきで伊吹の髪を弄いじっている神宮司は何やら楽しげだ。

　後ろ髪だけではなく前髪も手を加えられ、その後、ホームにある鏡の前に連れていかれた。

「どう？」

「……髪型だけでこんなに違ちがって見えるんだな」

　鏡の中の自分は髪を軽くセットされている。少し前髪を横に流しただけで、ずいぶん印象が変わっていた。

「麻倉は元々素材がよかったんだよ。すげーかわいい。前髪流したほうが顔がちゃんと見えていいよ」

　一いつ緒しよに鏡を覗のぞき込んでいる神宮司はかなり満足げだ。繰くり返される賛辞にいたたまれず、頰ほおを染めて俯うつむいてしまう。

（何照れてるんだ、俺は！　女の子じゃないんだぞ？）

　神宮司にしてみたら褒ほめ言葉など云い慣れているだろうが、伊吹は云われ慣れていない。どう返していいかわからず黙だまり込んでいると、探さぐるような声こわ音ねで訊たずねられた。

「麻倉、さっきのやつって本当に従弟いとこ？」

「本当だけど…何で？　あ、全然似てないって話？」

「そうじゃなくて、俺のことすっごい目で睨にらんできてたから、彼氏か何かなのかと」

「まさか！」

　思いきり否定しつつ、背中に嫌いやな汗あせをかく。

「じゃあ、俺とつき合わない？」

「は？」

　耳を疑うような提案に怪け訝げんな顔をすると、神宮司は一方的に自分の考えを並べ立ててくる。

「何かさ、俺の周りにいるやつって薄うすっぺらいやつらばっかなんだよな。ま、俺が薄っぺらいせいだと思うけどさ。同世代で麻倉みたいにちゃんとした考え持ってるやつって尊敬する」

「は、はあ…」

「だから、俺とつき合って」

　何故なぜ『だから』なのか、意味がわからない。脈みやく絡らくのない論理に痛くなってきた額を押さえながら、神宮司に待ったをかける。

「ちょっと待て。俺、神宮司のこと知ったのって昨日なんだけど」

「いいじゃん、これからお互たがいのことを知り合っていけば」

「…………」

　弘嗣もかなりマイペースだが、神宮司はそれ以上だ。どうしたら自分の気持ちを理解してもらえるだろうかと頭を抱かかえる。

「ダメかな？」

「ダメっていうか、俺は君とそんな関係にはなれない。きっと、君のことをよく知っても、その…恋こい人びとになるのは無理だと思う」

　しょんぼりとした表情に申し訳ない気持ちになったけれど、さすがに勢いや同情で了りよう承しようできる問題ではない。

「でも、一パーセントくらいなら可能性はあるだろ？」

「まぁ、そのくらいなら……」

　人生、何が起こるかわからない。万が一ということも、ないとは云いいきれない。

「じゃあ、友達からお願いします。もっとお互いをよく知ったほうがいいと思うし、いつか気持ちも変わるかもしれないし。それで、やっぱりダメだってことになっても、友達でいてくれるだろ？」

「う、うん…」

　否定されることなど微み塵じんも想定していないだろう曇くもりのない笑え顔がおで畳たたみかけるように云われ、勢いに吞まれた伊吹は思わず頷いてしまった。

「よかった！　じゃあ、これからよろしくな」

　勝手に手を握にぎられ、力強い握あく手しゆをされる。

　何があっても神宮司を恋愛対象に見ることはないだろうが、いまさら『友達も無理だ』などと云うわけにもいかない。

（これがいわゆるモテ期ってやつなのか？　でも、男ばっかりって…！）

　立て続けに三人に告白され、しかも、その誰だれもが皆みな男だなんて信じられない。むしろ、信じたくなかった。

　奥手だったからと云って、恋愛に少しも興味がなかったわけではない。むしろ、大昔に父親から聞かされた母との馴なれ初そめに、甘い憧あこがれを抱いだいていたくらいだ。

　それなのに、あんなふうにファーストキスも初体験も奪うばわれた上、男にばかり告白されては胸をときめかせる余よ裕ゆうもない。

　上じよう機き嫌げんで話しかけてくる神宮司を尻しり目めに、伊吹はがっくりと肩かたを落とした。










「じゃあ、明日もよろしくな。宿題、ちゃんとやってこいよ」

「わかってるって」

　厨ちゆう房ぼうで明日の仕込みをしている佳久の代わりに、外まで弘嗣の見送りに出た。

　できるだけ二人きりにはなりたくないのだが、掃そう除じまで手伝ってくれた相手を邪じや険けんにするわけにはいかない。

　バイクに跨またがり、ヘルメットを被かぶろうとした弘嗣はその手を止めて、伊吹を見つめてきた。

「伊吹」

「な、何だよ」

「昼間のことだけど───」

「……っ！」

　帰ってきてからは、神宮司のことには一いつ切さい触ふれてこなかったからとくに気に留めていないのだろうと高を括くくっていたけれど、佳久の前でそういった素そ振ぶりを見せないようにしていただけだったのかもしれない。

「あいつに何もされなかっただろうな？」

「なっ…」

　ストレートな質問に、言葉が詰つまる。

　敢あえて云うなら、告白されたというべきか。しかし、告白されたことは知られないほうがいいだろう。結果的に弘嗣の指し摘てきは正しかった。事実を告げたら、余計ややこしいことになってしまう。

　昼間、伊吹はぐったりとしながら帰き途とに就ついた。神宮司との食事で疲つかれてしまったのだ。

　子供の頃ころから芸能界で仕事をしていた神宮司の話は面おも白しろかったし、連れていってもらったカフェはおしゃれでご飯も美味おいしかったけれど、食事は終始落ち着かなかった。

　熱っぽく見つめてくる視線も、過か剰じような褒め言葉も慣れていない。引き攣つった愛あい想そ笑いを返すだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

「い、いったい、神宮司が何するっていうんだよ」

　隠かくしごとをする後ろめたさに声が上うわ擦ずってしまう。

（ていうか、何で俺が弘嗣に後ろめたく思わなくちゃいけないんだ？）

　これでは、まるで恋人に云い訳をしているかのようではないか。弘嗣にペースを崩くずされてばかりいる自分に焦じれ、俯こうとした瞬しゆん間かん、素す早ばやく腰こしを引き寄せられた。

「こういうこと」

「んっ!?」

　逃にげる間もなく唇くちびるを奪われ、躊躇ためらいもなく舌を差し込まれた。弘嗣は引きかけた伊吹の舌を搦からめ捕とり、強く吸い上げる。

「んんん……んー…ッ」

　甘く痺しびれた口の中で傍ぼう若じやく無ぶ人じんに動き回る舌に腰が砕くだけそうになったけれど、何とか弘嗣の体を引き剝はがし、尚なおも顔を寄せてこようとする男の頰を平手で打った。

「……って！」

「誰か見てたらどうすんだ！」

　いくら人通りは少ないとは云え、どこに人の目があるかもわからない。長年生活してきた街で妙みような噂うわさを立てられでもしたら、店や佳久の迷めい惑わくになる。

「なら、誰も見てないところならいいのか？」

「そういう問題じゃない！　またこういうことするつもりなら、今朝の約束はなしだからな！」

「わかった。じゃあ、許可が下りるまで我が慢まんする」

　殊しゆ勝しような素振りをしてはいるが、云っていることはツッコミを入れざるを得ないものだった。

「誰が許可なんかするか！」

「伊吹だって自分からしたくなるときがくるかもしれないだろ」

「絶対来ない！」

「わかったよ。全く、相変わらず頑がん固こだな」

　強きよう硬こうに否定する伊吹に、弘嗣が先に音を上げた。呆あきれたと云わんばかりのため息がいささか癪しやくに障さわる。

「余計なお世話だ」

　伊吹は力なく云い返し、痛みを訴うつたえる額を押さえる。頭だけでなく、胃まで痛くなってきそうだ。

「そういや、あの神宮司ってもしかしてモデルやってる？」

「え？　ああ、そうみたいだけど、お前は知ってるのか？」

「女子が持ってた雑誌の表紙で見た気がしたから」

　同じ大学の学生でない弘嗣でさえ知っているのだから、やはり神宮司は有名人のようだ。そんな人物を知らなかった自分の疎うとさに改めて落ち込む。

「でも、あんなやつとどこで知り合ったんだ？」

「だから、大学でだって」

「モデルなんかやってて大学に行く暇ひまなんてあるのかよ」

　心底、神宮司のことが気に食わないようだ。弘嗣がどう思おうが、伊吹には関係ない。弘嗣のしつこさに辟へき易えきし、さっさと帰すことにした。

「俺が知るか。もういいから、さっさと帰れ。遅おそくなると叔母おばさんが心配するだろ？」

「伊吹は心配してくれないのか？」

「誰がするか！」

　帰り仕じ度たくをしながら戯たわ言ごとを口にする弘嗣に反射的に否定の言葉を返してしまったけれど、あまりに冷たい物云いだったかと反省し、控ひかえめに呼びかけた。

「……弘嗣」

「ん？」

「その、気をつけて帰れよ」

「わかってる。帰ったらメールするから心配するな」

「し、心配してるわけじゃないって云ってるだろ！」

　弘嗣を送り出してから、裏口を施せ錠じようする。仕込みをしている佳久の邪じや魔まをしないよう、二階へと上がり、食しよく卓たくの上の参考書やレポート用紙を片づけた。

　店を閉めたあと、弘嗣は本当に勉強をしていった。昼間は真ま面じ目めに単語帳を見ていたらしいし、一応は本気で勉強する気があるらしい。

　戸と惑まどいを隠せない自分とは違ちがって、平然とした顔でテキストに向かう弘嗣が無む性しように腹立たしかった。ついでに終わらせてしまおうと思って取り組んでいた大学のレポートは思うように進まず、そのことも伊吹を苛いら立だたせた。

　自宅の食卓の前でため息をついていると、明日の仕込みを終えたのか、二階に上がってきた佳久が心配してくる。

「どうした、伊吹。何か悩なやみごとか？」

「あー…うん、ちょっとね……」

　悩むというより、困っている。

「俺でよかったら相談に乗るぞ」

　心配そうな表情で訊きいてくる佳久を見て、一昨日の夜のことを思い出す。自分のことで手一いつ杯ぱいで、佳久と真田のことをすっかり忘れていた。

（そうだった。兄さんたちのこともあったんだっけ……）

　兄の普ふ段だんの気の強さを考えると、真田と嫌いや々いやつき合っているということはないだろう。むしろ、このところずっと機き嫌げんがいいのは、真田のお陰かげなのかもしれない。

　異性同士だろうと同性同士だろうと、人を好きになる気持ちには変わりがない。

　自分の身に起こったことだったり、兄のことだったりしたから衝しよう撃げきが大きかったけれど、嫌けん悪お感や差別的な考えがあるわけじゃない。

　弘嗣や美作や神宮司の告白はともかく、兄については祝福してあげようと思う。

　意外にも冷静な自分に驚おどろきつつ、佳久の顔をまじまじと見つめる。

「い、伊吹？　俺の顔に何かついてるか？」

　じっと顔を見つめる伊吹に、佳久は困っているようだ。祝福はするけれど、自分に黙だまっていたことにはちょっと怒おこっている。

「別に。何か最近、楽しそうだなーって」

「そ、そうか!?　普ふ通つうだと思うけど……」

　ちょっと意地悪を云いってみると、予想通り、佳久はわたわたと慌あわて出した。

（相変わらず、噓うそがつけない人だなぁ）　>>>♥

　佳久は隠しごとをしていても、ストレートに追つい及きゆうすると、思っていることが顔や態度に出てしまうのだ。狼狽うろたえる様子が可哀かわい想そうになり、伊吹のほうからフォローを入れた。

「このところ、店も上手うまくいってるもんね」

「あ、ああ！　そう、そうなんだ！　伊吹が色々と手伝ってくれてるお陰だよ」

　どうにかごまかせたと思ったのか、佳久は安あん堵どの表情を浮うかべている。そんな顔をしたら、余計怪あやしまれるとまでは考えないらしい。

　伊吹は兄のそんなところが可愛かわいいと思う。

「何云ってんの。俺なんか、大したことしてないって。例の企き画かくも順調に進んでるんだろ？」

「まぁな、楽しみにしてろよ」

「──兄さん、男同士でもそんな簡単に恋れん愛あいってできるのかな……」

　思わず愚ぐ痴ちると、佳久は再び挙動不ふ審しんになった。飲もうとしていた水を噴ふき出し、ゲホゴホと派手に咳せき込んでいる。これでは相談相手になりそうにない。

「ごめん、やっぱりいまのなし。俺、先に風ふ呂ろ入るね」

「え？　ちょ、伊吹!?」

　パニックに陥おちいった佳久を残して、伊吹は席を立つ。

（……あの様子じゃ、兄さんのほうがベタ惚ぼれっぽいなぁ）

　伊吹の知る佳久はしっかりとしていて、頼たよりがいのある『兄』の姿だ。真田の影かげがちらつくだけであんなふうに可愛くなってしまうのは、弟として少し妬やける。それと同時に、公私に亘わたって頼りになるパートナーができたということが羨うらやましくもあった。

「やっぱり、ちゃんと真田さんに挨あい拶さつしておかないとな」

　独りごちながら部屋に着き替がえを取りにいくと、携けい帯たい電話のライトがチカチカと光っていた。きっと、弘嗣からメールが届いているのだろう。

　無事帰宅と書かれたタイトルのメールを開くと、恥はずかしい文面が目に飛び込んできた。

『好きだよ伊吹。おやすみ』

「～～～～ッ」

　反射的に携帯を閉じ、恥ずかしさに叫さけびそうになるのを歯を食い縛しばってすんでのところで耐たえる。

（いつからこんな恥ずかしいやつになったんだ…!!）

　いままでずっと無愛想で、いかにも朴ぼく念ねん仁じんといった風情ふぜいだったくせに、どこでこんな気き障ざなことを覚えてきたのだろう。

　呆れながらも、動どう揺ように高鳴った鼓こ動どうはすぐには落ち着きそうにない。何もしないではいられず、『さっさと寝ねろ！』と怒りマークつきのメールを送ってやった。

「全く、どこでおかしくなったんだか……」

　気き恥はずかしさをごまかすためわざとらしく独りごち、着替えを手に風呂へと向かった。
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「───となるわけだ…って、聞いてんのか？」

　わからないと云われた数式の解き方を説明してやっているのに、弘嗣は手元ではなくこちらの顔ばかり見つめている。

　さっきから気づかないふりをしていたのだが、ついに耐えきれなくなった。

「聞いてる聞いてる」

「じゃあ、こっちの例題解いてみろ」

「ん」

　少しは困ってもらおうと思い、敢あえて難しい問題を提示する。けれど、弘嗣は意に介かいさず、すらすらと答えを導き出してしまった。

「これで合ってる？」

「……正解だ」

　伊吹は少し癖くせのある字を睨にらみつけながら唸うなる。

（どうして、この問題が解けて、さっきの問題がわからないんだ？）

　しばらく首を捻ひねっていた伊吹はふと、ある可能性に思い至った。

「……お前、本当はわかってたんじゃないのか？」

　伊吹の疑いの眼まな差ざしに対し、弘嗣は涼すずしい顔をしている。

「まさか。伊吹の教え方がいいから解けるようになったんだって」

「…………」

「よくできましたって褒ほめてくれないのか？」

「よくできたな。それじゃ、次やってみろ」

「棒読みで云われても嬉うれしくないけど、まあいいか」

　疑ぎ惑わくは消えていないけれど、とりあえず真ま面じ目めに勉強してくれるならそれでいい。弘嗣の家庭教師をしているのは、弘嗣のためではなく叔母おばのためなのだから。

　真しん剣けんな顔で問題集に取り組む弘嗣を横目に、大学の図書館から借りてきた専門書に目を落とす。弘嗣に教えていない間を無む駄だに過ごすのはもったいない。

「そういえば、伊吹、眼鏡めがねは？　前は勉強するときとかかけてただろ」

「不ふ手て際ぎわで壊こわした」

「眼鏡したまま寝て潰つぶしたとか？」

「誰だれがそんなことするか！　ちょっと、人とぶつかっただけだ」

「けど、よかった。これであのダサい黒くろ縁ぶちを買い換かえてもらえる」

「悪かったな、ダサくて。別になくても見えないわけじゃないから、ないならないでいいんだよ」

「セルフレームとか似合いそうなのに」

「俺の顔見てる暇ひまがあったら一問でも多く問題を解け！」

「はいはい、わかってるよ」

　投げやりな返事だったけれど、問題集に向かう面おも持もちは真剣だ。学ぼうという姿勢はそれなりにあるらしい。

（何で成績が下がったんだろ？）

　一学期の成績がどれほどのものだったかは知らないが、叔母があれだけ嘆なげくのだからそこそこのレベルではあったのだろう。試験の日に具合が悪かったとも聞いていないし、勉強する態度もそう悪いものではないから、やはり原因は精神的なものかもしれない。

　進路について悩なやんでいるのなら、早いうちに話し合っておいたほうがいいかもしれない。

「……なぁ、弘嗣」

「ん？」

「お前は将来何になりたいの？」

「何だよいきなり」

　弘嗣は問題集から顔を上げ、不思議そうな顔をした。

「お前もパティシエになりたいのか？」

「何でパティシエ？　ああ、佳兄の手伝いとかしてるから？」

「もし、大学じゃなくて専門学校とかに行きたいんなら、俺が叔母さんに話してやってもいいし……」

　弘嗣からは話しにくいのかもしれない。そう思って提案してみたけれど、弘嗣は苦笑いで否定した。

「伊吹の気持ちは嬉しいけど、俺はパティシエになりたいわけじゃない。佳兄の手伝いは楽しいけどな。大学は伊吹と同じとこが第一志望だ」

「え!?」

　同じ大学を志望していると云いう弘嗣に、伊吹は顔を強こわ張ばらせた。安易な気持ちで進路を考えているようなら、きちんと云い聞かせなければならない。

　だが、そんな心配は杞き憂ゆうに終わった。

「誤解すんなよ。伊吹のあと追っかけたいだけで、そう云ってるわけじゃないからな。経済学部に行くなら、あそこが一番いいって思ったからだ」

「そ、それならいいけど……何で経済学部なんだよ」

「目的は伊吹と同じかな。税理士の資格が欲しいから。俺には佳兄みたいに仕事にしたいほど好きなことってないし、かといって突つき詰つめて研究したいこともない。けど、勉強は嫌きらいじゃないから、せっかく大学に行かせてもらうんなら、社会人になったときに役に立ちそうな学部を目指そうと思ったんだ」

「へえ…」

　弘嗣なりに考えていることを知り感心していたら、それを見み透すかしているかのような指し摘てきをされた。

「意外に真面目に考えてるんだなって顔してる」

「そ、そんなことないぞ」

　図星を指され、声が上うわ擦ずる。弘嗣はそんな伊吹に小さく笑ったあと、真顔に戻もどり、静かに語り出す。

「将来、何になりたいかって云ったら会社員かな。好きな人に何かあったとき──ないに越こしたことはないけど、力になりたいってときに何も持ってないのは嫌いやなんだ。いまはまだガキだから無力だけど、もう二度とあんな思いはしたくない」

「弘嗣、お前……」

　弘嗣が云っているのは、伊吹の父が亡なくなったときのことかもしれない。当時、瀧沢の家の叔父おじと叔母が後見についてくれたけれど、父の長期入院で負ふ債さいを抱かかえた伊吹たちと係わり合いになりたくないという態度が丸見えの親族もいて、嫌な思いもたくさんした。

　自分たちのことで精せい一いつ杯ぱいで気づかなかったけれど、弘嗣がそんなふうに思っていてくれたなんて全く知りもしなかった。

　表情を暗くした伊吹に、弘嗣は明るく云ってくる。

「そうだ、今度大学案内して。受験先の下見は大事だろ？」

「時間があったらな。……っていうかお前、こないだの中間みたいな点取ってたら、ウチの大学なんて到とう底てい受からないぞ」

「だから、こうして伊吹に教えてもらってるんだろ？　よろしくな、先生」

　わざとらしく『先生』などと呼び、混ぜっ返してくる弘嗣に釘くぎを刺さす。

「努力しなくちゃいけないのはお前なんだからな。兄さんの手伝いは助かってるけど、あんまり無理すんなよ」

「わかってるって。あ。そういえば、今日、佳兄は？」

「……朝から出かけてる。新しい仕入れ先の下見に行くって」

　佳久はどこか後ろめたそうな顔で、迎むかえにきた真田の車に乗っていった。多分、自分たちの関係を伊吹に云うか云うまいか悩んでいるのだろう。

「真田さんと？　つーことは、仕事兼けんデートってとこか」

「…………」

　云われた言葉に思わず黙だまり込む。伊吹もそうだろうと思っていたからだ。表情を曇くもらせた伊吹の顔を覗のぞき込むようにして、弘嗣は訊たずねてきた。

「佳兄たちのこと、認められない？」

「……そういうわけじゃない。ただ、まだ俺には何も云ってくれてないから拗すねてるだけ」

　二人には───佳久には誰よりも幸せになってもらいたい。それは本心だ。なのに、いつまで経たっても打ち明けてくれないことが淋さびしかった。

（花はな嫁よめの父親ってこういう気分なのかも）

　ブラコンの気があることは重々自覚していたつもりだが、どうやら自分で思っている以上に兄離ばなれできていなかったようだ。

「そりゃ、伊吹には一番云いにくいだろ。云いたくても、もしつき合いを反対されたらって思ったら尻しり込ごみするだろうし、佳兄だって悩んでるんじゃないか？」

「……そっか、そうかもな」

「佳兄が伊吹のことを考えてないわけないだろ。何なら、伊吹のほうから水を向けてみたら話しやすいんじゃないか？」

「うん、兄さんが云いにくそうにしてたらそうしてみる」

　いっそ、自分から「もう知ってる」と切り出してしまうのも一つの手だ。思い込みの激しいところがある佳久には、そのほうがいいかもしれない。

　弘嗣に愚ぐ痴ちったことで、胸の中でもやもやとしたものが少し晴れた気がした。

「俺としては複雑な気分だけど」

「え？」

「やっぱり伊吹にとっての一番は佳兄なんだって思い知らされて。俺じゃ佳兄の代わりになれない？」

「バカなこと云うな。代わりになんかなるわけないだろ」

「まあ、そうだよな。当たり前のこと訊きいてごめん」

　弘嗣はそう云いながら、手元の問題集に目を落とし、再び手を動かし始めた。軽い口調とはうらはらにしょげた様子に胸が痛む。

「あー…その、違ちがうからな」

「何が？」

「お前が兄さんの代わりにならないって云ったのは、何て云うか、その、否定的な意味じゃなくて……お前はお前で大事だからだ」

　最後は気き恥はずかしくて、早口になってしまう。云いきってから、じわじわと顔が熱くなってきた。

「伊吹───」

「ご、誤解すんなよ！　弟みたいに思ってるってことだからな！」

　曇っていた表情を一いつ瞬しゆんにして輝かがやかせた弘嗣に慌あわてて釘を刺した。都合のいい解かい釈しやくをされたら困るからだ。

「うん、わかってる。……いまはそれで充じゆう分ぶん」

「…………」

　余計なことを云ってしまっただろうかと少し後こう悔かいしかけたけれど、嬉うれしそうにはにかんでる弘嗣を見ているのは、悪い気はしなかった。
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　先週は試験期間だったらしく、弘嗣はほとんど顔を出さなかった。電話もほとんどなく、かけてきたとしても、わからない問題の解き方を訊いてくるだけ。

　それまで執しつ拗ようなアプローチがあったせいで、いきなり音おと沙さ汰たがなくなると逆に意識させられてしまう。

　そんなふうに弘嗣の気まぐれに振ふり回されている自分にも苛いら立だったけれど、自分にかまうのに飽あきたのなら、それに越したことはない。

（とりあえず、試験の成績がよければいいんだけど）

　取り引き条件の全教科九十五点以上、学年トップが無理だということはわかっている。せめて、叔母おばが安心するくらいの点が取れてればいい。

　いい点を取れているようなら、『云うことを一つ聞く』というのは論外だが、ご褒ほう美びをあげてもいい。

　今日、講義のあとで眼鏡めがねと、佳久に頼まれたものを買いにいく予定でいたから、そのついでに弘嗣の様子を見に行ってみてもいいだろう。

　眼鏡がなくても一番前に座ればどうにか見えているため、大教室のときだけコンタクトで凌しのいでいたのだが、コンタクトが体質に合わないようで目の調子がよくないのだ。この際だから、視力を測り直してもらったほうがいいかもしれない。

　無む駄だな出費は抑おさえたかったのだが仕方ない。このまま放置して、一層視力が落ちていってしまうほうが先々困ることになる。

　頭の中で今月の家計について計算しながら歩いていたら、背後から呼びかけられた。

「麻倉くん」

　聞こえてきた声にぎくりとする。恐おそる恐る振り返ると、しばらく避さけていた人物───美作がにこやかな表情でそこに立っていた。

「先生……」

　思わず顔が引き攣つりかけたけれど、すんでのところで取り繕つくろう。

（そうだった───この人の問題もあったんだ……）

　忘れていたわけではないけれど、弘嗣と神宮司のことで手て一いつ杯ぱいになっていたため、できるだけ顔を合わせないようにしていたのだ。

　美作の告白に対しての返事は決まっている。

　いつまでも逃にげ続けているのは却かえって失礼だが、相手がゼミの教授だということを鑑かんがみると、何と云いって断りを切り出せばいいかわからない。

　誰だれかに相談するにしても大学の友人だと話が漏もれたときに問題が大きくなってしまいそうだし、かと云って佳久や弘嗣にも云えなかった。

　どういった態度を取るべきかと悩なやんでいる伊吹に、美作は甘い笑えみを向けてくる。

「今日、このあと予定はある？　講義は終わりなんだろう？」

　内ない緒しよ話ばなしをするように耳元に顔を寄せられ、思わず後あと退ずさる。美作の吐と息いきが耳に触ふれるのが耐たえられなかった。

「ええと、その……」

「今日もお店の手伝い？　お茶だけでもダメかな？　この間の返事も聞かせてもらいたいしね」

　廊ろう下かに誰の姿もないのをいいことに、美作はしつこく誘さそってくる。やはり、きちんと断っておくべきだろう。いつまでもごまかし続けられるものではない。

　本来なら人の来ないようなところに場所を移したかったけれど、二人きりになって「もう少し考えてみてくれ」などと云われたら、優ゆう柔じゆう不ふ断だんな自分の性格を考えるとはっきり否いなと云える自信はなかった。

（いましかないよな…？）

　伊吹は周囲に人の気配がないことを確かく認にんすると、姿勢を正して告げた。

「先生、すみません。僕は、先生とはおつき合いはできません」

「……っ」

　深々と頭を下げると、美作が小さく息を吞のむ気配がした。

「お気持ちは嬉しかったです。でも、ごめんなさい…っ」

　美作のことは一人の人間として、学んでいる学問の研究者として尊敬している。目指すべき『大人』としての憧あこがれもある。

　しかし、恋れん愛あいの対象として見ることはできなかった。

　弘嗣とのことがなければ、いつか気持ちが傾かたむくこともあるかもしれないと迷っていたかもしれない。だが、「つき合う」ということには、性的な関係も含ふくまれる。肌はだを触れ合わせる生々しさを知ったいま、美作を相手にそれができるとは思えなかった。

　重々しく降りた沈ちん黙もくが永遠に続くのではないかと錯さつ覚かくしかけた頃ころ、やっと美作が口を開いた。

「……そうか、それなら仕方ない」

「すみません」

　のろのろと頭を上げたけれど、美作の顔は見られない。美作は、そんな伊吹を気き遣づかうような言葉をかけてくれた。

「そう謝らないでくれ。僕こそすまなかったね。ずいぶん悩んだんだろう？」

「あ、あの……っ」

　ぱっと顔を上げて、何か云おうとしたそのとき、廊下の先から人の来る気配がした。

　囀さえずるような話し声に振り返ると、階段を上がってきたらしき女子の集団もちょうどこちらに気づいたところだった。

　彼女たちは迷うことなく、伊吹たちのほうへと足を向ける。美作と言葉を交かわすいい機会だと思ったのだろう。

「こんなところでどうしたんですか？」

　頰ほおを染め、上うわ目め遣づかいに見つめてくる女子学生たちに、美作は穏おだやかに笑い返している。

「この間のレポートがよかったから褒ほめてたんだよ」

「へえ、すごーい！」

「それじゃ、僕は次の講義があるから」

　美作は伊吹に目配せを送り、そそくさと立ち去ってしまった。もしかしたら、本当は女性が苦手なのかもしれない。

（ていうか、俺もどうしたらいいかわからない……）

　女の子たちの中に取り残され、伊吹は途と方ほうに暮れた。一対一なら問題ないが、こうして囲まれることには慣れてない。

「そういえば、麻倉くんってちょっと雰ふん囲い気き変わった？」

「あ、眼鏡かけてないね。コンタクトにしたの？」

「髪かみ型がたもちょっと変わったよね。前髪そうしてるほうがいいよー」

　女の子たちに次々に話しかけられて面めん食くらう。困こん惑わくしていると、さらに返答に困る誘いを投げかけられた。

「ねえ、今度の金曜って空いてない？　同学年の子たちで飲み会があるんだけど、よかったらこない？」

「え!?」

　飲み会に誘われたことなど、入学したばかりの頃の新しん歓かんコンパくらいだ。

　人見知りをするため、親しくない相手と食事をするのは得意ではないし、伊吹にとって飲み代の数千円は決して安いものではなかった。

　人づき合いは大切にすべきだろうが、諸もろ手てを挙げて参加したいとはどうしても思えない。どうにかして断りたかったけれど、どう云えば失礼に当たらないかわからなかった。

「ええと、その……」

　困り果てていると、横から誰かが口を挟はさんできた。

「その日は俺と約束があるからダメ」

「じ、神宮司!?」

「きゃ、神宮司くん！」

　女の子たちがそれまで以上に色めき立つ。やはり、神宮司は人気があるようだ。しかし、他学部の神宮司が何故なぜこんなところにいるのだろう。

　そんなことを疑問に思っているのは伊吹一人だけのようで、女子は皆みな、神宮司と接点が持てた幸運に目を輝かがやかせている。

「麻倉くんと神宮司くんって友達だったの？」

「まぁね。そんなに意外？」

「だって、麻倉くんみたいなタイプとあんまり接点なさそうだし……」

　顔を見合わせて云う彼女たちに、神宮司はわざとらしく傷ついた顔をしてみせた。

「俺が真ま面じ目めそうに見えないってこと？　傷つくなぁ」

「あっ、ごめんなさい、その、悪い意味で云ったんじゃないの…っ」

「いいって。実際、真面目じゃないし。ほら、学食行こうぜ麻倉。一いつ緒しよにメシ食う約束してただろ？」

「え!?」

　神宮司たちのやり取りを他人ひと事ごとのように眺ながめていた伊吹は、不意に話を振ふられて困惑した。そんな約束をした覚えはない。

　戸と惑まどいの視線を向けると、目配せを返された。この場を立ち去る云い訳なのだと察し、口を合わせる。

「早く行かないと、席がなくなるもんな」

「つーわけで、またな」

　神宮司は彼女たちに向けて軽く手を上げ、伊吹の腰こしに手を回してその場をあとにする。手の位置が気になったけれど、どうにか切り抜ぬけることができて助かった。

「あの、ありがとう…」

「どういたしまして。断れなくて困ってたんだろ？」

「うん、そうだけど……何でこっちの校舎にいるんだ？」

「麻倉に会いにきたに決まってるだろ。ランチのお誘いに」

「…………」

　わざとらしいウインクも神宮司がすると様にはなっているけれど、さっきの女の子たちのように彼にときめきはしない。

　先日の告白もどこまで本気なのかよくわからないけれど、げんなりしている伊吹をよそに、上じよう機き嫌げんで訊きいてくる。

「このあと講義は？」

「一応、おしまいだけど……」

「んじゃ、メシ食ってく時間くらいあるよな？」

　学食ならいいかと頷うなずいて、並んで歩いていく。

「そういえば、クリスマスって暇ひま？」

「ううん、その日は一日店番なんだ」

「あ、そっか、店が忙いそがしいんだっけ。残念、デートに誘おうと思ってたのに。あ、夜は？　店が閉まったあとなら空いてるだろ」

「ええと、夜も片づけがあるし、何時に終わるかわかんないんだ。ごめん…」

「それもダメか……。まあ、仕方ないよな。じゃあ、暇になったら連れん絡らくして。俺はできるだけ空けとくから」

「え、でも───」

　そういう中ちゆう途と半はん端ぱな約束はしたくないと断ろうとしたけれど、全すべてを云いいきる前に遮さえぎられてしまった。

「俺のことは気にしないでいいから。ダメならダメでかまわないし。……でも、ほっとした」

「え？」

「クリスマスに仕事してるってことは、マジでつき合ってるやついないってことだろ」

「あはは…」

　神宮司の言葉に苦く笑しようするしかない。

　一方的に話し続ける神宮司に相あい槌づちを打ちながら歩いていくと、学食の前にある休きゆう憩けい用のベンチのところに人ひと垣がきができているのが目に入った。

　何やら盛り上がっているようだが、こんなふうに賑にぎやかなことも滅めつ多たにない。何があったのだろうと何気なくそちらに視線を向けて驚おどろいた。

　女の子たちに囲まれていたのは、弘嗣だったからだ。学生服姿でキャンパスにいるせいでやたらと目立っている。

（何であいつがこんなところにいるんだ…！）

　ここからでは何を話しているのかまでは聞こえないけれど、何故かその光景に不愉ゆ快かいな気持ちになる。

　胸焼けのようなムカつきの理由を深く考えることもなく、神宮司がとくに気に留めていないのをいいことに、そそくさと学食へと足を向ける。

　この場で弘嗣に見つかったら面めん倒どうなことになる。そう思って見つかる前に立ち去ろうとしたけれど、その前に見つけられてしまった。

「伊吹！」

　呼びかけられ、そこにいた全員の視線が自分に向く。弘嗣は足を止めざるを得なくなった伊吹の元に駆かけ寄ってくる。

「よかった、会えて。もう今日の講義は終わりなんだろ？」

　弘嗣は返事を待たず、伊吹を連れていこうとしたけれど、その間に神宮司が割って入ってきた。

「だーめ。麻倉は俺と先約があるんだよ。高校生は早く家に帰りな。一人で帰れるだろう？」　>>>♥

「……あんた、まだ伊吹につきまとってたんだ」

　弘嗣は隣となりにいる神宮司に気づき、険しい顔になる。神宮司のほうも挑ちよう発はつ的な笑えみを浮うかべ、云い返した。

「失礼だな。友達なんだから一緒にいて当然だろ。お前こそ、高校生がこんなところで何やってるんだよ」

「志望校の下見ですよ、先せん輩ぱい。進学先を自分の目で確かく認にんしておくのは、受験生の義務でしょう？」

「そんなもの一人ですればいいだろう。ガキの使いじゃないんだからさ。それとも、まだ御お守もりが必要な歳としだったか？」

「生あい憎にく、そうなんですよ。さすがに一人じゃ心細くて」

　どちらの口調も表情も穏おだやかではあるけれど、取り巻く空気は剣けん吞のんだ。

　一いつ触しよく即そく発はつな雰ふん囲い気きに、周囲もざわつき始めている。この場をどうにかするには、この二人を引き離はなすのが一番だ。

　弘嗣を追い返したいところだが、素す直なおに帰ってくれるとは思えない。学食にまでついてこられるよりは連れて帰ったほうがいいだろう。

「ご、ごめん、神宮司……。こいつに大学を案内する約束してたのを忘れてたんだ！　ホントごめん！　メシはまた今度埋うめ合わせするから！」

「おい、麻倉!?」

　伊吹は弘嗣の腕うでを摑つかみ、神宮司に何度も謝りながら足早にその場を離れた。

　彼らの姿が見えないところまで弘嗣を引っ張っていき、校舎の陰かげで叱しかりつける。

「何でこんなところにいるんだよ！　学校はどうした！」

「志望校の下見。今日は午前中だけだったから。ここの人ってみんな親切だな。経済学部の校舎を探してたら、声かけて連れてきてくれた。大学のこととか色々教えてくれたし」

　普ふ段だん、そんな光景を目にしたことはない。

　弘嗣を取り囲んでいたのが女子ばかりだったことを鑑かんがみても、親切にされていたのは弘嗣がカッコいいからだろう。しかし、それを自分の口から云うのは悔くやしいため黙だまっていた。

　しかし、身内の目から見ても男前なほうだとは思っていたけれど、女の子たちから見ても魅み力りよく的に映るようだ。

（昔はちっちゃかったのにな……）

　ちょこちょこと自分のあとをついてきていた幼い頃ころの姿を思い出しながら、横を歩く弘嗣を見上げる。

　叔父おじも叔母おばもそこまで背の高いほうではないのに、よく育ったものだ。小学生の頃から続けていた空手もいつの間にかやめてしまっていたけれど、その体格にはまだ名残なごりがある。

「何？」

「べ、別に…」

「つーか、やっぱり、あいつ怪あやしいんだけど。本当に友達？　伊吹の友達にしては珍めずらしいタイプじゃね？　何か、伊吹を見る目が普ふ通つうじゃないって云うか……」

「大学は色んなやつがいるんだよ！」

　弘嗣の鋭するどい指し摘てきに動どう揺ようする。神宮司に告白されたことを知ったら、何をしでかすかわかったものではない。

「伊吹。あいつに襲おそわれないよう、気をつけろよ」

「お前が云うな！」

　自分の行動を棚たなに上げた発言に思わず声を荒あららげる。

「お前こそ、女子に囲まれて何してたんだよ」

「高校生が物もの珍めずらしかっただけだろ。制服なんて着てくるんじゃなかった」

　ぼそりと呟つぶやく。

「何で？　そうしてると、お前も歳相応に見えるけど」

「だから嫌いやなんだ」

　そう云って、拗すねたような表情を見せたのは一いつ瞬しゆんだった。すぐにいつも通りの顔に戻もどり、思い出したかのように肩かたにかけたカバンの中を探さぐっている。

「忘れてた。期末返ってきた。はい」

　弘嗣はこともなげに折りたたまれた数枚のプリントを差し出してくる。どうやらそれは期末試験の答案用紙のようだ。

　見学したいというのはついでで、本当は期末試験の結果を知らせるために大学まで来たようだ。何ら変わらない弘嗣の表情に、不安が忍しのび寄る。

「ど、どうだったんだ？」

「それ見りゃわかるって」

「…………」

　恐おそる恐る答案用紙を開き、それぞれに記された点数を確認していく。どれも丸ばかりがついており、中にはバツの一つもないものもあった。

「……何なんだ、これ」

「あと、こっちも証しよう拠こ写真」

　学校の廊ろう下かに張り出されたと思おぼしき順位表を撮とった携帯電話の画面を見せられる。一番端はしには弘嗣の名前、そしてその上には『一』と書かれている。

　弘嗣は試験で満点近い点数を取り、伊吹との賭かけに勝ってしまった。

「前回は何だったんだよ！」

　伊吹は声を荒らげて詰つめ寄った。叔母に見せられた中間試験の点数は赤点ギリギリだったくせに、どうしていきなりこんな点数が取れるのか理解できない。

「さあ？　きっと、恋こい煩わずらいのせいだろ」

　しれっと答える弘嗣に作さく為い的なものが見える。

（わざと悪い点取ったんだな……）

　そして、そんな成績表に血相を変えた叔母を云いくるめ、自分を家庭教師にしたのだろう。弘嗣の云うことを鵜う吞のみにしてしまった自分を悔くやむしかない。

　しかし、一度した約束を違たがえるのは信念に反する。苦く渋じゆうの決断をした。

「……わかった。約束は守る」

　その返事に弘嗣は満足そうな顔をする。

「今日からってことでいいよな」

「ちょっと待て、期限とかないのか!?」

「そうだな、一ヶ月はお試ためし期間ってことでどうだ？　それでどうしてもダメだって云いうなら俺も諦あきらめる。けど、その間でちょっとでも俺のこと好きになったんなら、正式に恋こい人びとになって」

　弘嗣から提示された譲じよう歩ほ案にほっとする。一ヶ月の間、何とかやり過ごせばいいのだ。

「で、俺は何をすればいいんだ…？」

　伊吹は胸を撫なで下ろしながらも、自らの役目について訊たずねてみた。いままで女の子ともつき合ったことがないため、一いつ般ぱん的な知識にすら疎うといのだ。

「何って、普通の恋人同士がやってるようなこと。デートしたり、キスしたり、エッチしたり。手を繫つないだり、電話したり、いちゃいちゃしたり？」

「えっ……そこまでしなくちゃいけないのか!?」

「まずは電話とかデートからでいいよ。伊吹、そういうの慣れてなさそうだから順序立ててやってこーぜ。デートは毎日は無理だけど、電話ならできるよな」

「毎日!?　そんな暇ひまあるか！　そもそもほぼ毎日会ってるのに、何を話すんだ。電話代がもったいない」

「俺からかけるからいいだろ。それに忙いそがしくたって十分くらいどうにかなるだろ」

「親に養ってもらってる立場で何云ってるんだ！　無む駄だ遣づかいは自分で稼かせげるようになってからしろ」

「……わかったよ。伊吹が俺の声を聞きたくなったら、俺から会いにいく。あと、メールくれれば、すぐ飛んでくから。それならいいだろ？」

　優やさしく微笑ほほえみかけられ、小さく心臓が跳はねる。

　以前は仏ぶつ頂ちよう面づらばかりだったくせに、あの夜から甘い顔ばかり向けてくる。

　そのたびにドキドキしてしまうのは、見慣れない表情だからに違いない。心の内を見み抜ぬかれないよう、伊吹は顔を背そむけた。

「とりあえず、これからデートしよう」

「これから!?」

　唐とう突とつな宣言に、思わず声が大きくなる。いきなりそんなことを云われても、こちらの都合というものもある。

　眉まゆ根ねを寄せている伊吹に対し、弘嗣は真ま面じ目めな顔で説明してくる。

「冬休み入ったら、店の手伝いで身動き取れなくなるだろ。できることはいまのうちにしておかないと。一ひと月つきなんて、あっという間だからな」

「お前の云うことはわかったけど、今日はダメだ。俺はこれから買い物に行くんだよ」

　悠ゆう長ちようにぶらぶらする余よ裕ゆうなどない。そんな時間があるなら、むしろ早く帰って店の手伝いをしてもらったほうがありがたい。

「何買うんだ？」

「眼鏡めがね。だから、お前はまっすぐ家に帰れ。俺だって、のんびり買い物に行くわけじゃないんだから」

「じゃあ、俺も一いつ緒しよに行く。デートじゃなくて、伊吹についてくだけ。それならいいだろ？　俺が伊吹に似合うの見立ててやるよ」

　弘嗣は何を云われようと、ついてくる気でいるらしい。

「い、いいよ、一人で行くから」

「伊吹に選ばせたら、前みたいな黒くろ縁ぶちのダサいの買ってくるだろ」

　以前かけていた眼鏡について揶や揄ゆされ、むっとする。ファッションセンスがいいほうだとは云えないけれど、そこまではっきり云われると腹が立つ。

「ダサくて悪かったな。眼鏡なんて、見えるようになればいいんだよ」

「ダメだって。せっかく綺き麗れいな顔してるんだからもったいないだろ」

「な、何云って…っ、人をからかうな！」

「からかってるわけじゃない。マジで可愛かわいいと思うよ、伊吹の顔」

「バカなこと云うな」

　照れくささにむくれる伊吹に対し、弘嗣は口元を綻ほころばせている。

「決まり、な」

「ちょっ、こら、引っ張るなよ！」

　有う無むを云う間もなく、強ごう引いんに引っ張って行かれた。










　こうして弘嗣と街を並んで歩くのは久々のことだ。二人で歩いていると、女子高生たちがちらちらと弘嗣のほうを見ては、囀さえずるように何かを囁ささやき合う。

　初めのうちは気になって仕方がなかったけれど、何度も繰くり返されれば感心するしかない。伊吹はしみじみと呟いた。

「お前、モテるんだなぁ…」

「いきなり何だよ」

「だって、さっきから女子高生がお前のこと振ふり返って見てる」

　弘嗣が人目を引くことに異議があるわけじゃない。ただ、泣き虫で大人しかった過去を知っているだけに不思議な感じがするのだ。

「俺だけじゃなくて、伊吹のことも見てるんだよ」

「そんなわけないだろ」

「伊吹がそう思ってるなら、それでいいけど。───前、危ない」

「え？　うわっ」

　肩かたを抱だいて引き寄せられ、人とぶつかりそうになったのを助けられる。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「う、うん、ありがと…」

　肩を抱く腕うでがやけに熱く感じる。それがそっと離はなれていく瞬しゆん間かん、名残なごり惜おしさのようなものを感じた。そんな奇き妙みような心こころ許もとなさに、伊吹は首を傾かしげる。

（……？）

　冬が深まっていくに従って気温は日々下がっていっているけれど、今日は寒いと凍こごえるほどではない。

「で、どこの眼鏡屋行くんだ？」

「あ、ああ、この先の銀行の手前にあるとこに行ってみようと思ってるんだけど」

　不可解な心理の変化にばかり気を取られていたせいで、話しかけられただけでドキリとしてしまった。どうにか声を上うわ擦ずらせずにすんだけれど、ヘンに思われなかっただろうか。

　伊吹たちは人込みを縫ぬうように進み、商店街の一角にある眼鏡ショップのチェーン店に足を踏ふみ入れた。明るい店内に所ところ狭せましと様々なデザインの眼鏡フレームがディスプレイされている。

「うわ…ずいぶんたくさん種類があるんだな……」

　こんなに数が揃そろっていては、一人では選びきれそうにない。眼鏡なんて視力が矯きよう正せいできれば充じゆう分ぶんだと思っているため、正直なところどれでもよかった。

（弘嗣についてきてもらってよかったかも……）

　伊吹はこだわりの薄うすいことに関しては優ゆう柔じゆう不ふ断だんな面がある。弘嗣が選んでくれるというなら気が楽だ。

　先ほど、センスがないことを揶揄されて拗すねたような態度を取ったけれど、反論する資格がないことは自覚している。

「伊吹、どういうのがいいんだ？」

「とくにこれっていうのは……」

　口を濁にごすと、弘嗣は我が意を得たりという顔で微笑んだ。わかったと頷うなずいてみせたあと、伊吹を置いて店内を物色し、しばらくしてから伊吹を手招きする。

「これとかどう？」

「フレームレスはちょっとな…」

　かけてみた感じは悪くなかったけれど、レンズに直じかに蔓つるがついているというのが、何となく心許ない気がするのだ。

　そそっかしい自分にはもっとしっかりしたもののほうがいいだろう。

「じゃあ、これは？」

　弘嗣は伊吹に意見を求めることなく、フレームを勝手に選んで渡わたしてくる。自分ではどういったものがいいかわからなかったので、云いわれるがまま試着を繰り返した。

「やっぱりセルフレーム似合うな。色つきのほうが顔色がよく見える」

「これ、派手すぎないか？」

　それこそ、神宮司がかけたら似合いそうだけれど、自分で使うには少し抵てい抗こうがある。

「派手ってほどじゃないけど、こういうの好きじゃない？」

「うーん、ずっとかけてるわけじゃないし、もっと地味なほうがいいんだけど」

「似合うのにもったいない。ま、でも、地味なのっていったらこれかな」

　シルバーカラーのチタンフレームを差し出される。

「うん、これならいいかな」

　かけてみると、我ながら似合っている気がした。数割増しで頭がよさそうに見えるというのは云いすぎだろうか。

「さっきのだと可愛かったけど、これだと美人って感じだな」

「なっ…何云ってんだバカ」

　店員が傍そばにいるのに、ヘンなことを口走るのはやめてもらいたい。

　とくに強いこだわりはないし、これ以上試着をするのも面めん倒どうだったため、弘嗣の薦すすめてきたシルバーのフレームを店員に差し出した。

「あの、じゃあ、これでお願いします……」

「かしこまりました。では、あちらで視力をお測りいたしますので、少々お待ち下さい」

　待てと云われたけれど、他ほかに客はいなかったため、視力を測り、レンズの種類を決め、支し払はらいをすませるまでにそう時間はかからなかった。

「一時間ほどでできあがりますので、こちらの引ひき換かえ証をお持ち下さい」

　差し出された引換証を弘嗣が勝手に受け取る。伊吹は横からそれを奪うばい取り、自分の財さい布ふにしまった。

「できるまでに一時間だって。どうする伊吹？」

「明日取りにこようかと思ってたけど、一時間なら今日中に受け取っていくよ。そのくらいなら時間潰つぶせるし」

　佳久に頼たのまれた買い物をして、書店をぶらついていれば、あっという間に過ぎるだろう。

「この近くに最近できたパティスリーがあるんだ。ちょっと寄ってみないか？　けっこう評判がいいみたいなんだ」

「よくそんなところ知ってるな」

「クラスの女子に聞いた。タルトが美味うまいって云ってたから、佳兄に買って帰ろうぜ」

「うん、そうだな」

　頷きつつ、弘嗣が佳久のことを気にかけているのが気になった。そういえば、どうして弘嗣は佳久が真田とつき合い始めたことに気づけたのだろう？

　普通、名前の呼び方が変わったくらいで、確信できるだろうか。

　毎日、一いつ緒しよに暮らしてる自分が気づかなかったというのに。ふと引っかかった疑問は小さな棘とげになって心に突つき刺ささり、小さな小さな傷を作った。
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「いらっしゃいませ！　ご予約のお客様はこちらにお並び下さい」

　毎年のことだが十二月の二十四日、二十五日はまるで戦争だ。皆みなが前もって予約してくれれば商品の数も読めるのだが、そういうわけにもいかない。

　店頭には伊吹と弘嗣が立ち、厨ちゆう房ぼうでは佳久と助すけっ人とのパティシエが休みなく働いている。

　例年より若い女の子が多く見受けられるのは気のせいではないだろう。その誰だれしもが精せい一いつ杯ぱいめかし込んでおり、手にはカラフルな紙かみ袋ぶくろを提さげている。そして、注文するのはクリスマス用のホールケーキではなく、モンブランやショートケーキなどの小さなケーキばかりだ。

　それもそのはず、彼女たちの目当てはケーキではなく、それを売っている弘嗣のほうだからだ。昨日今日と、夜パーティをやるから来ないかという誘さそいをかけてくる子もいれば、手紙や携けい帯たい番号が書かれたカードを押しつけていく子もいた。

　この忙いそがしい日に迷めい惑わく極きわまりなかったけれど、お客様である以上文句は云えない。きっと、店頭に立っている弘嗣が一番まともに対応してくれるのだろう。

「お待たせしました。お気をつけてお持ち帰り下さい」

　弘嗣が丁寧な口調でケーキの入った紙袋を差し出すと、代わりに可愛かわいらしいラッピングのプレゼントが差し出される。

「瀧沢くんっ、これ、私からのクリスマスプレゼントなんだけど……」

「申し訳ないけど、こういったものは受け取れません」

「いらなかったら捨てちゃっていいから！」

　女の子はプレゼントを弘嗣に押しつけて走り去る。その様子に伊吹は、箱の中のケーキが崩くずれやしないかとはらはらする。

「いらないって云ってるのに……」

　弘嗣はぼやきながらレジの下に押し込み、次の客の応対に移る。

「お待たせしました。お決まりでしたらお伺うかがいいたします」

「このクリスマスケーキまだあるかしら？　予約してないんだけど」

「ございます。この小さいほうでよろしいですか？」

　にこやかに来客に対応している弘嗣を見ていて、少しだけ女の子の気持ちがわかった。

　無む駄だに愛あい想そを振ふりまくタイプではない弘嗣に笑いかけてもらう機会は、この店内しかない。断られるとわかっていても気持ちだけは伝えたい───そんな想おもいを抱いだき、クリスマスというこの日に背中を押されて訪おとずれているのだろう。

　そう考えると、伊吹までほろ苦い気持ちになった。

　好きな相手に想いを伝えることは簡単なことではない。当たり前のように好きだと繰くり返し云ってくる弘嗣だって、少なからず悩なやんだはずだ。

　果たして自分は弘嗣に真しん摯しに向き合えているのだろうか。気き恥はずかしさと戸と惑まどいに逃にげ腰ごしにばかりなっているけれど、真しん剣けんに自分の気持ちを考えたことがあっただろうか。

　普ふ通つうなら、あの中の女の子の誰かとつき合うことのほうが自然だ。歳とし相応の恋れん愛あいをして、就職して、家庭を作っていくのが普通の幸せだとずっと思っていた。

　けれど、弘嗣は伊吹がいいと云う。無愛想で生意気だった弘嗣が、いまは伊吹の些さ細さいな言葉や行動で嬉うれしそうな顔をする。

　本来なら女の子に向けられてしかるべきなのに。

「……っ」

　その瞬しゆん間かん、ざわりと云いようのない不快感が伊吹の体に広がった。あのはにかむような微笑ほほえみを他の誰かに向けて欲しくない。

（これって嫉しつ妬と……？）

　自分の中にあった理り不ふ尽じんとしか云いようのない独どく占せん欲よくに、伊吹は驚おどろきを隠かくせなかった。

「伊吹、大だい丈じよう夫ぶか？　疲つかれたなら休んでこいよ」

「だ、大丈夫。ちょっとぼうっとしてただけ」

　思い詰つめた顔をしていたのか、弘嗣に心配されてしまった。

　慌あわてて笑ってごまかし、取り繕つくろう。何を考えていたか知られるわけにはいかない。

「ちょっと落ち着いてきたな」

「次の予約の引き取り時間になったら、また混こんでくるだろ。悪い、いまのうちにこれ片づけてくるな」

　弘嗣はそう云いって、足あし下もとに溜たまったプレゼントを手近にあった袋ふくろに詰め込んでいく。

「……それ、どうすんだ？」

　自分が口を挟はさむことではないとわかっていても、訊きかずにはいられなかった。

「悪いとは思うけど、丁てい重ちように処分させてもらう。知らない人間の手作りの食い物はちょっと怖こわいしな。食い物以外は母さんにチャリティーバザーか何かに持ってってもらう。受け取れないって云ってるのに、押しつけられたんだからそうするしかないだろ」

「そっか…」

　彼女たちのほとんどは弘嗣に断られるのを見み越こしてか、プレゼントをレジのところに置いて、呼び止める間もなく走り去っていった。

「知らない人間って云っても、みんなお前の学校の子じゃないのか？」

「さあ？　他校のやつもいたんじゃね？　見たことある顔はいたけど、名前がわかるのはいなかったし」

「そ、そうか……」

　名前もわからないということは、クラスメイトでさえもないようだ。そんな子たちがわざわざ訪たずねてきたという事実に改めて驚かされる。

　いったい、どこからバイト先の情報などが漏もれるのだろう。女子高生の情じよう報ほう網もうは侮あなどれない。

（……本当に俺でいいのかな）

　さっきまでひっきりなしに訪れていた女の子は可愛い子たちばかりだった。小さくてふわふわした、自分とは全く違ちがう存在だった。

　人を好きになるのに、外見や立場が重要になるとは思っていない。惹ひきつけられるきっかけにはなるだろうけれど、ただそれだけだ。

　でも、だからこそわからなかった。弘嗣が必死になるほどのものが、自分の内面にあるのかということが疑問だった。

（兄さんならわかるんだけど……）

　佳久はこれまでたくさんの苦労をしてきた。伊吹の親代わりも果たしながら、自分の夢を叶かなえた。優やさしくて厳しくて努力家で、たまに可愛いところもあって。

　伊吹は、そんな兄の背中を見ながら育ってきた。自分はまだまだ未熟で至らないところもいっぱいある。

　弘嗣だけでなく、誰かに好きだと云われる資質があるのか───それがいま、伊吹を悩ませていた。

「……夜のパーティは行くのか？」

「パーティ？　行くわけないだろ、そんなの。あ、もしかして伊吹、妬やいてくれてる？」

「ばっ…、違ちが……っ、未成年が夜遊びするのはどうかと思っただけだ！」

　覗のぞいてしまった本音に気づかれ、声を荒あららげる。店内に客がいることを思い出し、慌てて口を塞ふさいだ。そんな伊吹に、弘嗣は小さく笑う。

「伊吹が誘ってくれるなら、どこにでも行くけど？」

「ずっと忙しかったんだ。今日は帰ってゆっくり休め」

「クリスマスだってのに色気ないなぁ」

　ため息をつかれるが、伊吹が自分からそんな企き画かくを立てられるはずもない。

　お試ためし期間とは云え、一応つき合っていることになっているのだから何かしたほうがいいのだろうか。とは云っても、十二月は一年で一番忙しい時期だ。

　あれから、恋こい人びとらしいことはほとんど何もできておらず、伊吹と弘嗣との関係はとくに進展していなかった。

　一応、クリスマスのプレゼントは用意しているのだが、それは毎年のことだから特別なイベントとしてカウントはできないだろう。電話やメールは以前よりはほんの少しだけ頻ひん繁ぱんになったけれど、色気のあるやり取りは皆かい無むだ。

（いや、別に俺はそういうことをしたいわけじゃないんだけど！）

　無意識に脳のう裏りに浮うかんだ思考に慌ててツッコミを入れる。進展などしないに越こしたことはない。約束の一ヶ月が何事もなく過ぎていってくれることを願っていたではないか。

「メシくらいは食わせてくれるんだろ？」

「いつもと変わらなくていいならな。でも、叔母おばさんが家でご馳ち走そう作って待ってるんじゃないのか？」

「手伝いで遅おそくなるって云っておいたから、とくに用意してないと思うけど。ケーキは昨日持って帰って食べたし。一いつ緒しよに伊吹と佳兄も連れてきてくれればよかったのにってぼやかれた」

「お正月は二人で挨あい拶さつに行くからよろしく云っておいて」

　弘嗣の軽口に、重かった気持ちが少しだけ軽くなった。

「すみません、いいですか？」

　客から声をかけられ、伊吹は慌てて笑えみを浮かべて応対する。

「あ、はい、お待たせしてすみません！　お決まりでしたらどうぞ」

「モンブランとシブーストと……」

　一時は落ち着いていたがまた忙いそがしくなってきた。弘嗣も急いで裏にプレゼントを置きに行き、すぐ接客に戻もどった。そうして、混み合い始めた店内を二人でこなしていく。

　注文を受けたケーキを箱に詰めながら、横目で同じ作業をしている弘嗣を窺うかがい見る。すっかり大人びた横顔に、胸が締しめつけられる思いがした。

「…………」

「どうかした？」

　視線を感じたのか、弘嗣がこちらを向く。

「な、何でもない」

　この間から、こんなやり取りを度たび々たびしているような気がする。見ていたことなどなかったかのように手を動かす。

　中の商品が倒たおれないよう箱をそっと紙かみ袋ぶくろに入れ、待っている女性に手て渡わたそうと振り返ったそのとき、店の入り口で小さな悲鳴が上がった。

「!?」

　何事かと思い気色ばんだ伊吹は、そこに立っていた人物に啞あ然ぜんとした。

「神宮司…!?」

　さっき上がった声は悲鳴ではなく、いわゆる黄色い声だったらしい。混み合う店内で一つぶん頭が飛び出した男が花を持っているのは目立って仕方ない。

　しかも、それがテレビや雑誌に出ているような有名人ときたら、他ほかの客が注目しないわけがなかった。

（よりによって、こんな混んでるときに来なくても……）

　げんなりしている伊吹とは対照的に、神宮司は上じよう機き嫌げんで真っ赤なバラの花束を差し出してくる。

「メリークリスマス」

　派手なアイテムも気き障ざな演出も嫌いやみなく似合っているのはさすがだ。店内にいる客はすっかり神宮司に目を奪うばわれてしまっていた。

「ど…どうも……」

　人目もたくさんあり、素す直なおに花束を受け取るしかなかった。もらえないなどと拒こばめば、状じよう況きようを興きよう味み津しん々しんで見守っている客たちにヘンな勘かんぐりをされかねない。

「本当に店番だったんだな」

「本当にってどういう意味だよ」

「もしかして、体ていよく断られたのかなーって」

　店番を云い訳にできて助かったと思っていたのは事実だ。返す言葉もなく、苦笑いを浮かべるほかなかった。

「表に明日は休みって書いてあるけど、もう何か用事入ってる？　一緒にどこか遊び行かない？」

「いや……」

　咄とつ嗟さに云い訳が思いつかず口籠ごもると、横から弘嗣が口を挟はさんで勝手に断りを入れてくる。

「残念ですけど、明日は丸一日大おお掃そう除じなんで無理です」

「そうなの？」

　神宮司は、伊吹に疑わしいと書かれたかのような顔を向けてくる。

　掃除をするのは本当だが、大掃除というほどではない。だが、神宮司の好意に応こたえるつもりもないのに気を持たせるのはよくないと考え、弘嗣の言葉を肯こう定ていした。

「うん、一応その予定、かな…？」

「そっか、じゃあまた違う日に誘さそうよ」

　残念そうに肩かたを竦すくめつつも、諦あきらめるつもりはないようだ。そんな神宮司に、弘嗣は嫌みを云う。

「あんた、モデルやってんじゃないの？　そんなに仕事暇ひまなわけ？」

「高校生ほどは暇じゃないかな。けど、学生の間は仕事より学業とか友人を優先したいと思ってるんだ。君こそバイトなんかしてないで、もっと勉学に勤いそしんだほうがいいんじゃないか？」

「ご心配なく。優ゆう秀しゆうな家庭教師がついてますから」

　ばちばちと火花を散らす二人を周囲の客は興味深そうに見物している。あとから店にやってきた客も何事かと覗き込んできている始末だ。このままでは商売にならない。

　それどころか妙みような噂うわさまで立てられてしまいそうだ。どちらかが退くのを期待して黙だまって見守っていたけれど、このままでは埒らちが明かなそうだ。

（……ああもうっ）

　伊吹が握にぎりしめた拳こぶしをカウンターの上にドンと叩たたきつけると、二人はびくりと口を噤つぐみ、その場の視線が全すべて伊吹に集まった。

「……二人とも、ここがどこかわかってるのか…？」

「……あ……」

「いや、その……」

　気まずそうな顔になった二人に、伊吹は大きく息を吸って一いつ喝かつする。

「お客様の迷めい惑わくになるからこれ以上やるならよそに行け！　頭冷えるまで帰ってくんな!!」

「す、すみません…」

　弘嗣と神宮司はバツの悪い顔をして、すごすごと店の外へと出ていった。










　年で一番の忙しさを何とか乗り切ったあと、佳久は迎むかえにきた真田の車に乗って出かけていった。今日は泊とまりになるそうだ。

　伊吹に出かけてくると云いった佳久は気まずそうな様子だったけれど、助手席に座り真田と言葉を交かわす姿は幸せそうだった。

　残された伊吹と弘嗣で簡単な掃除をし、あり合わせの食材で夕食を用意した。

「ご飯おかわりは？」

「いる」

　差し出された茶ちや碗わんを受け取り、大盛りによそう。佳久もかなり食べるほうだけれど、育ち盛りの食欲には敵かなわない。

「はい、どうぞ。ちょっと多すぎたか？」

「ありがと。そんなことない」

　黙もく々もくと食べ続ける弘嗣に問いかける。

「……本当にこんな食事でよかったのか？」

「何が？」

「クリスマスなのにってこと」

　今日は自分一人のつもりだったので、冷蔵庫の中に残ったものですまそうと買い物をしていなかったのだ。

　弘嗣がどうしてもというから二人ぶん仕し度たくしたけれど、だんだん申し訳ない気持ちになってきた。せめて、煮に物ものではなくシチューなどにしておけばよかったと後こう悔かいしたけれど、もう遅おそい。

「充じゆう分ぶんだって。伊吹の作るメシは何でも美味うまいし、和食のほうが好きだし。どっちかっていうと二人っきりってことのほうが重要だろ」

「……っ」

「まあ、シャンパンくらいあれば雰ふん囲い気き出たかもしんないけど」

「未成年が何云ってるんだ。どうしても飲みたきゃ子供用のをコンビニで買って帰れ。日本茶なら淹いれてやる。どうする？」

「いただきます」

　先に食べ終わった伊吹は席を立ち、お湯を沸わかすためにキッチンへと向かった。やかんを火にかけていると、弘嗣が躊躇ためらいがちに呼びかけてきた。

「───なあ、伊吹」

「んー？」

「本当にあいつとは何でもないんだよな？」

　何度目かわからない問いを投げかけられ、うんざりとしたため息をつく。伊吹は急きゆう須すにお湯を注ぎながら、逆に問い返した。

「……まだ神宮司のこと気にしてるのか？」

「当たり前だろ。あんなもの冗じよう談だんで持ってくるわけない」

　そう云って視線で指し示したのは、昼に神宮司が持ってきた赤いバラだった。喜んで受け取ったわけではないけれど、花には罪はない。

　納戸から大きな花か瓶びんを引っ張り出して生けたのだが、弘嗣はそれが気に食わないようだ。

「仕方ないだろう、あの場で返すわけにはいかないじゃないか」

「そうだけど……。伊吹、あいつに告られたんだろ？」

「な、何でそんなふうに思うんだよ」

「見りゃわかる……っていうか、ケンカ売られた」

　どうやら、伊吹が弘嗣と神宮司を店の外に追い出したあと、一戦あったようだ。

（人がいないとこで好き勝手云ってたんだろうな……）

　舌ぜつ戦せんを繰くり広げる二人の姿を想像するだけで、どっと疲つかれてくる。

「神宮司がどういうつもりだろうと、俺はただの友達だと思ってる。それ以上、どうしろって云うんだ？」

「伊吹は優やさしいし、流されやすいところもあるから心配なんだよ。あいつ、押しが強そうだし、強ごう引いんに迫せまられたら危険だ」

　心配してくれるのはありがたいが、侮あなどられているようでカチンとくる。

「じゃあ、お前は俺が流されて好きでもないやつとつき合うとでも思ってるのか？」

「そういうわけじゃないけど……。とにかく大学で会うぶんにはいいけど、外で会うのは絶対にやめろ」

「なっ……余計なお世話だ！」

「真ま面じ目めに考えろよ。二人っきりになったとき迫られて拒こばめるのかよ。俺にされたこと忘れたのか？」

「……ッ」

　弘嗣の言葉に、一気に頭に血が上る。

　お茶が蒸むれるのを待つことなく湯ゆ吞のみに注ぎ、それを叩きつけるように弘嗣の前に置いた。勢いで零こぼれ、手にかかってしまったけれど、いまはそんなことどうでもいい。

「これを飲んだらさっさと帰れ！　いま、お前の顔は見ていたくない」

　そう云い放ち、踵きびすを返す。

「伊吹…!?」

　弘嗣の呼びかけに振ふり向くことなく、伊吹は自分の部屋に閉じこもった。










「あー……」

　たっぷりと湯を張った湯船に鼻の頭まで潜もぐり、伊吹は数刻前の自分の言動を後悔していた。

（何であんな態度取っちゃったんだろ……）

　あの瞬しゆん間かんは頭に血が上って、冷静に考えることができなかった。むしろ、考えるよりも先に言葉が口をついて出たというほうが正しいだろう。

　時間が経たつにつれて気持ちは落ち着き、そして、下降していった。いまは後悔の塊かたまりだ。

（結局、プレゼントも渡わたしそびれちゃったし……）

　人に迷惑はかけない、できるだけ波風は立てたくない。それが伊吹の持論だ。しかし、弘嗣に対しては何故なぜかあたりが強くなってしまう。つい本音をぶつけてしまうのだ。

　───二人っきりになったとき迫られて拒めるのかよ。俺にされたこと忘れたのか？

　あの日、流されたのは事実だ。けれど、決してそれだけで何もかも許してしまったわけではない。他ほかの誰だれでもなく、弘嗣だったから嫌けん悪お感を感じなかったのだ。

　あのときは混乱していて自分がよくわからなかったけれど、いまはそう思ってる。好こう奇き心があったからといって、好きでもない相手に触ふれられて平気でいられるわけはない。

（……でも）

　伊吹が心の中でどんなふうに思ってるのかなんて、弘嗣にわかるはずもない。

　期末試験のご褒ほう美びでつき合っているだけなのだから、弘嗣にあんなことを云われても仕方ない面はあるだろう。

　自分の気持ちに向き合うことが怖こわくて、ずっと逃にげ続けていたけれど、もう認めざるを得ない。弘嗣のことは嫌きらいじゃない。

　弘嗣に女の子が触さわってるのを見るとムカつくし、弘嗣以外に触られるのも嫌いやだ。むしろ───。

「あーもうっ、さっさと謝ろう！　そうしよう！」

　伊吹はそう決意し、ざぱぁっと勢いよく湯船から立ち上がった。手早く体を拭ふき、濡ぬれた髪かみを拭きながら部屋に置いていた携けい帯たい電話を取りに行った。

　アドレス帳から弘嗣の名前を選び出し、通話ボタンに親指を載のせる。

「…………」

　どう切り出そうかと、頭の中で会話を組み立てようとする。だけど、弘嗣が何と返してくるか見当がつかないため、予行演習は意味をなさなかった。

　とにかく、「さっきはごめん」とだけでも伝えよう。そうすれば、会話は続いてくれるだろう。伊吹はごくりと唾つばを飲み込み、緊きん張ちようを紛まぎらわせる。大きく息を吸って親指に力を込めようとした瞬間、携帯電話が鳴り響ひびいた。

「うわっ」

　反射的にボタンを押してしまったようで、通話がオンになっていた。いまさら切るわけにもいかず、慌あわてて耳に当てる。

「も、もしもし？」

『……伊吹？』

「弘嗣───」

『伊吹、まだ怒おこってる？　さっきはごめんな、伊吹の気持ちも考えないで』

　先に謝られてしまい、さっきまでの意気込みが萎しぼんでいく。

「あ……いや、俺も悪かったと思うし……」

　こんな云いい方では、本当に悪いとは思っていないように聞こえてしまいそうだ。だからと云って、云い訳をすれば余計疑わしい。気まずさから黙だまり込んでしまう。

『伊吹、外見た？』

「外？　さっきまで風ふ呂ろに入ってたから……」

　脈みやく絡らくのない問いかけに首を傾かしげる。

『いいから見てみろよ』

　云われるがままにカーテンを開けると、窓の向こうで白いものが舞まっていた。

「雪…？」

　妙みようにあたりが静かだと思ったら、雪が降っていたのか。冷たい風が吹ふき込むのもかまわず窓を開けた。

　手を伸のばして小さな氷を手の平に受け止める。ひやりとした感かん触しよくはすぐに溶とけ、体温に馴な染じんでいった。　>>>♥

『初雪だよ。伊吹にも見せたいなって思ったんだ。それだけ。んじゃ、おやすみ』

「ま、待って」

　電話を切ろうとした弘嗣を咄とつ嗟さに呼び止める。しかし、呼び止めたのはいいが、何を話そうとは考えていなかった。

　ただ、もう少し声を聞いていたかったのだ。

『何？』

「あ……ええと、もうちょっとくらい話してもいいかなって……」

『電話代もったいなかったんじゃないの？』

「そ、そうだよな。ごめん、引き止めて。おやすみ…っ」

　決まりが悪くなり、伊吹は自分から電話を切った。

（うう…恥はずかしくて死にそう……）

　穴を掘ほる場所も埋うまる場所もないため、そそくさと布ふ団とんの中に潜り込んだ。しかし、暗くら闇やみにいるほうが余計に思考が鮮せん明めいになる。

　暴れ出したいような気持ちを押し殺して丸まっていると、また携帯電話が鳴った。メールの着信を知らせる音に安心し、枕まくら元もとに手を伸ばす。

　布団の中で開いた携帯電話は、ディスプレイの明かりが目に眩まぶしい。目を細めながら届いたばかりのメールを呼び出して確かく認にんする。

　タイトルのないそれは、さっき電話を切ったばかりの相手からだった。

『起きてたら、窓の外見て』

「窓の外？　吹雪ふぶきにでもなったのか？」

　怪け訝げんに思いながらカーテンを再び開けて驚おどろいた。バイクに跨またがった弘嗣が店の前に立ち、こちらを見上げていた。

「あのバカ……っ」

　伊吹は慌てて手近にあった上着を羽織って、店の前にいる弘嗣の元へ飛んでいった。

「こら！　こんな時間に外出て風邪かぜ引いたらどうすんだ!!」

「会いにいくって約束したから。俺の声、聞きたいって思ってくれたんだろ？」

「……っ」

　ただそれだけのためにこんな雪の中来てくれたのかと思うと、呆あきれると同時に胸が熱くなる。

（バカかもしれないって思ってたけど、本気でバカだ）

　心の中で罵ののしりつつも、嬉うれしいと感じている自分もいた。

「とにかく、中に入れ」

　バイクを店の横に停とめさせ、裏口から弘嗣を店に入れる。暖だん房ぼうの入っていない一階は冷え冷えしていたけれど、雪が降りしきる外よりはマシだった。

「いきなりごめんな。雪が落ち着いたら帰るから」

「何云ってる。叔母おばさんにウチに泊とまるって連れん絡らくしろ」

「え、泊まってもいいのか？」

「こんな時間に帰せるわけないだろう。雪の中、バイクで走って事故でも起こしたらどうすんだ。早く上がれ」

　仕方ないという態度を装いながら、弘嗣を二階に上げた。

「風呂のお湯抜ぬいてないから入ってこい。体冷えてんだろ？」

「うん、じゃあ遠えん慮りよなく」

　さすがに寒かったと苦笑いしている。あのとき、呼び止めなければこんな無理をさせずにすんだのに。自責の念に駆かられていると、冷えた指先が頰ほおにぴたりと触れた。

「悪いことしたって顔してる」

「……！」

「伊吹がもっと話してたいって云ってくれてすごく嬉しかった。いままでで一番嬉しいクリスマスプレゼントかも」

「……バカ」

　あんな一言が嬉しいだなんて、欲がないにもほどがある。伊吹は少しでも温まるよう、氷のように冷えきった弘嗣の指先を両手で握にぎりしめた。

　すると、弘嗣はもう一方の手で気まずそうに頭を搔かきながら云った。

「あのさ、伊吹。そんなに優やさしくされると調子に乗りたくなるんだけど」

「なっ…何云って…っ」

「風呂、入ってくるな。何でもいいから着き替がえ貸してくれる？」

「う、うん」

　弘嗣は風ふ呂ろ場ばのほうへと向きかけ、ふと動きを止めた。そして、上着のファスナーを下げ、胸むな元もとから何か取り出した。

「忘れてた。はい、これ」

「何？」

「子供用シャンパン、アルコールなし。これなら一いつ緒しよに飲んでくれるんだろ？」

　こんな雪の中、わざわざコンビニに寄ってきたのかと思うと呆れてしまう。

「ほんっとバカだな……」

　呆れつつも、笑えみが零こぼれてしまう。

「早く風呂入ってこい。グラス用意しといてやるから」










　佳久が作っていってくれた小さなブッシュ・ド・ノエルと弘嗣の買ってきた子供用シャンパンで、ささやかなクリスマスパーティができた。

　いつも食べているケーキの味も、今日は特別なものに感じられた。こういった行事で皆みながはしゃぐ理由がいまいち理解できなかったけれど、いまはわかる気がする。

　日にちが重要なのではなく、誰だれと過ごすかが大事なのだと。

　───とは云え、いつも床とこにつく時間を過ぎているため、ムードより眠ねむ気けが勝まさる。

「眠いんだろ？　無理して起きてなくていいよ」

「ん…そうだな、もう寝ねるか……。俺が兄さんの部屋で寝るから、お前は俺のベッドで寝てくれ」

　この家には客間や客用布団などというものはない。干したばかりの布団でなくて申し訳ないけれど、それ以外に方法はない。

「え、一緒に寝るんじゃないのか？　泊めてくれるって云いうから期待したのに」

「ばっ…バカなこと云うな！」

　落ち込んだ表情を見せる弘嗣に、思わず声を上うわ擦ずらせる。同じベッドで眠ることなど、考えもしなかった。

「冗じよう談だんだよ。伊吹が怖こわくなくなるまで、手は出さないから。今日は大人しく一人で寝るな」

　意外なほど諦あきらめが早い弘嗣に調子が狂くるう。

「べ、別に怖いわけじゃ……」

「無理しなくていいって。おやすみ、ベッド借りるな───伊吹？」

　伊吹は反射的に弘嗣のＴシャツの裾すそを摑つかんでいた。俯うつむいたまま、か細い声で告げる。

「……狭せまくていいなら一緒でいい」

「無理しなくていいって云ってるだろ」

「無理してるわけじゃない。いいから寝るぞ！」

　いつまでも逃にげ腰ごしでいるわけにはいかないという理由もあったけれど、何より自分の気持ちを確認したかった。

「後こう悔かいしても知らないぞ」

　弘嗣は喜ぶというより、心配しているようだった。怖おじ気づいて逃げ出さないよう、伊吹は自分から先にベッドに入った。

「んじゃあ、お邪じや魔まします」

「う、うん」

　一緒でいいと云ったのは自分だが、緊きん張ちようしないわけではない。往生際ぎわ悪く、壁かべ際ぎわにぴったりくっついて距きよ離りを取ろうとする。

「伊吹、本当にそっち側でいいのか？」

「え？」

「壁側だと逃げられないけど、逃げる気はないって受け取っていいのかなって」

「そっ……」

　そんなことまで考えていなかった。いまさら、そちら側がいいとも云えないし、かと云って何をされてもいいというアピールだと取られても困ってしまう。

（ていうか、やっぱりこいつ場慣れしてるよな……）

　困こん惑わくしつつ、苦い気持ちにもなる。返答に詰つまっていたら、不意に背中から抱だきしめられた。

「……ッ！」

「ちょっとだけだから」

　弘嗣は伊吹の腰こしに腕うでを回し、項うなじに顔を埋うずめてくる。強こわ張ばった体も、弘嗣が何もしてこないとわかり力が抜ぬける。

　ドクンと一度大きく跳はねた心臓は、少しずつ落ち着いてきた。いまはやや速いテンポでトクトクと規則正しく脈みやく拍はくを刻んでいる。

　背中に触ふれる体温に緊張するけれど、それと同時に安心もする。

　恋こいに憧あこがれたことはあるけれど、誰かに恋したことはいままで一度もなかった。だから、恋するという気持ちがよくわからない。

　ドラマや小説の中で描えがかれている運命的な出で逢あいがあちこちに転がっていると思うほど夢見がちではないけれど、もっと狂おしい感情があると思っていた。

　だけど、いま伊吹の胸を支配しているのは、じんわりとした熱さだ。締しめつけられるような切なさはあっても、嵐あらしのような激しさはない。

　それでも、触れられれば胸が弾はずむし、名前を呼ばれれば泣きたくなるような愛いとおしさが込み上げてくる。この感情に名前をつけるとしたら、やはり『恋』と呼ぶしかない気がする。

　改めて自覚すると、何とも云えず恥はずかしい。羞しゆう恥ちに触れ合っている場所がじわじわと発熱していく。触れ合っていると頭の中まで伝わってしまいそうで、つい身み動じろいでしまう。

「……ごめん、くっついてたら眠れないよな」

「あっ、いや、べ、別に…っ」

　伊吹は、咄とつ嗟さに離はなれていこうとする弘嗣の腕を摑んでしまった。そんな自分の行動に、自分で驚おどろいてしまう。

（な、何で俺……）

　狼狽うろたえつつも摑んだ手を離せないでいると、弘嗣が後ろから低く囁ささやいてきた。

「───そんなふうにされると都合よく解かい釈しやくするよ？」

「…………」

　その言葉の意味がわからないほど、伊吹も鈍にぶくはない。

　弘嗣の問いに重ねて、改めて自問する。この状じよう況きようを、そして、弘嗣のことをどう思っているのかを。

（もう、認めるしかないのかもしれない）

　向けられる熱い視線も、触れてくる手の感かん触しよくも気恥ずかしく感じても、厭いとわしく思うことはない。ストレートにぶつけられる言葉や気き障ざな仕草も、呆あきれはしても鬱うつ陶とうしいわけでもない。

　他ほかの誰かと並ぶ姿に不快感を覚えるということは、独どく占せん欲よくを抱いている証しよう拠こだ。ただの家族や兄弟に、そんな気持ちになることは普ふ通つうはないだろう。

　昼間、店を訪おとずれた女子高生の誰かと弘嗣がつき合うことになったら───そう思ったら、急に落ち着かない気分になった。

　自ら一線を越こえることは怖い。だけど、弘嗣を誰かに取られるのはもっと嫌いやだ。

　これまでずっと、ことなかれ主義で、どんなときも退ひいた位置で笑って過ごしてきたけれど、今回だけは臆おく病びようなままではいられない。

「…………別に、いい」

　か細い声でそう云うと、弘嗣は小さく息を吞のみ、困り果てた様子で云った。

「伊吹、マジで洒落しやれにならない。歯止めが利きかなくなる」

「だ、だから、いいって云ってるだろ…っ。ちょっとなら、大だい丈じよう夫ぶ、だと思うから……」

　伊吹の言葉は尻しり窄すぼみになっていく。暗くら闇やみだからわからないだろうけれど、いま伊吹の顔は真っ赤になっているに違ちがいない。意外なほど積極的な自分に、自分でも驚いていた。

「…ったく、もう知らないからな！」

　弘嗣は苛いら立だったようにそう云うと、掬すくうように伊吹の顎あごを持ち上げ、嚙かみつくように口づけてきた。

「ン！　ぅんん…っ」

　唇くちびるをこじ開けられ、口こう腔こうに舌が侵しん入にゆうしてくる。熱く濡ぬれた感触が好き勝手に動き回り、舌や上顎を擦るたびにぞくぞくと頭の芯しんが甘く痺しびれた。

　弘嗣は執しつ拗ように唇を貪むさぼり、夢中になって舌を嬲なぶってくる。経験のほとんどない伊吹はどう応こたえたらいいかわからず、ただされるがままになるしかなかった。

「……っは」

　口づけだけですっかり息が上がり、体が熱に浮うかされたようになった。濡れた唇を開けたまま口で息をしていたら、弘嗣は甘えるように訊きいてきた。

「もっと触さわっていい？」

「き、訊くな、そんなこと…！」

「だって、この間はキスだって許可なくするなって云ったじゃないか」

「こういうときは空気読め！……どうせ、慣れてるんだろ」

　意図したわけではなかったのに、詰なじるような響ひびきが混じってしまった。深く意識したことはないと思っていたけれど、弘嗣の過去に嫉しつ妬と心を抱いていたのかもしれない。

　弘嗣は一いつ瞬しゆん黙だまり込んだあと、優やさしく告げてくる。

「慣れてるわけないだろ。好きな人が腕の中にいることなんて、これで二度目なのに」

　暗闇の中、弘嗣が覆おおい被かぶさってきたかと思うと、唐とう突とつに頭を胸に抱き寄せられた。耳が触れたところからは激しい鼓動が聞こえてくる。

「わかったか？」

「う…うん……」

　弘嗣も同じようにドキドキしているのだと知り、体の強張りが少しだけ緩ゆるむ。

「嫌なことはしないから」

「……ん」

　伊吹が小さく頷うなずくと、弘嗣は体を屈かがめるようにして再び顔を寄せてくる。目を閉じ、唇が触れ合わされるのを待つ。ほんの数秒のことなのに、やけに長く感じられた。

「ん、う……」

　さっきよりは柔やわらかく啄ついばまれ、吐と息いきと共に甘ったるい声が漏もれる。

　口づけが解けたあと、顎から首筋にかけたラインを唇が這はい、パジャマの裾から忍しのび込んできた手が肌はだをまさぐってきた。

「ちょっと体浮かせて」

「うん？」

　体の両側から腕が回され、後ろから抱き寄せられる。その体勢のまま体中を撫なで回され、項を吸い上げられた。

「……っ」

　なだめすかされながらあちこち触られているうちに、どうしようもなく体が昂たかぶってくる。やがて、弘嗣の指は、胸にある小さな尖とがりを捕とらえた。

「や…っ、ぅ、ん」

　強弱をつけて捏こねられ、身み悶もだえる。初めは痛みとくすぐったさが強かったけれど、だんだんと微び妙みような感覚が入り交じってきた。

「な…んで、そこ、ばっか……っ」

「だって気持ちよさそうだから。こうされるの嫌じゃないだろ？」

　弘嗣は耳の後ろを唇で探さぐりながら、問い返してくる。散々抓つねられて痛痒がゆくなったそこを軽く撫でられ、ぞわぞわとしたものが背中を這い上がってきた。

「んっ、嫌…じゃない、けど……」

　そんな場所を弄いじられて感じている自分が恥ずかしい。そんな胸中を見み抜ぬいているのか、弘嗣は尚なおも指を動かし続ける。

　全神経が弘嗣の動きに集中する。軽く息を弾ませていると、後ろから膝ひざで足を割られ、ぐっと股こ間かんを押し上げられた。熱が集まりかけていたそこは、不意の刺し激げきにずくりと疼うずく。

「ぁ、んん……っ」

　ヘンな声が出てしまいそうになる口を手の甲こうで塞ふさぎ、歯を食い縛しばる。必死に堪こらえていたら、下着の中に手が忍び込んできた。

「ん!?　んぅ、んー…っ」

　弘嗣は胸を弄りながら、もう一方の手で伊吹の昂ぶりを包み込み、長い指で弄もてあそぶ。鋭えい敏びんなそれは、あっという間に硬こう度どを増した。

　じわりと滲にじんでくる体液を絡からめるように、先せん端たんを指の腹で執拗に撫でられる。どうにか声を嚙み殺していたら、とくに敏びん感かんな窪くぼみを爪つめで引っ搔かかれた。

「ぅあ…っ」

「声、我が慢まんするなよ。せっかく佳兄がいないんだから」

「そ…いう問題じゃ、ない……っ、ぁあっ」

　いつの間にか二つの手が伊吹の昂ぶりを責め立てていた。

　反り返った自身に絡まった指が上下に動き、根本の膨ふくらみも強く揉もみしだかれる。熱く脈打つそれは、確かな刺激にさらに張り詰つめた。

　唇に押し当てていた手でシーツに爪を立てて、強すぎる快感に理性が流されないよう努めたけれど、もう自分ではどうにもならなかった。

「あ、あっあ、や……ッ」

「腰こし動いてる。これ気持ちいいんだ？」

「知らな…っ、あぅ、うん…っ」

　弘嗣の指し摘てきにかぁっと顔が熱くなる。羞しゆう恥ちにいたたまれなかったけれど、体の反応が治まるはずもない。限界も近くなり、弘嗣の手を外そうと試みた。

「も…離はなせ……っ」

「イキそう？」

「訊くな、バカ……っあ、あ、ん」

　弘嗣は巻きつけた指を大きく上下に動かし、絶頂を促うながしてくる。すでに追い詰められていた伊吹は、それに抗あらがうことはできなかった。

「や、だめ、あ、ぁ、あぁ…っ」

　唆そそのかされ、弘嗣の手の中に熱を放つ。びくびくと吐はき出している最さ中なかも強く扱しごかれ、絶頂の余よ韻いんを長引かされる。

　気け怠だるい四し肢しを弛し緩かんさせて横たわり、荒あらい呼吸を繰くり返していたら、耳元で甘えるように問いかけられた。

「最後までしていい？」

「最後って…？」

　改めて問われた意味がわからず訊き返すと、弘嗣は驚おどろきを見せた。

「もしかして伊吹、やり方知らない？」

「やり方って、男同士であれ以上どうするんだ」

　キスして、触ふれ合って。お互たがいに絶頂を迎むかえる以外に何ができるというのだろう。

「じゃあ、教えてやる」

　そう云いって、弘嗣は伊吹を仰あお向むけにすると、パジャマと下着を手早く脱ぬがしてきた。剝むき出しになった足を左右に押し開かれ、あられもない格好を取らされた。

「うわっ、ちょ、や……っ」

　いくら暗いとは云え、平然としてはいられない。しかし、足を閉じさせてはもらえず、それどころか狭はざ間まの奥にある窄すぼまりを撫でられた。

「や…っ」

「男同士の場合、ここに入れるんだよ」

「入れるって……え？　あっ、え、でも……」

　何を入れようとしているのかわかってしまった。しかし、指だけでもキツかったのに、あんなものが入るとは思えない。

「大だい丈じよう夫ぶ、痛くないようにするから。慣らせば大丈夫」

　不安がる伊吹に、弘嗣は優しく囁ささやいてくる。

「ほ、ホントに…？」

「ああ、ちょっと時間かかるかもしれないけど我慢して」

「う…うん……」

　ここまできて無理だとは云いたくない。怖こわくないと云えば噓うそになるけれど、弘嗣の言葉を信じることにした。

「大丈夫、痛くしないから」

　弘嗣の言葉を信じて恐おそる恐る体の力を抜ぬくと、膝の裏を押し上げられて秘ひめた場所が晒さらされた。指が再び触れるものと思い覚かく悟ごしていたけれど、訪おとずれた予想外の感覚に、伊吹は声にならない悲鳴を上げた。

「……ッ!?　弘…っ、お前何し───や、ぁ、あ…っ」

　堅かたく閉じた窄まりに触れたのはぬるりとした感かん触しよくだった。熱くぬめるそれは、入り口をこじ開けようとしてくる。そんな場所を舐なめられるとは思ってもいなかった。

「やだ、や、やめ……っ」

「我慢してって云っただろ？　こうしておかないと伊吹があとで辛つらくなる。泣かせたくないんだ」

「あ、でも…そ…なとこ……っ」

「仕方ないだろう、代わりになるものがないんだから。次からちゃんと用意するから」

　パニックに陥おちいっている伊吹に、弘嗣は真顔で云い聞かせてくる。弘嗣が本気だとわかり、泣きたくなった。自身をしゃぶられたときもショックだったけれど、今回はあのとき以上だ。

　だが、抗おうにも弘嗣に足を押さえられているせいで身動きが取れない。そうこうしている間に舌先が中に潜もぐり込んできた。

「ひぁ……っ」

　舌の動きに合わせて、濡ぬれた音が聞こえてくる。

　体の内側を舐められているのだと思うと、全身の血液が沸ふつ騰とうしたかのように体温が上じよう昇しようする。伊吹は羞恥と快感にだんだんと気が遠くなっていき、もう言葉もまともに紡つむげない。

「あ…ぁ、あ…っ」

　初めは強こわ張ばっていたそこも、執しつ拗ように蹂じゆう躙りんされているうちに少しずつ柔やわらかくなっていた。弘嗣は濡れて綻ほころんだそこに、指を押し込こんでくる。

「ン…っ！」

　唾だ液えきで濡れそぼっていたそこは容易に指を受け入れ、すんなりと吞のみ込んでいく。異物が入り込んでくる違い和わ感かんに力が入るけれど、太い指を抜き差しされているうちに内ない壁へきがひくついてきた。

「や、ぁ、あ…！」

　二本に増やした指で大だい胆たんに中を搔き回され、突つっ張ぱった爪つま先さきがシーツを蹴けった。

「伊吹のいいとこってここだっけ？」

「っあ！　そこ、やっ…ん、んん！」

　弘嗣は彷徨さまよわせるように指を動かし、目的の場所を探り当てた。感じやすいそこをぐりぐりと押され、伊吹は断続的に甲かん高だかい声を上げた。

　同じ場所ばかり責められ、体が勝手に反応してしまう。喉のどの奥から零こぼれ出る声の甘さが、自分でも信じられない。

　その上、堪えきれず雫しずくを滴したたらせる昂たかぶりを舐め上げられ、舌を絡められる。熱く濡れた感触に、言葉にできないほど感じてしまう。強すぎる快感に、伊吹はかぶりを振ふった。

「あ…あ…っ、も、やだぁ……っ」

「辛いだろ？　いいよ、一回イッて」

　弘嗣はそう促しながら、愛あい撫ぶを続ける。先端を口に含ふくまれて強く吸い上げられては、ひとたまりもなかった。

「あ、あ、ああ…っ」

　小さく爆はぜた欲望をしつこく舐めねぶられ、一層熱くなる。達したばかりなのに、伊吹のそこはすぐに張り詰めた。

　暗くら闇やみに慣れてきて視界が利きくようになってきたけれど、瞳ひとみには涙なみだの膜まくが張り、目に映るシルエットは揺ゆれている。

　肩かたで息をしながら喘あえいでいたら、深く埋うめ込まれていた指を引き抜かれた。

「んぁ…っ」

　指が抜けていく瞬しゆん間かんの摩ま擦さつで背筋を震ふるわせる。指先まで脈打つ感覚に支配された体を持て余していると、広げた足を抱かかえ直された。

　膝ひざが胸につくほど折り曲げられたかと思うと、火傷やけどしそうに熱い怒ど張ちようが蕩とろけた窄まりに押し当てられる。

「……っ」

　ひゅっと息を吞のむのと同時に、切っ先が入り込んできた。

「いっ……」

「ゆっくり息吐いて。力抜けば少し楽になるから」

「う……く……」

　弘嗣はじわじわと内壁を押し開きながら奥へと進んでいく。圧あつ迫ぱく感かんに歯を食い縛しばる伊吹の意識をキスで散らしながら、確実に侵しん入にゆうしていった。

「ん、ぅん……っ」

「痛い？」

「痛…くはない…けど」

　そこで一呼吸つき、大きく息を吸う。圧迫感はすごいけれど、苦しいわけではない。表現する言葉が思いつかずに迷っていると、心配そうな眼まな差ざしを向けられた。

「今日はやめとこうか？」

「や、待っ……」

「伊吹？」

「だいじょぶ…だから……っ」

　この期ごに及およんでできないなんて云ったら、せっかくの決心が台なしになってしまう。縋すがるように見上げ、弘嗣に視線で訴うつたえた。

「忘れてた。伊吹が頑がん固こだってこと」

　弘嗣は困ったように微笑ほほえみ、汗あせで張りついた前まえ髪がみを指で梳すいてくれる。

「前言撤てつ回かいしていい？」

「え…？」

「泣かせることになるかもしれないから」

「……っあ！」

　軽く突き上げられ、背筋に甘い痺しびれが走る。弘嗣はそれまでよりはやや強ごう引いんに押し入ってくる。じりじりと、だが確実に埋め込まれていく屹きつ立りつは予想以上の大きさだった。

　初めて味わう感覚に余よ裕ゆうをなくし、息を詰つめてしまいそうになる自分に気づき、必死に深呼吸を繰くり返す。やがて、弘嗣の動きが止まった。

「……弘嗣？」

「全部入った。痛くないか？」

「……痛く、はない……」

　奥深くまで穿うがたれた屹立はドクドクと力強く脈打っている。奥まで満たされた感覚に息苦しさのようなものを感じるけれど、痛みはない。

　粘ねん膜まくを通して伝わってくる脈動は伊吹のそれと重なり合い、熱に浮うかされたような気分を一層煽あおり立てた。

　たどたどしい言葉でそれを伝えると、不意に弘嗣は口元を綻ばせた。

「すげー嬉うれしい」

「え……？」

「伊吹にこんなことまで許してもらえるとは思わなかったから」

「……バカ」

　弘嗣の言葉に改めて現状を認にん識しきし、かぁっと顔が熱くなる。こんな状態のときに、理性を取り戻もどさせないで欲しい。

「辛くなったらすぐ云いえよ。あと、気持ちいいとこがあったら教えて。そうしないと、伊吹の体に負担をかけることになるから」

「わ、わかった」

　伊吹がこくりと頷うなずくと、弘嗣は繫つながった体をゆっくりと揺すってきた。柔らかな振しん動どうに、じわじわと体の強張りが緩ゆるんでくる。

　引き攣つれるような痛みも徐じよ々じよに和やわらぎ、快感が増していった。

「あ、ん…何か、ヘンな感じ……」

「気持ち悪くない？」

「ン、へいき……気持ちいい、かも……」

　そう云うと、それまでよりやや強く腰こしを送り込まれる。

「ぅん…ッ、あ、う、んんっ」

　初めはただの振動だったけれど、その動きが大きくなっていくに従って、吞み込んだ昂ぶりが内壁を擦こする。だんだんと深い抜ぬき差しに変わっていき、摩擦は激しさを増していった。

　粘膜を抉えぐるように硬かたい先せん端たんに突き上げられると、反り返った自身が弘嗣の腹部で擦すれる。鋭えい敏びんなそこは些さ細さいな刺し激げきにも反応し、雫を溢あふれさせた。

「ぁあ…っ、あっ、んぅ」

　荒あら々あらしい律動に合わせて、甘みを帯びて蕩けた声が押し出される。時折それがくぐもるのは、弘嗣が唇くちびるを奪うばうせいだ。

「これ、いい？」

「や、そこ、あぁ……っ」

　弘嗣は何度も伊吹に問いかけながら、角度を変えて突き上げてくる。より感じる場所があるのを知ると、しつこく責め立てた。

　唇だけでなくあちこちにキスを落とし、しつこく弄いじられて腫はれぼったくなった乳ち首くびにも吸いついてくる。伊吹はいつしか啜すすり泣いていた。

（もう、おかしくなる───）

　セックスがこんなに激しいものだとは思いもしなかった。絶え間なく与あたえ続けられる快感には際限がなく、このまま体が蕩けて崩くずれ落ちてしまいそうだ。

「あ、ぁ…っ、もう……っ」

　もう終わりにしたい───そんな想おもいを込めて見上げたら、弘嗣は目を細めて見つめ返してきた。

「俺も限界。伊吹の中に出していい…？」

「いいから、早く……っ」

　何でもいいから、この熱を手放してしまいたい。

　伊吹の許しを得た弘嗣は、それまで以上に荒々しく突つき上げてきた。反射的に逃にげを打つ体を押さえ込まれ、激情をぶつけるかのように激しく穿たれる。

「あっあ、も、ダメ、あ、ぁあ……ッ」

「……ッ」

　目の前が一いつ瞬しゆん真っ白になる。遠とお退のいた意識が戻ってきたときには自ら腰を揺らめかせながら欲望を吐はき出し、それと共に体の奥で弘嗣の熱を受け止めていた。

　ひくつく内ない壁へきから伝わってくる脈動を感じながら、ゆっくりと体を弛し緩かんさせる。

「伊吹───」

「ん、あ……んん」

　唇を啄ついばんでくる弘嗣にたどたどしく応こたえているうちに、また体が疼うずいてきた。吞のみ込んだままだった昂たかぶりを意識すると、それはまだ硬こう度どを失っていなかった。

　深くなっていく口づけが合図になり、伊吹は弘嗣の首に腕うでを回し、初めて自分から強く搔かき抱いだいた。　>>>♥










「……伊吹、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ん」

　慣れない行こう為いと生まれて初めて味わった濃のう厚こうな快感にぐったりしていると、弘嗣が水を持ってきてくれた。

　伊吹はコップを受け取って一息に飲み干すと、再びベッドに体を投げ出した。酷こく使しして涸かれ果てていた喉のどが潤うるおい、少しだけ楽になった。

「シャワーを浴びてきたほうがいい。汗あせ搔かいたままだと風邪かぜ引くからな」

「……俺がいま動けると思うのか？」

　恨めしげに、弘嗣を睨ねめつける。一線を越こえてしまったことに後こう悔かいはないし、弘嗣だけに責任があるわけではないけれど、自分だけ疲つかれ果てているのが釈しやく然ぜんとしない。

「だから、連れてってやるって。風ふ呂ろもまた入れてきたから。体も洗ってやるよ」

「よ、余計なお世話だ！　お前一人で入ってこい…っ」

　散々恥はずかしい目に遭あったのに、これ以上弘嗣にあれこれされたくない。しかも、いま部屋は薄うす暗ぐらいけれど、風呂場には煌こう々こうと明かりがついているはずだ。

　素す肌はだに毛布を巻きつけて丸まって背を向け、態度で拒きよ絶ぜつを示す。弘嗣はそんな伊吹に苦く笑しようし、毛布からはみ出していた頭を優やさしく撫なでてきた。

「いいから、今日は大人しくしとけよ。そのくらいのプレゼントはもらってもいいだろ？」

「あ…ッ！」

　弘嗣の言葉に大事なことを思い出した。突とつ然ぜん、大きな声を出した伊吹に、弘嗣が訝いぶかしげに問いかけてくる。

「どうした？」

「……忘れてた。プレゼント……」

　もうムードもタイミングもないため、素直に白状する。

　日付も変わってしまっていて、いまさらかもしれないけれど、せっかく用意したのだから受け取ってもらいたい。

　雰ふん囲い気きも何もないけれど、そんなことにこだわっていたら渡わたしそびれたままになってしまう。

「俺に？」

　本気で驚おどろく弘嗣にバツが悪くなり、そっけなく押しつける。

　ちらりと窺うかがい見た弘嗣の嬉しそうな笑えみに、胸が熱くなる。こんなに喜んでもらえるなら、早く渡しておけばよかった。

　それでも何となく面おも映はゆく、つい混ぜっ返してしまう。

「……毎年やってるだろ。それに、別に俺からだけじゃないし、兄さんからのも預かってるから、そのついでだ」

　素直になりきれない自分を歯は痒がゆく思う。

「佳兄からも？　マジで？　ケーキだけかと思ってたから、すげー嬉しい」

　弘嗣はさらに表情を綻ほころばせる。無む邪じや気きに喜ぶ様子に、伊吹の気持ちは少しだけ沈しずんだ。

　佳久からのプレゼントだから殊こと更さら喜んでるというわけではないだろうけれど、何故なぜか引っかかりを覚えた。

（俺、心が狭せまくなってるのかな）

　色々なことがありすぎて自分の中の余よ裕ゆうが少なくなっているのかもしれない。逆に考えれば、それだけ弘嗣のことを思っている証しよう拠こだろう。

（……ケジメつけないとな）

　いつまでも、往生際ぎわ悪く逃げ回っても仕方ない。中ちゆう途と半はん端ぱにしていることにもケリをつけて、きちんと弘嗣の気持ちに向き合わなくては。

「───弘嗣、俺、神宮司にちゃんと断ってくる」

「え？」

「つき合ってる人がいるから、気持ちには応えられないって」

「伊吹……」

　伊吹の言葉に、弘嗣は目を瞠みはった。

「一人で大丈夫か？　俺、ついていったほうが───」

「自分のことだから、自分でやる。だから、信じて待ってて」

　弘嗣を見上げながら宣言する。弘嗣は心配そうな顔をしながらも、やがて表情を和やわらげた。

「……わかった。でも、あとで迎むかえに行くくらいいいだろ？　絶対、邪じや魔ましないから」

「まあ、そのくらいなら……」

「じゃあ、終わったら連れん絡らくして。どうせだから、そのままデートに行こうぜ」

「調子に乗るな、バカ」

　声を弾はずませる弘嗣に釘くぎを刺さすけれど、弘嗣の綻んだ口元は元には戻もどらない。甘ったるい雰囲気がいたたまれず、伊吹はわざと厳しい表情を浮うかべて睨めつける。

　だが、弘嗣は前置きもなく巻きつけていた毛布ごと伊吹の体を抱かかえ上げた。

「さて、と」

「うわ…っ」

　いきなり抱だき上げられ、面めん食くらう。逃のがれたくても、暴れたりしたら落とされてしまいそうで身動きが取れない。

「お前何する気だ!?」

「風呂に連れてくんだよ。色々と後始末もしないといけないし、一いつ緒しよに入るのが一番だろ？」

「さっさと下ろせ！　お前に連れてかれるくらいなら自分で行く！」

　抵てい抗こうする代わりに口で主張するけれど、弘嗣は涼すずしい顔で聞き流している。

「やっぱり軽いな、伊吹。もっと肉つけたほうがいいんじゃないのか？」

「うるさい！」

　必死に云いう伊吹に、弘嗣はにこやかな表情で云い返してきた。

「動けないくらい疲れてるんだろ。それに、後始末ってどうしたらいいかわかってる？」

「……ッ」

　その手のことに疎うとい伊吹に答えられるはずもない。言葉を詰つまらせているうちに、弘嗣はどんどん進んでいく。

「い、一緒は嫌いやだ！　教えてくれればいいから…！　弘嗣、頼たのむから…っ」

「ダメ。文句はあとで聞くから、全部俺に任せとけ」

「任せられるか…ッ」

　伊吹の心の底からの叫さけびは綺き麗れいに無視され、死にそうな目に遭わされたのだった。
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　息を切らせて、神宮司が扉とびらを押し開けて入ってきた。店内を見回し、伊吹を見つけた途と端たん破顔する。

「ごめん、待たせちゃって」

　神宮司は伊吹の前の席に腰こしを下ろし、水を持ってきた店員にコーヒーを頼む。開店したばかりのためか、他ほかに客はいない。

「俺のほうこそ、いきなり呼び出してごめん」

「麻倉のほうから誘さそってくれて嬉うれしいよ。期待してなかったからさ」

「うん……」

　言葉通り表情を輝かがやかせている神宮司に申し訳ない気持ちになる。彼を以前二人で行ったカフェに呼び出したのは、話をするためだ。

　弘嗣を起こさないようそっとベッドを抜ぬけ出し、メモを残して部屋をあとにし、神宮司に連絡を取ったのだ。

　ついてこないと云っていたけれど、無む駄だにやきもきさせるのも悪い。弘嗣が眠ねむっている間に、全すべて終わらせてしまうつもりだった。

「じゃあ、どこに行こうか？……って云っても、夕方から仕事が入っちゃったんだけどさ。でも、それまでは空いてるから」

　嬉しそうにしている神宮司に申し訳ない気持ちになったけれど、躊躇ためらっていては埒らちが明かない。伊吹は思いきって切り出した。

「今日は話があって、来てもらったんだ」

「うん？」

「……ごめん、俺は君の気持ちには応こたえられない」

　神宮司は、伊吹の言葉に驚いた様子もなく軽い調子で返してくる。

「それはわかってる。だから、友達からでいいって云ってるだろ？　すぐにどうこうって話じゃないんだし、俺に気は遣つかわなくていいからさ」

「あの、だから……」

　どう云えば、こちらの意図がきちんと伝わるのだろう。友人としてつき合っていくのはかまわないが、いつか気持ちが変わることはありえない。

　だが、そう告げたところで未来の可能性を引き合いに出されて反論されるのがオチだ。

　悩なやんでいたら、店員が二人ぶんのコーヒーを運んできた。

「お待たせしました。ご注文は以上でよろしいでしょうか？」

「あ、はい」

　カップに手を伸のばし、沈ちん黙もくを取り繕つくろう。

（……こうなったら、云うしかないか）

　弘嗣のことを隠かくしておきたいわけではない。けれど、自分の気持ちを認めたばかりでそれを口にするのは気き恥はずかしい。

　とは云え、恥ずかしいという理由だけで中途半端な関係を引き摺ずっていくわけにはいかない。弘嗣に対しても、神宮司に対しても不誠実だ。

　伊吹は覚かく悟ごを決め、大きく息を吸った。

「───俺にはつき合ってる人がいるんだ」

　ストレートに告げると、神宮司は黙だまり込んだ。

「だから、その人を裏切るようなことはできないし、君とも友達としてつき合っていくならいい加減な関係でいたくはない」

「…………」

「ごめん」

　居住まいを正し、頭を下げる。好意を向けてくれたことに対しては戸と惑まどいもあったけれど、純じゆん粋すいに嬉しかった。だからこそ、誠実に対応したかったのだ。

「そっか」

「ホントにごめん」

「……顔上げろよ。麻倉が謝ることないって。俺が無理云ったのが悪いんだし」

「神宮司」

　顔を上げると、神宮司は苦笑いを浮かべていた。そして、ミルクを入れたコーヒーを啜すすりながら、独り言のようにぼやく。

「そっか、やっぱりな。店にいたのって、本当は従弟いとこじゃなくて彼氏なんだろ？」

「う、うん…まあ……」

　従弟で彼氏（になったばかり）なのだが、それを説明するとややこしくなりそうだったので黙っておいた。

「まだつけ入る隙すきがあるかと思ったんだけど、ダメだったか。つき合う前に振ふられるのって初めてだ」

「ごめん…」

　明るく振る舞まってはいるけれど、それが本心でないことくらい伊吹にもわかる。伊吹に気を遣わせないよう、わざと軽い態度を取ってくれているのだろう。

「いいよ、本当のこと云ってくれて嬉しかった。男同士って俺みたいな仕事してるぶんには珍めずらしくないけど、一いつ般ぱん人だと大変だからな。何かあったら相談しろよ？」

「え…？」

「だって、友達だろ？　俺って経験豊富だから、恋れん愛あい相談には適任だと思うぜ」

　問いかけなのに、有う無むを云わせぬ口調がおかしくて、伊吹は苦笑しながら頷うなずいた。










　神宮司とはカフェの前で別れた。次に顔を合わせるのは、冬休みが明けた大学でだろう。

　あまり苦い気持ちにならずにすんだのは、神宮司が大人だったからだ。

　その外見や話しぶりから軽けい薄はくな印象を受ける人も多いのだろうが、年ねん齢れい以上に落ち着いているのは幼い頃ころから仕事をしてきたからに違ちがいない。

（あいつに報告しないとな）

　駅から自宅を目指しながら、家にいる弘嗣に想おもいを馳はせる。もう起きて、やきもきしているだろうか。それとも、まだ夢の中か。

　外で待ち合わせをする約束をしていたけれど、思っていたよりも早く神宮司との話し合いが終わったため、家に帰ることにした。

「話は終わった。いまから帰るから家で待ってて……っと」

　まだ眠っているときのことを考え、メールで一報を入れておく。起きていたら返信があるはずだし、眠っていたら帰ってから起こして驚おどろかせればいい。

　課題が一つ解決したことでほっとした気持ちで帰宅すると、二階から話し声が聞こえてきた。どうやら、伊吹が出かけているうちに佳久が帰ってきたらしい。

（……ど、どうしよう）

　もし、佳久が伊吹のベッドで眠っている弘嗣を見つけていたとしたら、自分たちの関係に勘かんづいたかもしれない。

　佳久にもいつかきちんと話をしようとは思っていたけれど、まだ心の準備ができていない。恐おそる恐る二階への階段を上がり、聞き耳を立てる。

　あれこれと云いい合いをしているのはわかったけれど、部屋の奥にいるのかよく聞こえない。だが、予想通り剣けん吞のんな雰ふん囲い気きになっていることに、血の気が引いていく。

「ふざけるな！」

（……ッ！）

　突とつ然ぜんの佳久の怒ど鳴なり声に、びくりと体が竦すくむ。この様子だと、かなり怒おこっているようだ。

　ここで自分が姿を現したら、どうなるだろう？　佳久の怒りの矛ほこ先さきがこちらに向いてくれればいいけれど、自分のせいで弘嗣が一層責められることになるとしたら申し訳ない。

　どうすべきか迷っているうちに口論はどんどん激しさを増してきた。

「……お前、本気で云ってるのか!?」

「だって、どうしようもないだろ、人の気持ちがコントロールできるわけないじゃないか！　それは佳兄にだってわかってるだろ!?」

「それとこれとは話が別だ！」

　ガタン、と物音が聞こえ、さらに剣吞な雰囲気になってくる。思いきって中に飛び込もうとしたそのとき、弘嗣の大きな声が耳に飛び込んできた。

「仕方ないだろ、ずっと好きだったんだから！」

（───え…？）

　一いつ瞬しゆん、伊吹の頭の中が真っ白になった。まるで、時間が止まってしまったかのような感覚から戻もどり、階段の上でよろめき、その場にへたり込む。

「……噓うそだ……」

　いま、確かに弘嗣は佳久に向かって好きだと云った。ずっと好きだった、と。

　弘嗣の言葉が頭の中で木霊こだまし、伊吹の耳には何も入ってこなくなった。せめて、この場を離はなれなければと、よろよろと階段を下って裏口から外に出る。

　薄うす暗ぐらい空の下、吹ふきつけてくる木こ枯がらしに、伊吹は自分の体を手でさする。

（どういう…ことなんだ……？）

　混乱しながら、思いを巡めぐらせる。これまでの伊吹に対する態度と佳久への態度を比べれば、佳久をより慕したっていたのだろうと思い当たることもある。

　昨夜だって、佳久からのプレゼントがあると云ったら、嬉うれしそうな顔をしていた。パティシエになりたいわけではないとは云っていたけれど、佳久を好きだから製せい菓かに興味を持ったと思えば納なつ得とくが行く。

　それに、ずっと好きだったからこそ、佳久に真田という恋こい人びとができたことに真っ先に気づいたのではないだろうか。そして、そのせいで片想いが失しつ恋れんに変わってしまったのだろう。

　それでも、諦あきらめきれずにいたから伊吹を身代わりに───？

「そっか…俺は兄さんの身代わりだったんだ……」

　導き出した結論に、伊吹は呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　つい先ほどまで浮うかれていた気持ちはいま、氷のように冷えきっていた。










　しばらくは、弘嗣とも佳久とも顔を合わせられそうにない。

　行くあてもないまま、とぼとぼと歩いていると、冷たいものが頰ほおに当たった。空を覆おおっていた厚い雲から、また雪が落ちてきたようだ。

　昨夜は心を躍おどらせた光景も、今日は憂ゆう鬱うつになるばかりだ。

「……どこに行こう」

　しかし、すぐに思い当たる場所もない。友人の家に行っても仕方ないし、かと云って喫きつ茶さ店てんで一人で時間を潰つぶせるようなタイプでもなかった。

　いままでずっと店の手伝いと勉強に明け暮れていた伊吹には、とくにこれといった趣しゆ味みもなく、他ほかの過ごし方を知らなかった。

「仕方ない、大学の図書館でも行くか」

　あそこなら、冬休みの間も年末年始以外は開けておくと掲けい示じ板ばんに通知が出ていたはずだ。地元の図書館よりは専門書も多いし、落ち着ける。

（俺って、つまんない人間だよな）

　無趣味で特技もなくて、取り柄えと云えば真ま面じ目めなところくらい。でもそれは、人よりたくさん取り組まなくては身につかない不器用な資質のせいだ。

　両親がいないことを悪く云われないように、佳久に心配をかけないように。ずっとそうやってきたから、それ以外の過ごし方がわからない。

　そんな自分を後こう悔かいしたことはないけれど、必要以上に周囲の評価が気になる性格だけは直したいと思っている。

（そっか……素すの自分が出せるのは、あいつの前だけだったんだ……）

　意地っ張りで照れ屋で手が出るのが早い。それが伊吹の本来の姿だったのかもしれない。

　弘嗣が自分を通して佳久を見ていることを知ったいまでも、弘嗣への気持ちは何一つ変わっていない。

　裏切られたというよりは、知らないままでいたかったという思いのほうが強かった。でも、それも『逃にげ』でしかないのかもしれない。

　どうすることが最善なのか、伊吹には判断できなかった。

　電車を乗り継つぎ、大学の名前がついた駅で降りたときには、雪は小雨に変わっていた。

　コートの襟えり元もとを手で寄せたそのとき、ポケットに入れたままになっていた携けい帯たい電話が震ふるえて着信を知らせた。

「！」

　携帯の画面を確かく認にんした伊吹は息を吞のみ、心臓を大きく跳はねさせる。そこに表示されていたのは、弘嗣の名前だった。

　メールを見たのか、それとも、伊吹が一度帰宅したことに気づいたのか。どちらにしろ、電話に出るには躊躇ためらいがあった。

　いまの自分は、冷静に話ができる状態じゃない。

　伊吹は咄とつ嗟さに着信を切ろうとしたけれど、すぐに思い直した。どうせ切っても、繰くり返しかかってくるだろうし、二人で出かける約束を無断で反ほ故ごにするわけにはいかない。

　断りだけは伝えておかなくては。伊吹は大きく深呼吸をしたあと、思いきって通話ボタンを押した。

「───はい」

『伊吹？　ごめん、メールに気づくの遅おそくなって。いまどこにいるんだ？』

「まだ、外だけど」

　ぼそぼそと返す横で、隣となりのホームを回送電車が通りすぎていく。

『もしかして、いま駅なのか？　あいつとの話は終わったんだろ？　迎むかえに行くから、どこか店に入ってろよ』

　佳久と云い合っていたときの険しさはどこにもない。むしろ、弾はずむような声に不信感が募つのる。

（何もなかったふりをするつもりなのか…？）

　隠かくしごとをされていることを知っているということが、こんなに苦しいことだなんて知らなかった。言葉にできないほどの切なさに、唇くちびるを嚙かみしめる。

「……悪い、今日の約束はなしにしてくれ」

『え？』

「いま、お前に会いたくないんだ」

　伊吹はストレートに告げた。言葉を重ねれば重ねるほど、余計なことを云ってしまいそうだったから。耳元の携帯電話からは焦あせったような声が聞こえてくる。

『どういうことだよ』

　駅のアナウンスが重なってくるせいでよく聞こえないのか、弘嗣は声のボリュームを上げる。

「とにかく、いまは会えない。一人になりたいんだ」

『伊吹!?　おい、伊───』

　弘嗣の声を遮さえぎるようにしてそそくさと通話を切り、電源も落としてしまった。せめて、頭を冷やせるまでは一人でいたかった。

　駅の売店でビニール傘がさを買い、大学の図書館へ重い足取りで向かう。

　冬休みのキャンパスは閑かん散さんとしていて、この世界には誰だれもいないのではないかと思えるほど静かだった。

　図書館の本ほん棚だなから興味を惹ひかれるタイトルの本を手に取り、誰もいない自習室でページを捲めくっても文章が頭に入ってこない。こんなことは初めてで途と方ほうに暮れる。

「はー……」

「どうしたんだ？　そんな大きなため息をついて」

　頰ほお杖づえをついて考えごとに没ぼつ頭とうしていたら、後ろから誰かに肩かたを叩たたかれた。反射的に振ふり返ると、見慣れた顔がそこにあった。

「せ、先生!?」

「休み中も勉強しに来たのか？　熱心だね」

「あ、その、店が休みなので勉強しようと思って……。先生はどうして？」

　てきとうな云い訳を口にして、逆に訊きき返す。

「僕は仕事だよ。時間が取れるうちに遅おくれ気味の論文をやろうと思ってね。資料を探しに来たんだけど、これといったものが見つからなくて研究室に戻もどるところだったんだ。でも、来てよかった」

「え？」

「君に会えただろう？」

「そ、そうですか……」

　気き障ざな仕草で片目を瞑つぶってみせる美作に、伊吹は力なく苦く笑しようする。できたら早く行って欲しいのだが、なかなか立ち去ろうとしてくれない。

「もしよかったら、研究室に来ないか？　コーヒーくらいご馳ち走そうするよ」

「い、いえ、まだ読みたい本があるので……」

　咄嗟に断ってしまったのは、美作と二人きりになることに抵てい抗こうがあるからだ。

「だが、図書館は三時には閉まってしまうぞ」

「…あ…」

　冬休み中は閉館時間が早まるのを忘れていた。

　断るためのそれらしい云い訳がないかと考えるが、咄嗟には思いつかない。そんな伊吹の気持ちを見み抜ぬいてか、美作は苦笑して云ってきた。

「隙すきを見て口説こうとは思ってないから大だい丈じよう夫ぶだよ。何もしないから安心しなさい」

「そ、そういうつもりじゃ…」

　自意識過か剰じようだと云われたようで、決まりが悪い。

「ここにはとくに読みたい本もないんだろう？　何なら僕の蔵書を貸し出すよ。ほら、職員も早く出ていって欲しそうにしてる」

　美作が指差したほうへと目を向けると、図書館の職員が自習室の中を覗のぞき込んでいた。まだ閉館時間まではしばらくあるけれど、少しでも早く閉めたいのだろう。

「さ、行こうか」

「あ…っ」

　読んでいた本と横の椅い子すに置いておいたカバンを取り上げられてしまう。美作はさっさと自習室をあとにし、本を職員に手て渡わたしている。

　伊吹は仕方なくコートを羽織り、美作を追いかけた。

（……やっぱり俺って流されやすい……）

　途と中ちゆうで帰ると云って辞することもできたのに、雨に濡ぬれないようにと急せかされ、結局、研究室まで大人しくついてきてしまった自分が情けない。

　それにしても、彼の部屋はいつ来ても綺き麗れいに整せい頓とんされていて完かん璧ぺきだ。コーヒーも、わざわざドリップで淹いれてくれている。

　神宮司も不思議だけれど、美作も何故なぜ伊吹に興味を持ったのか理解できない。たくさんのものを持っていると、平へい凡ぼんなものに目が行くのだろうか。

　自分を卑ひ下げしすぎるのはよくないとわかっているけれど、一度暗く沈しずんだ思考はどうにもならなかった。

「ついてきて後こう悔かいしてる？」

「す、すみません、そういうわけじゃないんですけど」

　落ち込んだ気分が顔に出てしまっていたようだ。慌あわてて謝ったけれど、すぐに笑えみなど浮うかべられるわけもない。伊吹が困っていると、淹れ立てのコーヒーが目の前に置かれ、正面に美作が腰こしを下ろした。

　コーヒーの香かおりで神宮司とのやり取りを思い出す。これから先、この香りを嗅かぐたびに気まずい場面を思い出すことになりそうだ。

　カップに手を伸のばすこともなく眉まゆ根ねを寄せている伊吹に、美作が一方的に話しかけてくる。

「君が何を悩なやんでいるのかわからないけれど、僕じゃ力になれないかな？」

「い、いえ、悩んでいるというほどのことではないですから」

「じゃあ、どうしてそんな悲しそうな顔をしてるんだ？」

「それは───」

　言葉を詰つまらせ、視線を落とす。そんな伊吹に、美作は優やさしく語りかけてくる。

「憂うれいのある表情も悪くないけれど、君は笑っているほうがいい」

「はあ…」

「君は自分を取り繕つくろうということをしないだろう？　いつでも自然体でいる、そんなところに惹かれたんだよ」

「……そんなことありません。僕はいつも人の顔色を窺うかがいながら過ごしてる、そんな人間なんです」

　美作の言葉に、伊吹はかぶりを振った。

　飾かざらないように見えたのは、見み栄えを張ることをしないからかもしれない。波風を立てないようにするためには目立たないのが一番いい。

「人間は誰だって周りの顔色を窺いながら生きている。君だけが特別なわけじゃない」

「そうでしょうか…？」

「僕を見たまえ。爪つま先さきから頭の先まで、他人の目を意識していないところはないだろう」

　美作はわざとらしく足を組んでポーズをつける。その仕草に笑いを誘さそわれ、伊吹は口元を綻ほころばせた。

「やっと笑った」

「あ……」

　人生経験の豊富そうな美作なら、何か答えを知っているかもしれない───そう思って問いかけた。

「あの、一つ訊いてもいいですか？」

「ああ、僕に答えられることならね」

　鷹おう揚ように承しよう諾だくしてくれた美作に、控ひかえめに切り出した。

「先生は、自分が恋こい人びとに誰かの身代わりにされてると知ったらどうしますか？　それでもつき合いを続けていられますか？」

「まあ、人それぞれだと思うけど……それは君が誰かの身代わりにされてるということ？　それとも、僕を誰かの身代わりにしたいということ？」

　鋭するどい切り返しがきたけれど、必死に顔に動どう揺ようが出ないようにする。

「……例えばの話です」

　きっと、美作は伊吹の心の中くらい見み透すかしているだろう。それでも素知らぬ顔で答えてくれる。

「もし、君が僕を誰かの身代わりにしたいのなら、喜んで身代わりになるよ。君の心を癒いやしてあげたいと思うから。いつか君の気持ちを僕に向かせる自信もあるしね。でも、もし君が誰かの身代わりにされようとしているなら僕は止めるよ。君はそんなに器用なほうじゃないから、きっと心が疲ひ弊へいしてしまう。好きな子が傷つくのは見ていられない」

「…………」

　美作の言葉にますます困こん惑わくした。結局は、自分がどうしたいかだ。

（俺はどうしたいんだろう…）

　頭の中がぐちゃぐちゃで、伊吹は自分の気持ちがわからない。冷めかけたコーヒーを見つめながら、息を詰めていると美作が軽い口調で声をかけてきた。

「それを飲み終わったら、家まで送っていこうか？　雨の中帰るのも億おつ劫くうだろう」

「あ、いや、買い物もしたいので…」

「何を買いに行くんだ？　その近くまで乗っていけばいい」

「あの、ええと……」

　出任せを取り繕おうと必死に思考を巡めぐらせるけれど、焦あせれば焦るほど頭の中が真っ白になっていく。噓うそをつくのも慣れてない上、ハプニングにも弱い性格が仇あだとなった。

「もしかして、今日は家に帰りたくない？」

「……っ」

　図星を指され、言葉に詰まる。そんな伊吹に、美作は意外な提案をしてきた。

「帰りたくないのなら、うちに来ないか？」

「えっ!?」

「行くあてもないんだろう？　雨が止やむまで僕の家にいればいい。別に泊とまっていってくれてもかまわないよ」

「いえ、そんなわけには…っ」

　話が思いもよらない方向へ進んでいく。慌てて断ろうとしたけれど、先手を打たれてしまう。

「僕と二人きりになるのは心配かい？　安心しなさい。客間もあるし、誓ちかってヘンなことはしないから」

「そ、そういうつもりじゃ…っ」

「客間は鍵かぎもかかるし、合い鍵も渡わたしておこう。どうしても不安だっていうなら、僕はどこかホテルにでも行くよ。その間、君は部屋で好きに過ごしてくれてかまわないから」

「不安とかそういうことではなくて───」

「じゃあ、一いつ緒しよでもいいかな？　そうだ、帰る前に食事に行こうか」

「せ、先生…！」

　嬉き々きとして予定を決めてしまう美作に口を挟はさむことができないまま、追い立てられるようにして研究室から連れ出された。










　外に出ると、昨晩積もった雪はすでに雨に溶とけ、あたりはすっかり濡れそぼっていた。まるで、自分の心中を表しているかのような光景に気持ちが沈む。

「正門の前で待っててくれ。車を回してくるから」

「は、はあ…」

　また流されるようにして、頷うなずいてしまった。気乗りしないことを嫌いやだとは云いえないそんな自分に、ますます暗い気分になる。

　校舎の前で一いつ旦たん美作と別れ、水たまりを避さけながら正門へと向かう。

　弘嗣の裏切りよりも、はっきりとしない自分自身に苛いら立だつ。もし、今日の出来事がドラマの中のことだったなら、登場人物に別れを告げてしまえばいいと思っただろう。

　しかし、いざ自分が渦か中ちゆうに立つことになったいま、そんな簡単にすむ問題ではないことを思い知らされた。

　弘嗣への気持ちを量りかねていたときなら、きっぱりと諦あきらめられただろう。だけど、伊吹はもう気づいてしまった。

　だが、諦めないのだとしたら、どうすればいいのだろう。

　弘嗣の本心を知らないふりをしてつき合いを続けるのは無理だ。美作の云う通り、自分を偽いつわり続ける器用さは伊吹にはない。

　そんなことをするくらいなら、全すべて聞いたと告げ、片かた想おもいをしていたほうがずっといい。

「そっか……片想いになるんだ……」

　生まれて初めての恋こいが両想いから始まり、片想いになるなんて珍めずらしいパターンではないだろうか。辛つらくないわけではないけれど、偽りを重ねていけばいつか綻びが出てきてしまうだろう。

　伊吹だけでなく、弘嗣だって苦しい想いをするに違ちがいない。

　ずっと、人の顔色を窺いながら生きてきたけれど、ごまかしていい感情とそうでないものの区別くらいつく。

　きっと、この恋は一からやり直しをしなければいけないのだ。結末が見えていたとしても、不器用な自分は手順を踏ふまなければ前には進めない。

（───やっぱり、今日は帰ろう）

　弘嗣とはまだ顔を合わせる勇気はないけれど、美作に甘えるのは筋すじ違ちがいだ。彼はあくまで専せん攻こう学科の指導者であって、プライベートでまで教えを乞こう相手ではない。

　そう思い、一言謝罪を伝えようと美作を待っていたら、彼よりも先に現れた人物がいた。

「伊吹！」

「ひ…弘嗣……」

　肩かたを上下させながら膝ひざに手をつき、苦しそうにしている弘嗣に何度も目を瞬またたく。偶ぐう然ぜんにしたって、タイミングが悪すぎる。

（何でこんなところにいるんだ）

　自分の中で結論は出せていても、気持ちの整理はまだついていなかった。何度も頭の中でシミュレートしてからでなければ、抱かかえた想いを上手うまく伝えることはできない。

　それでも、弘嗣の顔を見た途と端たん、胸が甘く疼うずいた。トクトクと脈を刻む心臓が、切なく締しめつけられる。

「捜さがしたんだぞ。駅のアナウンスが聞こえたから、思い当たる場所を虱しらみ潰つぶしに当たって……よかった、見つかって……」

「────」

　想定外の出来事に逃にげ出すこともできないでいると、弘嗣がキツい眼まな差ざしを向けてきた。

「会いたくないってどういうことだよ。あいつとは話つけてきたんじゃないのか？　まさか、何かされたわけじゃないだろうな？」

「……じ、神宮司は関係ない」

　動揺のあまり、視線が泳ぐ。

「本当に？　あいつを庇かばってるんじゃないよな？」

「だから、関係ないって云ってるだろ」

「じゃあ、どうしてだよ。一度は帰ってくるってメールくれただろ？」

「…………」

　苛立った様子で問いかけられたけれど、伊吹は答えられなかった。

　唇くちびるを嚙かみしめ、濡ぬれたアスファルトに視線を落とす。傘かさを握にぎりしめた手は冷えて白くなっていた。

「───もしかして、佳兄との話を聞いてたのか？」

「……ッ」

　思わず息を吞のんでしまった自分を悔くいる。これでは、肯こう定ていしたも同じだ。

　弘嗣は何と云い訳するだろうか。ごまかされても腹立たしいし、すんなりと認められるのも辛い。弘嗣の口から聞くくらいなら、自分から云ってしまったほうがいい。

「……もうやめよう」

「伊吹…？」

「初めからおかしいと思ってたんだ。どうしていきなり俺なんかにって。でも、やっと理由がわかって納なつ得とくした」

　思っていたよりも、普ふ通つうに声が出せてほっとした。終わりにするのに、みっともない姿は見せたくない。

「何の話をしてるんだ？」

　この期ごに及およんで惚とぼけようとする弘嗣に、はっきりと云ってやる。

「お前にとって、俺は兄さんの身代わりだったんだろ？　見た目はちょっと似てるし、ちょうどよかったんだよな」

「ちょっと待て、何かヘンな誤解してるんじゃないか？　俺が佳兄に云ってたのは───」

「云うな！　お前の口からは聞きたくない！」

　これ以上、傷つきたくなかった。それは逃げだと罵ののしられても、壊こわれかけた心を守れるのは自分だけだ。伊吹は浮うかびかけた涙なみだを見られまいと、弘嗣に背中を向ける。

　落ち着いて話ができそうだと思っていたのに、結局、制せい御ぎよが利きかなくなってしまった。

「伊吹、頼たのむから俺の話を聞いてくれ」

「今日は帰れ」

　頑かたくなに拒こばむ伊吹に、弘嗣は必死に捲まくし立ててくる。

「俺は伊吹のことが好きだって云ったんだ。伊吹とつき合うのを許して欲しいって。信じられないなら、俺が何て云ったか佳兄に訊きいてみろよ。佳兄のことなら信用できるだろ」

「……っ、だったら、何でいつも兄さんの前でいい子ぶってんだよ。兄さんのことが好きだからじゃないのか？」

「それは───」

　押し問もん答どうをしていたら、車のクラクションが派手に鳴った。目の前に停とめられた車の運転席から、美作が降りてくる。

「お待たせ。取り込み中かな？」

「……いえ、大だい丈じよう夫ぶです」

「伊吹、最後まで話を聞けよ！　俺が佳兄に云ってたのは、お前のことだ！」

「いまさらごまかさなくたっていい。もう全部わかったから」

　伊吹の肩を摑つかんできた弘嗣の手を振ふり払はらおうとしたけれど、それよりも早く美作が二人の間に割って入ってきた。

「悪いけど、ここがどこだかわかってるか？」

「あんた何なんだよ」

　唸うなるように云いう弘嗣に対し、美作はあくまで平静だ。

「僕は彼のゼミの担当教授だ。麻倉くん、さっきの身代わり云うん々ぬんって話は、彼が関係してる？」

「！」

　図星を指され、目を瞠みはる。そんな伊吹の態度に、美作は小さく笑った。

「君はわかりやすいな」

「…………」

　全てを見み透すかされているような気分になり、何も云い返せない。美作は押し黙だまった伊吹から、いまにも嚙みつきそうな顔をしている弘嗣に視線を移した。

「厳しいことを云うようだけど、君では彼を幸せにはできないんじゃないか？」

「あんたに何がわかるんだ!?　関係ないやつは引っ込んでろよ！」

　弘嗣は簡単に挑ちよう発はつされ、憤いきどおる。

「関係なくはない。ちょうど、彼を口説いてるところだからね」

「なっ……」

「せ、先生！」

　まさか、いまそんなことを云い出すとは思いもしなかった。きちんと断ったつもりだったのだが、美作の中ではまだ終わりにはなっていなかったらしい。

「君が幸せなら大人しく身を引こうと思ったが、こんな粗そ暴ぼうな男が相手だと知ったら黙っていられないな。どうせ、子供のわがままで振り回されてるんだろう？　一時は楽しいかもしれないが、先の見えない関係は非生産的だ」

「云わせておけば……ッ」

　拳こぶしを振り上げようとした弘嗣に、美作は肩を竦すくめて云った。

「ほら、自分が不利になった途端、暴力に出る」

「く……」

　美作の指し摘てきに、弘嗣は動きを止める。

「短たん絡らく的というか、単たん細さい胞ぼうというか。こんな男とつき合うのは時間の無む駄だだと思わないか？　君には相応ふさわしくない」

「もうやめて下さい！」

　伊吹は思わず叫さけぶように云った。これ以上、弘嗣を酷ひどく云われるのは耐たえられなかった。　>>>♥

「彼に君が庇う価値があるとでも？」

「庇ってるわけじゃありません。こいつのことを何も知らないのに、悪く云うのをやめて欲しいだけです」

「同情は彼のためにならないよ。躾しつけをするにももう遅おそい歳としだろうけどね」

　口の端はしを歪ゆがめて云う美作に、カッと頭に血が上る。

「あなたに何がわかるって云うんですか!?　こいつにはいいところがいっぱいあります！　そうじゃなきゃ、好きになったりしません!!」

　勢いで口にしてから、はっとした。

　二人とも呆あつ気けに取られた顔で伊吹を見つめていた。

「伊吹───」

　弘嗣は毒気を抜ぬかれた様子で呆ぼう然ぜんとしており、美作は気まずげに苦笑いを浮かべていた。

「わかった、今日は退散しておくよ。ムキになるのは性しよう分ぶんじゃないんでね。彼に愛あい想そを尽つかしたら、僕のところにおいで。心も体も慰なぐさめてあげるから」

　そう云って、自宅の住所が載のった名めい刺しを差し出してきた。思わず受け取ると、弘嗣が間に入ってくる。

「余計な世話だ」

「濡れたままだと風邪かぜを引くから、早く帰りなさい。いいね」

　美作が乗り込んだ車はあっという間に走り去った。酷くなりつつある雨の中、二人は黙ったまま立ち尽くす。

「…………」

「……帰るぞ、伊吹」

　長い沈ちん黙もくのあと、口を切ったのは弘嗣だった。伊吹は手を摑まれ、問答無用に引っ張っていかれる。

「…………」

　逆らうことも、摑まれた手を振り払うこともできない。全身、冷えきっていたけれど、弘嗣の触ふれている場所だけは熱かった。










　どんなに逃にげ回っても、いつかは決着をつけなくてはいけない。それなら、さっさと腹を括くくってしまったほうがいい。

　そう自分に云い聞かせ、大人しくバイクの後ろに跨またがった。やむなくしがみついた弘嗣の背中から、激しい鼓こ動どうが伝わりませんようにと祈いのっているうちに、瀧沢の家に到とう着ちやくした。

　雨から逃のがれるように玄げん関かんに入ると、ちょうど叔母おばがめかし込んで出かけるところだった。

「やだ二人とも、こんなに濡ぬれて！　早く着き替がえてらっしゃい」

「あ、はい…。叔母さんはこれからどこか行くんですか？」

「お父さんとお食事にね。うふふ、クリスマスは終わっちゃったけど、久しぶりのデートなの。待ち合わせの前に、銀座でお買い物しちゃおうかと思って」

　聞けば、単身赴任でなかなか一いつ緒しよに過ごす時間が取れないことへの埋うめ合わせらしい。いまでも仲のいい叔母たちに冷えて強こわ張ばった頰ほおも緩ゆるむ。

「じゃあ、お留守番よろしくね！　ちゃんと髪かみも拭ふくのよ」

　叔母は子供に教え諭さとすように云い、そそくさと出かけていった。

「着替え持ってくるから、服脱ぬいで洗せん濯たく機きに入れてこい。伊吹に風邪引かせたら、佳兄と母さんに怒おこられるのは俺なんだからな」

「……うん」

　そわそわと落ち着かない気分だったけれど、黙って立っていても仕方ない。濡れたコートをハンガーにかけ、脱だつ衣い所に行った。

　コートの下は無事だったけれど、ジーンズの裾すそは色が変わるほどぐっしょりと濡れそぼって肌はだに張りついている。

　これでは簡単に足を抜ぬくことはできなそうだ。どうやって脱ごうかと思案していると、着替えを手に弘嗣が顔を覗のぞかせた。

「何だ、まだ脱いでなかったのか。ついでにシャワーも浴びとけ。体冷えてんだろ？」

　弘嗣はそう云って、伊吹の服を脱がそうとしてくる。

「離はなせ…っ、自分でできる！」

　絡からみつくセーターから逃れるようにして自ら腕うでを抜き、狭せまい脱衣所の中ギリギリまで後あと退ずさる。

「風ふ呂ろならお前が先に入ればいいだろ。俺はあとでいいから」

「何云ってんだ、すぐ熱出して寝ね込こむくせに」

「もうそんなに柔やわじゃないって云ってるだろ！　年下のくせに偉えらそうにするなよ！」

　云ってしまってから後こう悔かいする。

　淋さびしげな表情を浮うかべる弘嗣に胸が痛む。傷つけたいわけじゃないのに。一度発した言葉を取り消したところで、なかったことにはできない。

「───俺には心配もされたくない？」

「……俺は……」

「伊吹より先に生まれてたらよかったのに。せめて、同い年ならって何度も思った」

　絞しぼり出すようなその声こわ音ねはいままでになく心こころ許もとない響ひびきだった。

「弘嗣…？」

「さっき云ったことは本当だから。佳兄に伊吹のこと好きだって云ったってこと。これでもうあそこには出入り禁止だ」

「な、何で？」

　苦い笑えみを浮かべて云われた言葉に首を傾かしげる。佳久に話したことと、出入りが禁じられることとどう繫つながるのだろうか。

「バカ、佳兄の大事な伊吹に手ぇ出したのがバレたのに、いままで通りでいられるわけないだろ？　伊吹は何で佳兄の前でいい子ぶってるんだって云いってたけど、生意気な態度取って嫌きらわれたら伊吹に近づけなくなるからだ」

「兄さんがそんなこと───」

「自覚ないかもしれないけど、伊吹は佳兄の箱入りなんだよ」

　そう話す弘嗣の頰には殴なぐられたようなあとがあり、唇くちびるの端が少し切れていた。

「まさか、お前のその顔って……」

「佳兄に殴られたんだよ」

　弘嗣は云いにくそうに白状した。

「かなり効いた。これでも手加減してくれたんだと思うけど、あの場に伊吹がいたらもっと大変なことになってたと思う」

「────」

　物的証しよう拠こに、やっと頑かたくなな心が僅わずかに緩む。

　弘嗣の言葉を信じてもいいのかもしれない、と。

「じゃ…じゃあ、本当に俺のこと……好き、なのか…？」

　振ふり絞るような問いかけへの答えは即そく座ざに返ってきた。

「好きだよ。伊吹しか好きじゃない。初めっからそう云ってるだろ？　信じられない？」

「だ、だって、俺は好きになってもらえるようなとこなんてとくにないし」

「そういう控ひかえめなところも好きだよ。しっかりしてるようで抜けてるところも、不器用でそそっかしいところも、俺にだけ暴力的なところも全部好きだから」

「……ッ、何なんだよそれ……」

　普ふ通つう、好きだというときはもっといいところを挙げるものではないのだろうか。

　とは云え、伊吹にとっては誰だれからの褒ほめ言葉よりも嬉うれしかった。コンプレックスでもあるありのままの自分がいいと云ってもらえたのだから。

「仕方ないだろ、事実なんだから。伊吹。俺は伊吹のためだったら、何でもする。俺にどうして欲しい？　伊吹はどうしたい？」

「どうって───」

　そんなこと訊きかれても困ってしまう。これまでずっと、誰かのために生きてきた。父に心配させないように、兄の足を引っ張らないように、叔母たちの迷めい惑わくにならないように。

　記き憶おくにある限り、わがままを云ったことはほとんどない。

「……好きって云って欲しい」

「云ってるだろ？　まだ足りない？」

「これから先もずっと」

　きっと、すぐ不安になるに違ちがいない。それでも、自分から弘嗣の気持ちを確かめることはできないだろう。

「わかった。あとは？」

　問われて赤くなる。

「……っ、これ以上、何云えって云うんだ！」

「お前が欲しいって、それだけでいいんだよ」

「ばっ…そんなこと……っ」

「じゃあ、いらない？　俺は伊吹が欲しいよ」

　熱の籠こもった眼まな差ざしに胸が疼うずく。

「……いらなくは、ない」

　消え入りそうな声でそう云うと、弘嗣は抑おさえ込んでいた激情をぶつけるように口づけてきた。唇を荒あら々あらしく貪むさぼられ、捩ねじ込まれた舌に口こう腔こうを搔かき乱される。

「んぅ、んん、ん……」

　頭の中がぐちゃぐちゃになるようなキスに翻ほん弄ろうされたあと、伊吹は息も絶え絶えに告げた。

「……もっと」

　離れていった唇が名残なごり惜おしくて、赤い舌が覗く弘嗣の半開きの唇に、伊吹は生まれて初めて自分から口づける。

　だが、ぎこちないそれはすぐにリードを奪うばわれた。舌を搦からめ捕とられて、キツく吸い上げられる。お互たがいの境界がわからなくなるくらいしつこく口づけを交かわしながら、濡れたジーンズを押し下げられた。

「ん、ぁん！」

　弘嗣は湿しめった下着をずらし、腰こしのラインを撫なでてきた。冷えきった肌は触ふれてくる手の平の温かさに敏びん感かんに反応する。

　勃たち上がりかけた昂たかぶりを刺し激げきしようとしてか、弘嗣は伊吹の尻しりの丸みを揉もむようにしながら腰こしを擦すり寄せてきた。布地に擦こすれ、伊吹のそれは一気に熱と硬かたさを増した。

「んん、ン、うんんっ」

　喉のどの奥から押し出される声は、口を塞ふさがれているせいでくぐもって聞こえる。

　口づけだけでも蕩とろけてしまいそうなのに、一番感じやすいところを刺激され、もう立っているだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

「んー…っ、んん、……っあ」

　カクン、と膝ひざが折れてしまい、体が沈しずむ。解けた唇から一ひと際きわ甘ったるい声が上がった。

　へたり込まずにすんだのは、すんでのところで抱だき留められたからだ。後ろの壁かべにもたれるようにさせられたあと、弘嗣は伊吹の足あし下もとに跪ひざまずいた。

「何……や、やだ…っ、それはダメ───」

　ただ触れられるだけでも怖こわいくらい感じてしまうのだから、口でされればひとたまりもない。昨夜の口こう淫いんの記憶が蘇よみがえり、気が遠くなる。

　だが、抵てい抗こうする間もなくシャツの裾すそを捲まくられ、芯しんを持った自身を舐なめ上げられた。ぞくぞくと駆かけ抜けた痺しびれに頭のてっぺんまで支配され、指一本動かせなくなる。

　さっきまで伊吹の口腔を嬲なぶっていた舌が自身に這はわされているのだと思うだけで、体温が上がり全身から汗あせが噴ふき出す。雨に濡ぬれ、氷のように冷えきっていた体はいま、桜色に染まっていた。

「あ、あ……だめ、や、離し……っ」

　往生際ぎわ悪く訴うつたえるけれど、やめろと云えば云うほど、ねっとりと舌を絡からめられる。弘嗣は伊吹の膨ふくらみに吸いつきながら、唾だ液えきで濡れそぼる屹きつ立りつを指で扱しごいた。

「ぁン、あ、やだ、やめ……っ、も…ぁあ……っ」

「もうイキそう？」

「……っ」

　経験値の低い体は快感に弱く、限界も近い。だから離はなしてくれと云いたくて、必死に首を縦に振る。けれど、弘嗣の取った行動は、伊吹の望みとは反対のことだった。

「あ……ッ!?」

　先せん端たんを口に含ふくまれ、体液の滲にじむ窪くぼみを舌先が抉えぐってくる。咄とつ嗟さに弘嗣の頭を押し退のけようとするけれど、手に力が入らない。

　自身にしゃぶりつく弘嗣の頭に緩ゆるく爪つめを立てることしかできず、胸を弾はずませて休みなく喘あえぎ続ける。

「あっあ、あ……っあ…！」

　括くびれた部分を唇で締しめつけられ、強く吸い上げられた衝しよう撃げきに耐たえきれず、びくんっと腰を弾ませた。弘嗣は小刻みに震ふるえる下腹部から顔を上げることなく、伊吹の吐はき出した全すべてを受け止めた。こくりと喉が鳴る音が聞こえたのは、気のせいではない。

「お前、いま───」

　平然とした顔で飲み下す弘嗣に目眩めまいを覚える。

「みんなやってることだし」

「そう…なのか……？」

　訝いぶかしげに問う伊吹に、弘嗣は立ち上がりながらこともなげに頷うなずいてみせた。

　物慣れない自分を恥はずかしく思いながら、年下の従弟いとこが知識を仕入れてきた先のことを考えると憂ゆう鬱うつな気分になる。

「……じゃあ、お前も誰かにしてもらったことがあるんだな」

「へ？」

「お前、慣れてるっぽいもんな」

「あ、いや、そういう意味じゃなくて」

「ごめん、俺そういうの全然わかんなくて」

　笑って云いおうと思ったのに失敗した。堪こらえようと思ったのに、ぽろりと目め尻じりから涙なみだが零こぼれる。

（……みっともない）

　慌あわてて手の甲こうで目元を拭ぬぐったけれど、隠かくしきることはできなかった。伊吹の涙の意味を悟さとったようで、弘嗣が狼狽うろたえている。

「……しまったな、そういう意味じゃなかったんだけど……」

「ホントごめん、ヘンなこと云って」

　何とか笑おうとする伊吹の肩かたを摑つかみ、弘嗣が云い訳を始める。

「あー、その、別に俺も経験豊富ってわけじゃないからな」

「いいよ、気ぃ遣つかわなくて。気にしないように───」

　経験がなければ、こんなに手慣れているわけがない。ごまかさなくてもいいと云おうとした伊吹を遮さえぎり、真顔で説明する。

「女とは一応したことあるけど、一回だけだから。伊吹を諦あきらめようと思って魔まが差した。あとは妄もう想そう逞たくましくしてた成果っつーか、伊吹にあれこれしたいって思ってたから、やり方とか色々調べたんだよ」

　そのときはできるあてもなかったけどだとか、見み栄えを張りたかったのだとか、もごもごと小声でぼやいている。

「本当に…？」

　涙の膜まくが張った瞳ひとみで見上げると、気まずげに頷いた。

　昔から弘嗣は、イタズラを白状するときは伊吹のほうを見ようとはせず、右のほうへと視線を流す。どうやら噓うそは云っていないようだ。

　いったい、どんな妄もう想そうをしていたのか気になるけれど、聞くのも怖い。弘嗣の話を総合すると、何も知らない伊吹にいやらしいことを教え込みたかったようだ。

　露ろ見けんした事実に、呆あきれると同時にほっとする。

「あのさ、伊吹。それより、続きさせて。もうさすがにやばい」

「……ッ」

　腰を抱き寄せられ、弘嗣の状態を知らされる。ジーンズの前はこれ以上ないというくらい張り詰つめていた。

「伊吹に入れたい。頼たのむから、いいって云って」

　掠かすれる声で懇こん願がんされ、くらくらする。一度全てを受け入れたその場所は、そのときの感覚を思い出して疼うずいた。

　伊吹は唇くちびるを舐めて濡らし、大だい胆たんな言葉を口にする。

「……弘嗣の、入れて」

「くそっ、煽あおるなって！」

　弘嗣は喉の奥で唸うなりながら、洗面台に手を伸のばした。何をしているのだろうかと心持ち不安になっていると、後ろの窄すぼまりにぬるりとしたものが触れた。

「ン……っ」

「こうすれば昨日より苦しくないはずだから」

　そう云いながら、オイルのようなものを塗ぬり込めてくる。昨晩の行こう為いで少しひりついていた入り口は、ぬるぬるとした感覚に小刻みに震えた。

　やがて、意識しているせいで狭せばまったそこに強ごう引いんに指を押し込まれる。

「……っあ！」

「痛くないか？」

「へ…いき……んぁ、あ…っ」

　簡単に入ってきた指が抜ぬき差しを始める。

　しっかりと腰こしを抱き寄せられているせいで身み悶もだえることもできず、伊吹は弘嗣の肩かた口ぐちに顔を埋うずめ、自分の中を指で搔かき回される感覚を堪たえ忍しのんだ。

「う、く……んん……っ」

　指を増やされ、執しつ拗ように責め立てられる。度たび々たびオイルを足しているようで、指が動くたびにくちくちと濡れた音が響ひびいた。

「ま、まだ……？」

　際どい部分を掠めては明確な刺し激げきを避さける。そんな愛あい撫ぶを繰くり返され、伊吹の体はもどかしさで打ち震えていた。

「もういい？」

「た、多分……っン」

　逆に問われ曖あい昧まいに答えると、ずるりと指を引き抜かれた。中を押し開いていたものが抜け出ていく感かん触しよくに、小さく喉のどが鳴る。

「後ろ向いて。この体勢のほうが楽みたいだから」

　反対向きにされ、壁に手をつかされる。顔が見えない心細さに戸と惑まどっていたら、腰を摑まれ、熱いきり立った欲望を押し当てられた。

「……あ……」

　いまにも弾はじけてしまいそうなほど張り詰めたそれは、力強く脈打っている。息を吞のんだ瞬しゆん間かん、オイルが塗り込められた場所に屹きつ立りつの先端が入り込んだ。そして、一気に奥まで貫つらぬかれる。

「───…ッ！」

　あまりの衝撃に声も出なかった。目の前がチカチカとして、内臓を押し上げるような圧あつ迫ぱく感かんに上手うまく息もできない。弘嗣はそんな伊吹を気き遣づかうことなく、激しく腰を遣つかってきた。

「や!?　あ、んぁっ……ぁあ！」

　ガクガクと揺ゆさぶられる体から苦しさはやがて消え、荒あらっぽい律動が生み出すのは快感だけになった。それでも、伊吹はその感覚についていくのに必死だった。

「待っ…ゆっくり、して、あ、あ…！」

「ごめん、止まらない」

　その言葉は偽いつわらざる本音なのだろう。技ぎ巧こうも何もなく、ただひたすらに突つき上げてくる。そんな腰を打ちつけるような抽ちゆう挿そうすら、どうしようもなく気持ちいい。

「伊吹ん中、気持ちいい」

「あっあ、あ……っ」　>>>♥

　穿うがたれるたびに、疼くような痺しびれが駆かけ抜ける。激しく粘ねん膜まくを擦こすり上げられる刺激は、伊吹の体を内側からぐずぐずに溶とかしていった。

　時折、内ない壁へきを抉るように突き上げられると、背中が弓なりに撓しなる。腰の動きは一層激しくなり、伊吹を追い詰めた。

「弘嗣、弘……っ、も、いく……っ」

「ん、俺も」

　一いつ緒しよにと云われ、こくこくと頷うなずいた。

　一ひと際きわ強く穿たれた瞬間、伊吹は深々と吞のみ込んだ昂たかぶりを締しめつけながら達した。ほぼ同時に体内で弘嗣の欲望が弾け、熱が注ぎ込まれる。

　頭の芯しんが痺れるような快感に声も出ない。

　だが、絶頂の余よ韻いんに浸ひたる間もなく繫つながりが解かれた。いままでめいっぱい押し開かれていたそこから、あっさりと引き抜かれ、いきなりの喪そう失しつ感かんに戸惑った。

「ぅん…っ、な、何…？」

「マジごめん。あとでいくらでも殴なぐられるから許して」

「え？　え？」

　膝ひざ下したに引っかかっていたジーンズを蹴けり落とされ、体の向きを変えられたかと思うと、壁かべに押しつけられるようにして両足を抱かかえ上げられる。

　少しも萎なえていない弘嗣の昂ぶりが再び押し入ってくるのを止められなかった。

「や、うそ……ぁあ、あ……っ」

「好きだよ、伊吹。すげぇ好き」

　宙に浮ういた不安定な体を支えるため、弘嗣にしがみつく。一いつ瞬しゆん視線が交差したあと、どちらからともなく唇を寄せ、口づけを深くしていった。










　体を洗うからと云って連れ込まれた浴室でも、散々責め立てられた。

　すっかり逆上のぼせてしまったのは、そのせいだ。伊吹は暖だん房ぼうの利きいたリビングで冷えたタオルを額に載のせるという矛む盾じゆんした格好でソファに横たわっていた。

「伊吹、そろそろ上着羽織れよ。湯冷めするぞ」

「んー」

　のろのろと起き上がり、放ほうり投げられたパーカーに腕うでを通す。一回りサイズの大きいそれは、弘嗣の匂においがした。

　スポーツドリンクのペットボトルを手に、隣となりに腰を下ろした弘嗣の横顔を見ると、頰ほおの痣あざの色が濃こくなっていた。

「痛むか？」

　時間が経たち、青くなりつつある頰にそっと触ふれる。華きや奢しやに見えて力のある佳久の拳こぶしをまともに受けたのだ、相当痛かっただろう。手にしていた濡ぬれタオルを当ててみるが、すでに温ぬるくなったそれではあまり効果はないだろう。

「別に、このくらい大したことないし」

「俺のせいだよな、ごめん……」

　よく考えてみたら、弘嗣だけが殴られるのはおかしな話だ。責任を問うのなら、むしろ年上である伊吹が追つい及きゆうされるべきだろう。

「いいって。佳兄が大事にしてた伊吹をもらうんだから、このくらい安いもんだ」

「もら…っ、ヘンな云いい方するな！」

　まるで嫁よめに行くような物云いはやめて欲しい。思わず出そうになった拳をすんでのところで引っ込める。

「伊吹がもらってくれてもいいけど。でも、怖こわい小こ姑じゆうとがいるから婿むこ入いりは難しそうだな」

「いいから黙だまれ」

（……その痣が治ったら遠えん慮りよしないからな）

　心の中でそう誓ちかいながら、握にぎり拳こぶしから力を抜く。弘嗣はさっきからずっと上じよう機き嫌げんで、一発や二発殴られても気に留めることもなさそうだが、立ち聞きをして、勝手に誤解した後ろめたさもあるため、しばらくは強く出られなそうだ。

「そうだ、あいつとの話は問題なくすんだんだよな？」

　思い出したかのようにいまさらなことを訊きかれ、伊吹は苦く笑しようする。

「神宮司のことか？　大だい丈じよう夫ぶだって。すぐ納なつ得とくしてくれたよ」

「何か嫌いやなこととか云われなかったか？」

「全然。そんなやつじゃないし、心配することないって」

　気にするなと云っているのに、弘嗣の顔はどんどん渋しぶくなっていく。

「伊吹はそうやってすぐ他人を信しん頼らいするから心配なんだ。あの大学の教授だって、伊吹を狙ねらってんだろ？　教え子に何考えてんだ」

「お前だって俺の家庭教師の生徒だろう」

「俺はいいんだよ！」

「駄だ々だ捏こねるなよ、子供みたいに」

「う……」

　弘嗣を黙らせるには、この言葉に限る。伊吹が様々なコンプレックスを抱いだいているように、弘嗣は自分の年ねん齢れいが悩なやみの種らしい。努力ではどうにもならないことだから尚なお更さらなのだろう。

「大丈夫だよ、ちゃんとお前のこと好きだから」

「え……？　い、伊吹、いま何て!?」

　一瞬、惚ほうけた顔をしたあと、詰つめ寄ってくる。伊吹は照れ隠かくしに顔を反対側に背そむけた。

「二度も云うか、バカ」

「頼たのむ、もう一回」

「そのうちな」

「どうしても云いたくないんなら、体に訊いてもいいんだぞ」

「そういうオヤジくさいこと云うな！　って、どこ触さわってる!?」

　どさくさに紛まぎれて腰こし回まわりを撫なでてくる弘嗣を必死に引き剝はがす。

　もうこれ以上相手をする体力は残っていない。だが、体力と体の反応は別物なため、触れられているとその気になってしまいそうなのだ。

「こら、勝手に脱ぬがすな！　さっき着ろって云ったくせに…っ」

「運動すればすぐ暑くなる」

「もう今日はダメだ！」

「夜もダメなのか？」

「夜？」

「だって伊吹、今日は泊とまってくだろ？」

「え？　帰るに決まって───」

　云いかけ、重要な問題が残っていることに気がついた。弘嗣とそういう関係になったことを知られているのに、いままで通りに振ふる舞まうのも難しい。

「……どうしよう、兄さんにどんな顔して会えばいいんだ……」

「別に伊吹が怒おこられることないだろ」

「だからって普ふ通つうの顔してられるか…っ」

　いっそ、怒ってくれれば取りなしようもあるけれど、落ち込んでいたり、何もなかったふりをされたりしたら、どういう態度で接すればいいのかわからない。

　それ以前に、気き恥はずかしくてまともに顔を見られなそうだ。

「それは佳兄も同じ気持ちだと思うけど」

「同じって、どういう意味だ？」

「真田さんとのこと、俺も伊吹も知ってるって云っておいたから」

「お前……」

　あのとき、弘嗣は爆ばく弾だんを二つも落としていたのかと、いまさらながらに目眩めまいがする。

「そうでもしなきゃ、伊吹を捜さがしに出かけられなかったんだよ。さすがに倒たおれそうになってたから、まだぐるぐるしてるんじゃないかな。佳兄、悩むと長いもんな」

　あっけらかんと告げる弘嗣に、伊吹は額を押さえる。

（倒れたいのは俺のほうだ……）

　佳久の苦く悩のうを思うと、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。真田に八つ当たりしていないといいのだが。

「佳兄も頭冷やしたいだろうし、今日はウチに泊まれよ。連れん絡らくなら俺が入れとくからさ」

　お互たがいに動どう揺ようした状態で顔を合わせるよりは、まだいいかもしれない。家族会議は明日に先送りだ。

「うん…まあ、そうだな……」

「つーわけだから、いまは俺のことだけ考えて」

「弘───」

　問答無用で唇くちびるを塞ふさがれ、反論の余地さえ奪うばわれる。伊吹は仕方ないなと体を預けながらも、ささやかな仕返しに切れた唇の端はしを舌でつついてやった。







　あとがき







　はじめましてこんにちは、藤崎都です。

　今シーズンは風邪かぜやインフルエンザがずいぶん流行はやっておりますが、私もその流行りに乗ってしまいまして、年末に熱を出し、まさに寝ね正しよう月がつを過ごす羽目になりました……。

　でも、そのお陰かげで溜たまっていた未読本をだいぶ消化できました。そのためのお休みだったんだと思っておきます（苦笑）。

　まだまだ寒い日が続きますので、皆みな様さまは充じゆう分ぶんお体に気をつけてお過ごし下さいね。やっぱり健康が一番です！




　さて、この度たびは『とろけるカラダ』をお手に取って下さり、ありがとうございました！

　今回のお話は前作『美味しいカラダ』の佳久の弟・伊吹が主人公になっています。

　幼なじみ（正確に云いえば従兄弟いとこですが）、学ラン、年下攻ぜめと好物をたくさん盛り込んでみました。雨の中迎むかえに来たりとか、雪の中でずっと待ってるという大好きなシチュエーションも入れられて満足してます！

　そんなわけで久々に高校生を書くことになったのはよかったのですが、すっかり学生生活を忘れてて困りました。何せ、私にとっては大昔のことですので…（汗）。

　期末テストっていつだっけ？　とか、冬休みっていつから？　などと周りに色々と聞いたりして何とか書き上げたのですが、書き終わったあとにクローゼットの奥から高校のときの生徒手帳が出てきました…。こんなことなら、もっと早く衣ころも替がえをしておけばよかったです…。

　何はともあれ、無事に出版することができてよかったです。四苦八苦しつつも楽しく書けた作品ですので、皆様にも楽しんでいただけるといいなぁと思ってます。




　前作に引き続き、陸裕千景子先生にイラストを描えがいていただきました。華はなやかな表紙や色っぽくて可愛かわいい挿さし絵えをありがとうございました！

　弘嗣は陸裕先生の描かれるイラストを妄もう想そうしながら書いていたのですが、イメージ以上にカッコよくて感激しました。本当に目の保養です。本当に本当にありがとうございました!!

　また、毎度のことながら担当様にも大変お世話になりました。何だか過労で倒たおれてしまいそうなほど働かれている気がしますので、たまには早く帰ってゆっくりして下さいね…。




　感想のお手紙やクリスマスカード、年賀状などを下さいました皆様も、ありがとうございました。いただいたメッセージを励はげみに今年もがんばりますのでどうぞよろしくお願いします。

　そして、最後までおつき合い下さいました皆様にもお礼を。少しでもお気に召めしていただけていたら幸いです。よろしければ、ご意見ご感想などお聞かせ下さいませ。




　それでは、またいつか貴方あなたにお会いすることができますように♥




　　二〇〇九年一月


藤崎　都　　
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